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日研 :i
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"ノ"

トリ
米
国
に
お
け
る

「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失

日

次

は
じ
め
に

I
章
「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
(
円
。
∞
印
。
史
U
Z〉
Z
Q凶
ご
理
論

一
米
国
に
お
け
る
医
療
過
誤
訴
訟
に
つ
い
て

ハ
門
そ
の
概
要

口
因
果
関
係
基
準

二
「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
」
理
論
の
発
展

付
理
論
の
起
り

。
理
論
の
展
開
1

「
立
証
緩
和
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
「
キ
ン
グ
理
論
」

(
円
。
∞
∞
。
閣
内
国

kpzn開
)
」

じこ3

1可

波

理
論

澄

子
/圏、、

、、-"
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三
「
立
証
緩
和
ア
プ
ロ
ー
チ
」

ハ
門
ヒ
ッ
ク
ス
理
論

1

裁
判
例

2

考
察

口
被
害
の
危
険
性
増
加
基
準
と
実
質
的
要
因
基
準
の
併
用

-

裁

判

例

2

考
察

白
ま
と
め

-

要

旨

2

問
題
点

3

小
括

四
「
キ
ン
グ
理
論
」

付
論
旨

口
適
用
裁
判
例

臼
学
説
の
動
向

-

好

意

的

見

解

2

批
判
的
見
解

3

近
時
の
評
価

五
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
事
案
に
お
け
る
損
害
賠
償
額
の
算
出
方
法

付
喪
失
し
た
チ
ャ
ン
ス
分
の
損
害
額

。
過
誤
に
よ
る
拡
大
部
分
の
損
害
額

日
死
亡
に
起
因
す
る
損
害
額

E
章
「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
」
理
論
の
日
本
法
に
対
す
る
一
示
唆
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米同における「チャンスの喪失 (LOSSOF CHANCE) J 却

一
「
立
証
緩
和
ア
プ
ロ
ー
チ
」
適
用
判
決
と
、
「
期
待
権
」
事
案
判
決

付
比
較
・
検
討

1

両
者
の
相
違

2

相
違
が
生
じ
る
理
由

口
考
察

二
「
キ
ン
グ
理
論
」
と
、
わ
が
国
に
お
け
る
損
害
賠
償
の
割
合
的
減
額
論

付
損
害
賠
償
の
割
合
的
減
額
論

。
医
療
過
誤
事
案
へ
の
割
合
的
減
額
論
適
用
の
妥
当
性

-

裁

判

例

2

考
察

白
「
キ
ン
グ
理
論
」
と
割
合
的
減
額
論
と
の
比
較
・
検
討

1

「
キ
ン
グ
理
論
」
と
寄
与
度
減
額
説

2

「
キ
ン
グ
理
論
」
と
割
合
的
因
果
関
係
説

四
考
察

お
わ
り
に

は
じ
め
に

害
賠
償
責
任
論
で
は
、
診
療
上
の
過
失
と
死
亡
と
の
聞
に
因
果
関
係
が
存

在
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
適
切
な
治
療
を
行
っ
て
も
早
晩
そ
の

死
が
確
実
に
訪
れ
た
と
い
え
る
と
き
に
は
、
こ
の
因
果
関
係
は
な
い
と
し

て
医
師
に
は
そ
の
賠
償
責
任
を
問
え
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

癌
治
療
の
事
案
で
は
な
い
が
、
医
療
過
誤
事
例
に
お
け
る
医
師
の
過
失

北法49(6・27)1185 

癌
な
ど
の
病
で
、
ほ
ぼ
そ
の
死
が
確
実
と
み
ら
れ
て
い
た
患
者
の
診
療

過
程
に
お
い
て
医
師
が
過
失
を
お
か
し
て
い
た
場
合
、
医
師
は
ど
の
よ
う

な
法
的
責
任
を
負
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の
判
例
・
通
説
に
お
け
る
損



研究ノート

と
患
者
の
死
亡
と
の
問
の
因
果
関
係
立
証
の
困
難
性
を
克
服
し
よ
う
と
、

福
岡
地
判
昭
和
五
二
年
三
月
二
九
日
判
例
時
報
八
六
七
号
九
O
頁
は
、
患

者
の
「
期
待
権
」
な
る
概
念
を
登
場
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
人
工
妊
娠
中

絶
後
の
原
因
不
明
死
の
事
案
に
お
い
て
医
師
の
過
失
と
患
者
の
死
亡
と
の

問
に
因
果
関
係
を
積
極
的
に
認
定
し
え
な
い
場
合
で
も
、
右
の
過
失
が
な

け
れ
ば
死
の
結
果
を
避
け
得
た
と
い
う
蓋
然
性
が
あ
る
と
き
は
、
患
者
の

「
期
待
権
」
の
侵
害
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
慰
謝
料
を
請
求
し
う
る
余
地

が
あ
る
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
(
以
下
で
は
、
「
期
待
権
」
判
決
と
略
称

す
る
)
。
こ
の
「
期
待
権
」
判
決
に
対
し
て
、
学
説
は
、
賛
否
相
半
ば
し
、

共
通
の
理
解
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
医
師
の
診
療
上
の
注
意
義
務

違
反
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
、
結
果
発
生
と
の
間
に
因
果
関
係
が
認
め

ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
医
師
の
責
任
を
全
く
不
問
に
し
て
よ
い
と
す

(l) 

る
学
説
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ど
ん
な
病
を
患
っ
て
い
よ
う
と
も
、
患
者
が
、
医
師
に
対
し
て
、
自
分

の
疾
病
に
つ
い
て
現
代
の
医
療
水
準
に
あ
る
医
学
的
知
識
・
技
術
を
駆
使

し
て
診
療
に
従
事
し
て
く
れ
る
も
の
と
い
う
期
待
を
抱
く
こ
と
は
至
極
、

当
然
だ
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
不
治
の
病
に
よ
る
死
で
あ
っ
た
、
原
因
が

不
明
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
か
ら
、
治
療
上
の
過
失
が
あ
っ
て
も
医
師
に

は
責
任
が
生
じ
な
い
と
す
る
こ
と
に
は
、
釈
然
と
し
な
い
も
の
が
あ
る
。

右
「
期
待
権
」
判
決
は
、
従
来
の
損
害
賠
償
法
で
は
賠
償
の
余
地
が
な
い

こ
の
種
の
事
案
に
お
い
て
「
期
待
権
」
を
被
侵
害
利
益
と
捉
え
て
、
そ
の

侵
害
を
慰
謝
料
に
よ
っ
て
賠
償
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き

よ
う
。
し
か
し
、
「
期
待
権
」
侵
害
に
起
因
す
る
精
神
的
損
害
と
し
て
概

括
的
・
抽
象
的
に
捉
え
た
上
で
の
慰
謝
料
に
よ
る
賠
償
よ
り
外
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
で
は
、
賠
償
額
が
低
く
抑
え
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に

「
心
身
の
安
泰
を
得
る
」
と
い
う
患
者
の
法
益
が
軽
ん
じ
ら
れ
る
畏
れ
が

あ
る
こ
と
等
を
考
え
る
と
、
患
者
救
済
と
し
て
は
不
十
分
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
米
国
に
お
い
て
も
、
「
期
待
権
」
を
め
ぐ
る
こ
の
種
の
問

題
が
、
患
者
が
生
存
率
の
低
い
疾
病
を
患
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
既
存

(
2
)
 

状
況
(
司
『
刊
刊
と
∞

5
m
g
E
E
Oロ
)
が
関
わ
る
医
療
過
誤
事
案
に
お
い
て
論

議
さ
れ
て
い
る
。
原
告
の
最
終
的
な
損
害
が
、
既
存
状
況
よ
り
も
被
告
の

過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
い
う
こ
と
を
伝
統
的
な
因
果
関
係
基
準

(
B中
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ぉ
'zrqE【
ESB口
C
同
)
に
よ
っ
て
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、

た
と
え
被
告
の
過
失
に
よ
っ
て
原
告
の
生
存
の
チ
ャ
ン
ス
が
奪
わ
れ
た
と

し
て
も
、
そ
の
因
果
関
係
の
立
証
が
難
し
く
原
告
は
不
利
益
を
被
っ
て
し

ま
う
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
患
者
の
救
済
を
志
向
し
て
、

(3) 

「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
(
目
。
訴
え

n
Z
8
8
)
」
理
論
が
議
論
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
」
理
論
と
は
、
医
療
過
誤
が
な
け
れ
ば
当
該
患
者

が
よ
り
良
い
結
果
を
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
チ
ャ
ン
ス
は
確
実
で
な
く
て
も
、



米国における「チャンスの喪失 (LOSSOF CHANCE) J理論(1)

医
師
の
過
失
が
、
患
者
か
ら
そ
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
を
奪
っ
た
と
い
う
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
、
医
師
の
過
失
が
、
患
者
の
損
害
の
一
因

(
主
原
因
)
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
患
者
側
は
ど
の
よ
う
に
立
証
す
べ
き
か

(
4
)
 

と
い
う
患
者
サ
イ
ド
の
理
論
で
あ
る
。

本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
裁
判
例
お
よ
び
学
説
を
通
し
て
、
こ
の

種
の
事
案
が
如
何
に
解
決
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
方
法
論
の
整
理
・
分
析

を
お
こ
な
い
、
そ
れ
ら
を
考
察
・
検
討
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
わ
が
国
の

「
期
待
権
」
を
め
ぐ
る
事
案
の
問
題
処
理
に
何
ら
か
の
示
唆
が
得
ら
れ
な

い
か
を
模
索
す
る
。

十
十
ム

(
l
)
学
説
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
楼
井
節
夫
「
判
例
批
評
」

判
例
時
報
八
八
三
号
一
三
七
頁
(
一
九
七
三
)
、
稲
垣
喬
『
医
事

訴
訟
と
医
師
の
責
任
』
二
二
七
頁
(
有
斐
閣
、
一
九
八
二
、
新

美
育
文
「
癌
患
者
の
死
亡
と
医
師
の
責
任
l

『
期
待
権
侵
害
』
理

論
の
検
討
|
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
八
七
号
七
八
頁
(
一
九
八
三
)
、

饗
庭
忠
男
「
医
療
事
故
の
焦
点
』
七
八
頁
(
日
本
医
事
新
報
社
、

一
九
八
七
)
、
石
川
寛
俊
「
治
療
機
会
の
喪
失
に
よ
る
損
害
i
期

待
権
侵
害
論
再
考
|
」
自
由
と
正
義
三
九
巻
一
一
号
二
七
頁
(
一

九
八
八
)
、
渡
漫
了
造
「
過
失
あ
る
も
因
果
関
係
が
な
い
場
合
の

慰
謝
料
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
八
六
号
六
九
頁
(
一
九
八
九
)
、
古

瀬
駿
介
「
損
害
の
発
生
川
」
裁
判
実
務
大
系
口
医
療
過
誤
訴
訟
法

三
一

O
頁
(
青
林
書
院
、
一
九
九
O
)
、
山
寄
進
一
，
診
療
債
務
の

不
履
行
と
死
亡
と
の
因
果
関
係
が
肯
定
さ
れ
な
い
場
合
の
損
害
の

成
否
」
ジ
ユ
リ
ス
ト
九
四
九
号
一
二
五
頁
ご
九
九
O
)
0
「
期
待

権
」
を
め
ぐ
る
裁
判
例
を
整
理
・
分
析
す
る
も
の
と
し
て
、
吉
田

信
一
「
致
命
的
疾
患
に
擢
患
し
て
い
た
患
者
が
医
師
の
義
務
違
反

に
よ
り
被
っ
た
損
害
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
第
六
巻
=
了
四
号
一

三
七
頁
(
一
九
九
二
)
等
。

(
2
)
被
告
医
師
の
診
療
を
受
け
る
以
前
か
ら
既
に
原
告
に
存
在
し
て

い
た
疾
病
や
身
体
的
状
況
を
い
う
。

(
3
)
「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
(
ぢ
虫
色

nFgnm)
」
と
い
う
場
合
の
チ
ヤ

ン
ス
は
、
事
案
や
状
況
に
応
じ
て
、
機
会
、
ま
た
は
可
能
性
の
意

味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

(
4
)
と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
同
種
の
事
案
を
扱
い
、
判

例
上
、
「
機
会
の
喪
失
」
自
体
を
確
実
な
損
害
と
捉
え
る
「
機
会

の
喪
失
」
(
宮
号

q
z
E
m
n
z
=互
理
論
が
存
在
す
る
こ
と
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
(
津
野
和
博
「
機
会
の
喪
失
理
論
に
つ
い
て
(
一

)

1

(
四
・
完
)
」
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
研
論
集
第
七
七
号
九
九
頁
、

同
七
八
号
九
五
頁
、
同
人
O
口
万
八
七
頁
、
同
八
一
号
一
六
三
頁

(
一
九
九
六
1
九
七
)
、
高
畑
順
子
「
「
損
害
』
概
念
の
新
た
な
一

視
点

l
言
語
q
z
R
n
z
g
n
m
論
が
提
起
す
る
問
題
を
通
し
て
l
」

法
と
政
治
三
五
巻
四
号
六
四
一
頁
(
一
九
八
四
)

)

0

紹
介
論
文
か

ら
右
理
論
の
論
理
構
成
の
大
筋
を
把
む
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

北法49(6・29)1187 
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そ
れ
は
、
被
害
者
が
欲
し
て
い
た
最
終
的
な
結
論
(
利
益
)
で
は

な
く
、
そ
の
よ
う
な
最
終
的
な
結
論
(
利
益
)
を
得
る
「
機
会
の

喪
失
(
言
語
【
E
5
n
z
g
B
)
」
自
体
を
損
害
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
確
実
な
損
害
(
匂

3
E
F
a
n
s
gロ
)
」
が
あ
る
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
期
待
さ
れ
て
い
た
最
終
的
な
結
論
に
関
す
る

全
額
の
賠
償
は
認
め
ら
れ
ず
、
二
疋
の
減
額
さ
れ
た
額
の
賠
償
が

認
め
ら
れ
る
。
こ
の
「
機
会
の
喪
失
」
理
論
は
、
非
常
に
広
い
分

野
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
分
野
と
し
て
は
、
競
馬
に
関
す
る
事
案
、

弁
護
士
ま
た
は
代
訴
人
の
フ
ォ

l
ト
に
よ
っ
て
勝
訴
す
る
機
会
を

喪
失
し
た
事
案
、
医
療
事
件
に
お
け
る
患
者
の
延
命
ま
た
は
治
癒

の
機
会
の
喪
失
事
案
等
が
あ
る
。
特
に
医
療
に
お
い
て
は
未
知
の

事
項
が
多
く
、
患
者
の
個
体
と
し
て
の
特
性
も
存
在
す
る
の
で
、

医
師
の
フ
ォ

l
ト
が
な
か
っ
た
場
合
に
、
患
者
が
延
命
ま
た
は
治

癒
し
た
か
ど
う
か
が
確
実
で
な
い
た
め
に
、
機
会
の
喪
失
が
問
題

と
な
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
「
利
益
を
得
る
機
会
」
を
喪
失
す

る
と
い
う
他
の
事
案
と
異
な
り
、
「
損
失
を
避
け
る
機
会
」
の
喪

失
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
で
は
、
判
例
上
確

立
さ
れ
て
き
た
機
会
の
喪
失
理
論
に
つ
い
て
、
一
般
論
と
し
て
異

議
を
唱
え
る
も
の
は
全
く
存
在
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

-
音
ナ

「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失

(
F
O
∞∞
O
明

an--〉Z
Q凶
)
」

理
論

北法49(6・30)1188 

米
国
に
お
け
る
医
療
過
誤
訴
訟
に
つ
い
て

付
そ
の
概
要

「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
」
理
論
を
考
察
・
検
討
す
る
上
で
必
要
な
限
り
に

お
い
て
、
米
国
に
お
け
る
医
療
過
誤
訴
訟
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

川
医
療
過
誤
訴
訟
は
、
患
者
の
診
療
に
当
た
っ
た
医
師
の

5
包
釘

2
2
に

起
因
す
る
損
害
に
対
し
て
提
起
さ
れ
る
民
事
上
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
身
体
へ
の
加
害
、
特
に
医
師
の
不
当
治

療
(
呂
田
f
g
E
g
)
に
対
す
る
訴
訟
に
お
い
て
は
、
訴
訟
の
基
礎
(
加
国
民
)

な
い
し
主
旨

(
m
g
g
g
g
)
は
、
呂
町
B
E
E
n円
お
よ
び
五

z
q
で
あ
り
、

(
l
)
 

本
質
的
に
不
法
行
為
訴
訟
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

今
日
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
分
野
の
人
身
損
害
事
案
が
不
法
行
為
法
理
論

に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
た
め
に
、
医
療
過
誤
は
、
契
約
違
反

(
2
)
 

よ
り
も
不
法
行
為
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
裁
判
所
は
、
当
事
者
間
に
明

示
的
な
書
面
上
の
、
ま
た
は
口
頭
の
約
定
が
あ
る
場
合
は
、
損
害
賠
償
債

務
の
契
約
に
よ
る
解
決
を
一
般
に
認
め
る
よ
う
で
あ
る
が
、
治
療
を
請
け

合
う
と
い
う
よ
う
な
保
証
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
を
契
約
上
の
適
正

な
請
求
原
因
と
は
捉
え
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
多
数
の
州
は
、
黙
示
的
契
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約
を
根
拠
に
医
療
過
誤
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
な
い
し
、
州

に
よ
っ
て
は
、
医
療
過
誤
訴
訟
は
、
す
べ
て
、
契
約
違
反
よ
り
も
不
法
行

(
3
)
 

為
で
提
起
す
る
よ
う
に
要
求
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
近
年
、
不
法
行
為
的
解
決
が
も
た
ら
す

医
師
の
責
任
の
厳
格
化
や
、
損
害
賠
償
額
の
高
額
化
と
い
っ
た
諸
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
私
的
自
治
を
強
調
し
て
の
契
約
的
解
決
を
求
め
る
契

(4) 

約
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

凶
訴
訟
に
お
け
る
原
告
側
の
主
張
・
立
証
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
ま
ず
、

事
実
審
裁
判
所
は
、
原
告
の
主
張
事
実
を
認
め
て
、
そ
の
判
断
を
陪
審
に

付
す
に
十
分
な
証
拠
が
原
告
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
審
理

(5) 

す
る
。
そ
こ
で
、
原
告
は
、
次
の
四
要
素
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
①
被
告
が
原
告
に
対
し
て
法
的
義
務
を
負
う
こ
と
、
②

被
告
が
そ
の
義
務
に
違
反
し
た
こ
と
、
③
被
告
の
過
失
が
原
告
に
法
益
侵

害

(
E巳
巴
ミ
)
を
与
え
た
こ
と

(
n
g
E
5
5、
④
そ
の
結
果
と
し
て
原
告

(6) 

に
論
証
可
能
な
法
益
侵
害
が
生
じ
た
こ
と
、
で
あ
る
。

医
療
過
誤
訴
訟
に
お
い
て
最
も
議
論
の
多
い
と
こ
ろ
は
、
右
③
の
、
被
(7) 

告
の
過
失
と
原
告
が
法
益
侵
害
を
受
け
た
こ
と
と
の
聞
の
法
的
因
果
関
係

の
立
証
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
特
に
、
そ
の
立
証
が
難
し
い
の
は
次
の

二
つ
で
あ
る
。
一
つ
は
、
患
者
側
、
が
、
医
師
の
治
療
上
の
行
為
に
よ
っ
て

一
定
の
結
果
を
被
っ
た
と
し
て
当
該
結
果
か
ら
生
じ
る
損
害
を
訴
え
る
の

で
は
な
く
て
、
医
師
の
治
療
上
の
不
作
為
、
つ
ま
り
診
断
の
遅
れ
や
適
切

な
治
療
を
し
な
か
っ
た
こ
と
を
問
題
に
す
る
場
合
で
あ
る
。
今
一
つ
は
、

治
療
上
の
過
失
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
結
果
、
が
、
そ
の
患
者
の
治

療
を
受
け
る
以
前
の
身
体
的
状
況
か
ら
通
常
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

(8) 

る
場
合
で
あ
る
。

ま
た
、
医
療
過
誤
訴
訟
に
お
い
て
は
、
因
果
関
係
は
、
殆
ど
常
に
事
実

に
関
す
る
問
題
で
あ
っ
て
、
専
門
家
証
人
の
証
拠
に
よ
る
支
持
が
必
要
と

(9) 

さ
れ
、
一
般
に
、
専
門
家
は
因
果
関
係
の
有
無
に
つ
い
て
、
「
合
理
的
な

医
学
的
確
実
性
」

(
B
E
Sち
ぽ

E
E
-
g
-
2
3包
口
々
)
を
も
っ
て
証
言
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
専
門
家
が
、
適
切
な
治
療

に
よ
っ
て
好
ま
し
い
結
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
ま
で
は
い

え
な
い
(
庁
担
任

g
gコ
旨
)
と
す
る
場
合
、
裁
判
所
は
、
原
告
の
請
求

を
認
め
る
に
十
分
な
因
果
関
係
が
立
証
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
判
断
し
な

(m) 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω因
果
関
係
基
準

ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
医
療
過
誤
事
例
に
お
い
て
患
者
が
主
張
す
る

チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
き
た
の
か
。
そ
の
関
り
を
理
解

(
日
)

す
る
に
は
、
因
果
関
係
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
医
療
過
誤
訴
訟
に
お
い
て
従
来
よ
り
採
用
さ
れ
て
き
た
因
果
関
係

北法49(6・31)1189 
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基
準

(
E
E
5
=色
n
g
g
z
S
E
E
R
S
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

三
つ
の
因
果
関
係
基
準

川
「
合
理
的
な
医
学
的
確
実
性
」

(
B
g
gち
ぽ

s
a
E一円
相

E
5
q
)
基
準

最
も
古
く
、
最
も
厳
格
な
因
果
関
係
基
準
で
あ
り
、
原
告
は
、
自
分
自

身
の
最
終
的
な
損
害
は
被
告
の
過
失
に
よ
る
と
い
う
こ
と
を
「
合
理
的
な

医
学
的
確
実
性
」
を
も
っ
て
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
合
理
的
な

(ロ)

医
学
的
確
実
性
」
の
定
義
づ
け
は
、
州
(
法
域
)
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

全
て
の
裁
判
所
は
、
医
学
専
門
家
に
よ
る
証
明
基
準
に
達
し
て
い
る
と
い

う
立
証
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
要
求
さ
れ
る
蓋
然
性

(℃

S
E
E
-
q
)
の
範
囲
は
、
過
失
が
な
け
れ
ば
回
復
す
る
で
あ
ろ
う
チ
ヤ

(日
)

(

H

H

)

ン
ス
が
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
九
O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
。
チ
ャ
ン

ス
が
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
九
O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
い
う
よ
う
に
適
用

範
囲
が
広
い
た
め
に
、
明
確
さ
に
欠
け
、
予
測
が
難
し
い
と
い
う
批
判
が

あ
る
。
加
え
て
、
医
学
専
門
家
が
、
こ
の
基
準
を
正
当
に
適
用
で
き
る
か

に
つ
い
て
は
か
な
り
の
疑
問
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
基
準
を
適
用
し
て

原
告
へ
の
賠
償
を
否
定
す
る
と
、
過
誤
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
回
復
の
可
能

性
が
高
か
っ
た
(
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
九
O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
)
患
者

に
全
面
的
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

原
告
に
不
公
平
な
犠
牲
を
負
わ
す
こ
と
、
専
門
家
や
陪
審
側
に
混
乱
が

あ
る
こ
と
等
か
ら
、
こ
の
因
果
関
係
基
準
は
採
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て

(
日
)
い
る
。ω「
相
当
の
蓋
然
性
」
(
『

g8Eσ
庁

司

S
E
E
-
qゆ
O
円

5084耳目々
I
5
2
・

北法49(6・32)1190 

ロ
♀
)
基
準

多
数
の
法
域
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
基
準
で
あ
り
、
医
師
の
過
誤

が
な
け
れ
ば
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
身
体
的
回
復
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
と
の
立
証
を
要
求
す
る
。
表
面
的
に
は
、
誤
判
の
リ
ス
ク
を

公
平
に
分
配
し
、
学
界
で
も
「
お
お
よ
そ
の
公
正
さ
」
(
『
O
E
m
g
吉
田
巴

8)

を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
一
応
評
価
さ
れ
、
大
多
数
の
法
域
で
採
用
さ
れ

(
凶
)

て
き
た
。

代
表
的
な
適
用
裁
判
例
と
し
て
は
、

9
0旬開門〈・凶仲間門
o
a
c

問。F
E々
。叫

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
白
押
ニ

=n・
5

。FHo
g
-
足
立
M
-
M斗
M

Z
・
開
・
匡
ヨ
(
号
三
)
が
あ
る
o

A
は
交
通
事
故
に
遭
遇
し
地
方
病
院
の
救
急
室
に
搬
入
さ
れ
た
が
、
担
当

医
師
が
、
検
査
を
十
分
に
し
な
か
っ
た
た
め
に
家
に
帰
さ
れ
て
、
翌
日
早

朝
、
頭
蓋
底
骨
折
で
死
亡
し
た
事
案
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
「
相
当
の
蓋

然
性
」
基
準
を
適
用
し
た
上
で
、
原
告
は
、
被
告
の
過
失
が
な
け
れ
ば
相

当
の
蓋
然
性
で

A
が
生
存
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
立
証
し
て
い
な
い
、
と

し
て
被
告
勝
訴
の
指
示
評
決
を
し
た
。

こ
の
基
準
に
よ
る
と
、
過
失
が
な
い
場
合
の
回
復
の
可
能
性
が
五

O
パ
ー

セ
ン
ト
以
下
の
事
案
で
は
、
原
告
は
賠
償
を
一
切
否
定
さ
れ
、
そ
れ
が
五
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一
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
事
例
で
は
、
被
告
は
完
全
な
賠
償
責
任
を
負
わ
さ

れ
る
。
ま
た
、
こ
の
基
準
に
よ
る
判
決
は
、
生
存
の
可
能
性
が
五
O
パ
ー

セ
ン
ト
以
下
の
患
者
の
医
療
に
つ
い
て
は
医
師
は
責
任
を
負
わ
な
い
、
と

い
う
好
ま
し
く
な
い
結
果
を
生
み
だ
す
こ
と
に
な
ろ
う
と
い
う
批
判
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
基
準
に
よ
る
と
、
致
命
的
疾
患
や
瀕
死
の
状
況
に
あ

る
患
者
の
診
断
・
治
療
の
実
際
に
お
い
て
、
不
法
行
為
法
上
の
責
任
負
担

と
い
う
リ
ス
ク
が
、
適
切
な
医
療
の
実
践
を
促
す
動
機
づ
け
的
役
割
を
果

(
げ
)

た
さ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

同
「
実
質
的
な
可
能
性
」
(
出
与
田
Z
E
E
-
吉田町
F
E
ξ
2
2
g
S
E
E
-
E
2
2
)

基
準

(
M
M
)
 

現
在
、
こ
の
基
準
は
少
数
見
解
で
あ
り
、
「
合
理
的
な
医
学
的
確
実
性
」

(
川
口
)

基
準
の
対
極
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
起
源
は
「
救

(
初
)

助
の
法
理
」
(
呂
田

nsenE口
町
)
(
後
述
)
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
医
師
の

過
失
行
為
ま
た
は
不
作
為
が
、
患
者
の
生
存
の
「
実
質
的
な
可
能
性
」

(
幻
)

(日ロヴ出向島ロ
E
J
C
訟
を

zg
を
奪
っ
た
と
い
う
証
拠
が
あ
る
場
合
、
裁
判

所
は
、
陪
審
に
、
医
師
の
過
失
が
主
原
因
で
あ
る
と
の
決
定
を
促
す
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
三
つ
の
基
準
の
な
か
で
は
、
最
近
の
、
そ
し
て
最
も
緩

(
幻
)

い
基
準
で
あ
り
、
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
も
少
な
い
生
存
ま
た
は
回
復
の

チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
を
主
張
す
る
原
告
の
救
済
を
可
能
に
し
て
い
る
。

当
基
準
を
適
用
し
た
裁
判
例
に
は
、
剛
ハ
白

=gzqa
判
決
、
出
血
ヨ
ロ
判
決
、

z
o
z
r
2
5
判
決
(
以
上
、
本
章
三
掲
載

{
7
】
【
日
}
【
日
】
裁
判
例
)

等
が
あ
る
。
例
え
ば
、
開
色

g
z
a判
決
は
、
三
日
間
の
治
療
の
遅
れ
に

よ
っ
て
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
生
存
の
可
能
性
が
奪
わ
れ
た
と
い
う
原
告
の

訴
え
に
対
し
て
、
こ
の
「
実
質
的
な
可
能
性
」
基
準
を
適
用
し
、
死
亡
に

よ
っ
て
生
じ
た
全
損
害
の
賠
償
を
認
め
て
い
る
(
本
章
三
付
1
参
照
)
。

2

考
察

川
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
基
準
を
採
用
す
る
と
、
必
要
基
準
に
達
し
て
い
れ
ば

全
額
の
損
害
賠
償
を
認
め
、
そ
の
基
準
に
達
し
て
い
な
け
れ
ば
一
切
の
損

(
幻
)

害
賠
償
を
否
定
す
る
か
ら
、
巴

-Z『
=c圭
ロ
聞
の
損
害
賠
償
に
な
る
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
色
E
C『

a
g
E括
処
理
に
は
仮
説
的
事
実
が
含

ま
れ
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
ず
、
訴
訟
に
よ
っ
て
は
、
敗
訴
し
た
側
に
完
全

な
誤
判
の
リ
ス
ク
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
「
誤
判
の
リ
ス
ク
」
と
は
、

陪
審
が
、
原
告
の
権
利
侵
害
(
互
巴
ミ
)
の
原
因
に
つ
い
て
誤
っ
た
結
論

(
M
A
)
 

に
達
す
る
蓋
然
性
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
被
告
の
過
失
が
な
け
れ
ば
、
原

告
に
は
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
回
復
可
能
性
が
あ
っ
た
と
い
え
る
場
合
、
当

該
原
告
の
全
損
害
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
被
告
の
過
失
に
よ
ら
な
い
原

告
白
身
の
既
存
状
況
よ
り
生
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
陪
審
が

原
告
勝
訴
に
し
た
四
つ
の
ケ

l
ス
の
う
ち
一
つ
に
お
い
て
、
陪
審
は
、
原

告
が
受
け
た
権
利
侵
害
の
一

O

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
損
害
賠
償
を
被
告
に
命

北法49(6・33)1191 
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(
お
)

じ
る
と
い
う
誤
り
を
お
か
し
て
い
る
と
い
え
る
。
被
告
の
過
失
が
、
原
告

の
四
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
回
復
可
能
性
を
奪
っ
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
、

「
実
質
的
な
可
能
性
」
基
準
で
因
果
関
係
が
肯
定
さ
れ
る
と
、
被
告
は
、

一
O
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
損
害
賠
償
責
任
を
課
さ
れ
、
六

O
パ
ー
セ
ン
ト
の

(
お
)

「
誤
判
の
リ
ス
ク
」
を
被
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
こ
で
、
島
ゐ
円

15寄
居
間
ア
プ
ロ
ー
チ
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る

様
々
な
見
解
に
触
れ
て
み
る
。
ま
ず
、
色
占

?
g
E口
同
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

権
利
を
侵
害
さ
れ
た
原
告
に
、
あ
ま
り
に
も
厳
し
く
不
公
平
な
結
果
を
押

(
幻
)

し
つ
け
る
と
の
批
判
が
あ
る
。
ま
た
、
以
下
の
よ
う
な
点
か
ら
否
定
的
に

(
お
)

解
す
る
も
の
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
専
断
的
で
あ
る

と
い
う
こ
と
、
二
つ
目
は
、
侵
害
行
為
が
引
き
起
こ
し
た
損
害
に
つ
い
て
、

そ
の
権
利
回
復
を
否
定
す
れ
ば
、
不
法
行
為
法
上
の
抑
止
目
的
を
蔑
ろ
に

し
て
し
ま
う
こ
と
、
三
つ
目
は
、
当
ア
プ
ロ
ー
チ
が
持
つ
本
質
的
な
厳
格

さ
を
緩
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
、
因
果
関
係
や
損
害
賠
償
に
関
る
他

規
則
を
歪
め
た
り
変
更
し
た
り
し
て
、
結
果
的
に
は
裁
判
所
を
規
制
す
る

こ
と
に
な
る
と
い
う
点
、
四
つ
目
は
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
被
告
の
不

法
行
為
的
行
為
が
生
み
出
し
た
不
確
実
性
に
よ
る
利
益
を
、
被
告
白
身
に

享
受
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
等
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
巴
占

?
gま
蒜

ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
法
行
為
的
構
成
に
入
り
込
む
と
、
た
と
え
も
し
、
義
務
、

違
反
、
因
果
関
係
の
要
素
が
十
分
に
証
明
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
蓋
然

(
ぬ
)

性
に
比
例
し
た
損
害
賠
償
額
の
算
定
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
、

北法49(6・34)1192 

と
す
る
も
の
も
あ
る
。

次
に
、
こ
の
「
実
質
的
な
可
能
性
」
基
準
の
不
確
実
性
と
専
断
性
は
、

原
告
側
に
、
た
な
ぼ
た
の
賠
償
金
を
期
待
さ
せ
、
安
定
よ
り
も
む
し
ろ
提

(
別
)

訴
の
引
き
金
と
な
っ
て
、
コ
ス
ト
増
加
の
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
不
公
正
を
是
正
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て

陪
審
に
よ
る
損
害
賠
償
額
の
調
整
が
考
え
ら
れ
る
が
、
陪
審
へ
の
一
任
は

(
訂
)

無
理
で
あ
り
、
や
は
り
法
律
に
よ
る
特
別
な
指
導
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。

凶
医
療
過
誤
に
よ
る
被
害
者
が
、
「
合
理
的
な
医
学
的
確
実
性
」
基
準
、

又
は
「
相
当
の
蓋
然
性
」
基
準
に
よ
る
立
証
責
任
を
負
わ
せ
ら
れ
る
と
、

損
害
の
主
原
因
は
、
医
師
の
過
失
で
あ
る
と
の
立
証
は
困
難
を
極
め
る
で

(

認

)

(

お

)

あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一

点
は
、
医
学
専
門
家
が
、
合
理
的
な
医
学
的
確
実
性
を
も
っ
て
、
も
し
患

者
が
適
切
な
治
療
を
受
け
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
患
者
は
た
ぶ
ん
(
五
一

パ
ー
セ
ン
ト
の
可
能
性
よ
り
も
多
く
)
生
存
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う

証
言
を
し
た
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
第
二
点
は
、
医
学
専
門
家
は
、
患

者
の
状
況
や
病
気
自
体
に
潜
在
す
る
死
す
べ
き
運
命
と
い
っ
た
も
の
に
よ
っ

て
、
患
者
の
生
存
の
チ
ャ
ン
ス
は
、
適
切
な
治
療
を
受
け
た
に
せ
よ
本
来

一
O
O
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
も
少
な
く
、
被
告
の
過
失
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
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生
存
の
チ
ャ
ン
ス
は
、
当
初
か
ら
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
も
少
な
か
っ
た

と
主
張
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。
第
三
点
は
、
事
実
認
定
者

(
陪
審
)
は
、
適
切
な
治
療
に
よ
っ
て
、
た
ぶ
ん
死
亡
や
障
害
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
原
告
側
専
門
家
の
証
言
を
矩
絶
す
る
こ

と
も
で
き
る
し
、
ま
た
同
時
に
、
被
告
の
過
失
が
原
告
の
回
復
の
チ
ャ
ン

ス
を
奪
っ
た
と
い
う
他
の
証
言
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
こ

と
。
第
四
点
は
、
医
学
的
・
科
学
的
不
確
実
性
の
た
め
に
、
い
か
な
る
専

門
家
も
、
当
該
治
療
法
が
お
そ
ら
く
患
者
の
健
康
を
回
復
さ
せ
た
で
あ
ろ

(M) 

う
と
は
証
言
で
き
な
い
こ
と
、
等
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
患
者
側
の
因
果
関
係
立
証
の
困
難
性

を
克
服
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
生
存
の
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
に
よ
っ
て

被
っ
た
損
害
の
賠
償
請
求
を
認
め
よ
う
と
す
る
「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
」
理

論
が
唱
え
ら
れ
た
。
患
者
の
生
存
の
チ
ャ
ン
ス
を
奪
っ
た
、
ま
た
は
減
少

さ
せ
た
医
師
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
肯
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
以
下
で
は
節
を
変
え
、
「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
」
理
論
の
総
体
に
つ
い

て
、
学
説
、
判
例
等
を
通
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

キ土

(
1
)
上
野
芳
昭
「
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
契
約
違
反
と
不
法
行
為
と

の
関
係
に
つ
い
て
」
山
形
大
学
紀
要
(
社
会
科
学
)
第
一
一
巻
第

一
号
二
九
頁
(
一
九
七
九
)

0

(
2
)
司

∞

〉

ε
F
玄
注
目

nE-F白
血
-
官
民
民

a
g
a
-
d
m
g
=
E
n
2
0
2

∞。

E
E
H・u〉
h
柏
市
W

戸
hw
垣
白
百
円
目
。
。
ロ

8
5唱。
g
q
同》『。豆町

g
r
切
目
当
百
個
}
唱
∞
少

邑
N

は
、
ほ
と
ん
ど
の
分
野
で
の
人
身
損
害
賠
償
が
不
法
行
為
的

構
成
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

要
約
し
て
い
る
。
第
一
に
、
人
身
損
害
は
、
法
的
問
題
と
し
て
総

体
的
に
捉
え
ら
れ
る
べ
き
明
確
な
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
構
成
す

る
と
い
う
意
識
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
患
者
が
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
費
用
を
負
担
し
た
か
否
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
然
に
受
け
ら
れ
る
(
資
格
が
あ
る
)
ケ
ア
の
基
準
に
差

を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
が
広
ま
っ
て
き
て
い
る
こ

と
、
第
三
に
、
患
者
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
受
給
資
格
の
根
拠
づ
け
と

し
て
契
約
を
持
ち
出
す
と
、
支
払
わ
な
い
患
者
、
例
え
ば
乳
児
、

子
供
、
未
成
年
者
、
精
神
的
無
能
力
者
等
に
面
倒
な
問
題
が
生
じ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
確
実
に
増
え
て
い
る
こ
と
、
第

四
に
、
色
々
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
は
、
患
者
と
直
接
の
契
約

関
係
に
な
い
手
段
や
当
事
者
等
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
も
の

が
あ
る
た
め
に
、
患
者
と
医
師
の
関
係
を
契
約
と
し
て
扱
う
こ
と

か
ら
生
じ
る
で
あ
ろ
う
不
都
合
を
避
け
る
た
め
に
不
法
行
為
的
構

成
は
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
等
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

医
師
と
患
者
の
権
利
と
責
任
は
、
不
法
行
為
的
に
判
断
さ
れ
る

こ
と
が
明
確
な
趨
勢
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
判
決
例
と
し
て
、

回
向
=
何

2
・∞

nz-m吉
弘
司

P
N♀
-
M
M
}
(
内

CE-]唱
∞
品
)
が
あ
る
。

北法49(6・35)1193 
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(
3
)
2
2
P
回
二
位
ロ
c
g
主・

(
4
)
こ
の
よ
う
な
事
情
に
つ
い
て
は
、
藤
岡
康
宏
「
契
約
と
不
法
行

為
の
協
働
一
民
事
責
任
の
基
礎
に
関
す
る
覚
書
医
療
過
誤
に
お

け
る
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
北
大
法
学
論
集
第
三
八
巻
第
五
l
六

合
併
号
九
二
頁
以
下
を
参
照
。

(
5
)
さ
ら
に
、

m
g包
や
民

=
8
5
8
己
に
よ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ

マ心。
例
証
拠
が
不
十
分
で
陪
審
に
付
す
べ
き
真
の
争
点
が
な
い
と
さ

れ
た
場
合
は
、
被
告
勝
訴
の
指
示
評
決
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
判
決
は
、
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
事
案
の
審
理
に
当
た
っ
て
多
く
の

事
実
審
裁
判
官
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
伝

統
的
な
因
果
関
係
の
ル

l
ル
の
も
と
で
は
、
被
告
の
行
為
と
、
主

張
さ
れ
て
い
る
損
害
と
の
聞
の
因
果
関
係
が
通
常
十
分
に
証
明
さ

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
裁
判
所
は
、
し
ば
し
ば
、
指

示
評
決
や
サ
マ
リ
ー
判
決
(
審
理
抜
き
の
判
決
)
に
よ
っ
て
被
告

勝
訴
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
(
イ
)
証
拠
が
十
分
な
場
合
は
、

陪
審
会
Z
E
R
O司
pa)
に
付
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
さ
ら
に
原

告
に
は
、
説
得
責
任
が
あ
り
、
被
告
の
過
失
が
原
告
の
損
害
の
主

原
因
(
司
8
と
B
a
m
g
z
お
)
で
あ
る
こ
と
を
、
証
拠
の
優
越
(
可
5
・

ち
E
n
gロ
円
相
。
『
同
町
内
開
三
烏
口
nm)
を
以
て
証
明
す
る
こ
と
を
要
求
さ

れ
る
。

(
6
)
間半。回目白『待相内白

2
2・
a
-主
自
由
・
被
告
が
原
告
に
対
し
て
負
、
つ
法

的
義
務
に
関
し
、
自
由

n
s
p
g
E
E
F臼
Ed足
場
見

ga--5白
色
町
民

E
F

ZRU〉
〉
ヨ

2
2ロ門川島田町宮。】内切由
2
m
p
h出
M

(

】
唱
∞
沼
)
は
、
次
の
よ
う

に
い
う
。
医
師
が
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
て
治
療
を
行
う
こ
と
を

約
し
、
そ
し
て
、
患
者
が
そ
の
治
療
に
対
し
て
報
酬
を
支
払
う
こ

と
を
約
束
し
た
時
に
、
両
当
事
者
聞
に
医
療
を
め
ぐ
る
医
師
・
患

者
関
係
が
成
立
す
る
。
医
師
・
患
者
関
係
の
存
在
が
医
師
に
対
す

る
医
療
過
誤
訴
訟
の
要
件
で
あ
る
。
ま
た
、

E-〉
玄
』

cm足
場
司

S'

丘町仲田口出咽印巴『
m
gロ
p

g色
。
円

F
R
Z
g
g
a
竺
凶
∞

(-3M)
も
同
旨
で

あ
る
。

(
7
)
司
8
回
目
白
『
侍
穴
2
S
F
宝
]
町
民
民
唱
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

過
失
不
法
行
為
の
請
求
原
因
に
関
す
る
他
の
本
質
的
な
争
点
と
同

様
に
、
因
果
関
係
の
有
無
に
つ
い
て
も
、
一
般
的
に
原
告
に
証
明

責
任
が
あ
る
。
原
告
は
、
被
告
の
行
為
が
そ
の
結
呆
の
事
実
上
の

原
因
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
そ
う
で
な
い
よ
り
も
よ
り
そ
う
ら

し
い
と
い
う
結
論
の
相
当
な
根
拠
と
な
り
得
る
証
拠
を
以
て
示
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
因
果
関
係
の
単
な
る
可
能
性

だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
争
点
事
実
が
全
く

の
推
量
や
憶
測
の
一
つ
に
止
ま
り
、
ま
た
、
そ
の
可
能
性
が
せ
い

ぜ
い
半
々
で
あ
る
場
合
は
、
裁
判
所
は
、
被
告
勝
訴
の
指
示
評
決

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

的

mm-MNC
〈刊号。ロ〈‘門
U
D
ロ口出刊
-B町民
f

M
凶
凶
穴
白
ロ
}
(
}
。
少
品
目
山
晶
司
-
M
仏
-
凶
-

(
苔
∞
品
)
(
「
因
果
関
係
の
単
な
る
可
能
性
で
は
、
原
告
の
証
拠

提
出
責
任
を
十
分
に
果
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、

原
告
の
事
案
が
陪
審
に
託
さ
れ
る
た
め
に
は
、
原
告
は
、
被
告
の

北法49(6・36)1194 



米国における「チャンスの喪失 (LOSSOF CHANCE) J理論(1)

行
為
が
損
害
を
引
き
起
こ
し
た
実
質
的
な
要
因
で
は
な
か
っ
た
と

い
う
よ
り
も
、
よ
り
そ
う
ら
し
か
っ
た
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
」
)
こ
の
よ
う
に

E
S
C
H
-
-
宮
qlHUg-E2・と

J
5
E
E包
P
号、
4

基
準
の
併
用
は
、
被
告
の
行
為
が
原
告
の
損

害
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
少
な
く
と
も
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

の
可
能
性
を
、
原
告
が
立
証
す
る
際
の
要
件
と
し
て
徐
々
に
発
展

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る

(
m
g
2加d
主
ニ
ま
)
0

(8)
切。岡山刷出場町民
A
H
M
H

・∞
n
p
u
品
〉
-
H
k

・
河
合
F
E
(
】市町市山斗)・

(
9
)
n
g
m
p
白ニ唱。・

(
叩
)
回
。
m明田・巳
A
R
N

】・

(
日
)
〉
ロ
色
白
f
a
A
W
叶∞・

(
ロ
)
∞
8
d
n
加J

∞0
0
8
〈
-
O
F
加
巳
タ

5
斗
冨
・
〉
問
者
-
M
品
会
∞
-
M
品
E
Z・開・

N
色
U
0
・
3
(
3
3
)
(医
師
が
合
理
的
な
程
度
の
医
学
的
確
実
性

を
も
っ
て
意
見
を
述
べ
る
よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、

医
師
が
言
及
す
る
そ
の
確
実
性
と
は
、
将
来
に
わ
た
る
状
況
が
確

か
に
存
在
す
る
、
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ

合
理
的
確
実
性
と
は
、
現
在
の
状
況
を
基
に
、
将
来
は
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
蓋
然
性
に
関
す
る
承
認
さ
れ
た

医
学
的
思
考
や
見
解
の
一
般
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て
述
べ

る
も
の
で
あ
る
)

(
日
)
回
目
p
m・
?
玄
何
百
B
g
d子
Ha
【
室
町
長
2
・
申
巧
m
H

田
町
・
〉
毛
・
∞

5
・
2
凶
吋

M
品凶
3
2
3
3
(患
者
が
損
害
賠
償
を
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、
医
学
的
専
門
家
に
よ
っ
て
推
量
の
域
を
越
え
た
、
あ
ら
ゆ

る
他
の
可
能
な
原
因
を
合
理
的
に
排
除
し
た
上
で
の
因
果
関
係
が

立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
)
・
そ
の
他
に
、
国

g
a
g
sロ〈・

玄
nn釦
H
E夕
刊
品
川
凶

-n
怠咽

NSω
・
開
邑
出
}
(
}
遣
。
)
等
が
あ
る
。

(
は
)
伺

-m-
∞2
3
5
〈
・
ぞ
巳
ロ
包
括
岨
凶
∞
凶
臼
・
翼
民
∞

S-
∞
ミ
(
玄
。

〉宅・

3
8
)
(因
果
関
係
の
九
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
蓋
然
性
で
は
、

「
相
当
の
医
学
的
確
実
さ
」
に
達
す
る
た
め
に
は
不
十
分
で
あ
る
)
・

2
3
m
g
g
f
包
台
。
・
一
方
、
法
律
過
誤
事
例
の
同
U
B
2
5
2
〈
-
E
E
P

凶∞-的。・

N
a
E
O
(目白
-
E
2
0・〉苫・
3
3
)
は
、
法
律
過
誤
の
場

合
、
原
告
は
、
弁
護
士
の
過
失
が
な
け
れ
ば
、
訴
訟
で
勝
訴
し
う

る
十
分
な
請
求
理
由
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
る
。

(
日
)
同
N
O
S
E
-
m
広
告
-
-

(
口
)
毘
己
品
、
ロ
・

(
凶
)
〉
ロ
品
目
f

氏
。
∞
N

(

川

以

)

閉

N
O
S
E
-
忠
告
M
-

(
却
)
〉
ロ

am--a甲山山
M-

(
幻
)
裁
判
所
は
、
め
っ
た
に

J
z
g
g
E白-z
と
は
何
か
に
つ
い
て
定

義
づ
け
を
し
な
い
が
、

m
g
E
5
5
2
ヱ8
8
E
)
え
叶
。
号
宝
己
主

(
3
5
3
は
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

72σ
間
窓
口
tmwマ
と
い
う
文
言

は
、
い
わ
ゆ
る
哲
学
的
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
常
に
責
任
と

い
う
意
味
合
い
を
伴
っ
た
常
識
的
な
文
言
を
用
い
な
が
ら
、
通
常

人
が
、
被
告
の
行
為
が
一
つ
の
原
因
で
あ
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
な
効
果
を
持
つ
・
:
事
実
を
表
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
:
・
」
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(辺
)
m
o
g
P
R
K
H
a申・

(
幻
)
古
口
問
岨
民
己
主
-

(

但

)

閉

N
O
S
E唱
町
民
品
、
可
(
}
・

(
お
)
自
己
加
d

白
押
己
苫
は
、
原
告
の
既
存
状
況
を
考
慮
せ
ず
に
、
原
告

の
全
損
害
に
対
し
て
の
責
任
を
被
告
に
負
わ
せ
る
こ
と
は
不
公
正

で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

(

お

)

閉

N
O
S
E
-
民
主
凶
・

(
幻
)
思
丘

Epas-主・

(
却
)
田
口
開

w
a
Eま
-E-

(
m
U
)

〉
ロ
岳
山

f
a唱
叫
∞

(
初
)
冨
---mp
包
出
品
・

(出

)
E
-
ま
た
、
回
F
8
5
2伺
m
F
2
手
は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

実
際
的
な
結
果
と
し
て
、
医
師
は
訴
訟
を
恐
れ
る
必
要
は
全
く
な

く
な
る
。
そ
し
て
、
過
誤
に
よ
り
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
疾
病
が
、

た
と
え
治
療
を
し
た
と
し
て
も
生
存
率
が
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り

も
少
な
い
疾
病
で
あ
る
限
り
、
特
に
過
誤
を
避
け
よ
う
と
関
心
を

払
う
必
要
が
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る
型
の
癌
は
回
復
の
チ
ャ

ン
ス
が
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
と
い
う
医
学
的
事
実
か
ら

す
れ
ば
、
医
師
は
決
し
て
過
誤
に
よ
る
責
任
を
負
わ
さ
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
。

(
幻
)
穴

gmw
白ニヨ
φ
斗∞-

(お

)
F
a
g
-
包
お
・

=oお
き
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
沈
黙
の
共
謀

(ng名
E
a
o町田ロ
2
8
)
」
と
い
う
一
言
葉
は
、
医
療
過
誤
訴
訟
に

お
い
て
、
医
師
た
ち
が
他
の
医
師
等
の
不
利
に
な
る
証
言
を
し
た

が
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
医
師
等
は
、
他
の
医
師
の
過
失
に

つ
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
主
原
因
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
も
証
言

を
し
た
が
ら
な
い
。
過
失
の
証
言
に
関
し
て
は
、
テ
キ
サ
ス
州
裁

判
所
で
は
、
そ
の
よ
う
な
専
門
家
の
証
言
を
認
定
す
る
基
準
を
弛

め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
テ
キ
サ
ス
州
法
は
、
原
告
に
、
被
告
医

師
が
、
適
切
な
医
療
行
為
の
基
準
に
従
わ
な
か
っ
た
と
い
う
証
拠

を
提
出
す
る
こ
と
を
要
求
し
な
い
。

同

d
a
z
p
白
二
回
場
ロ
C
お
企
は
、
医
学
専
門
家
が
、
患
者
が
喪
失
し

た
チ
ャ
ン
ス
を
定
量
化
す
る
こ
と
を
好
ま
な
い
の
は
、
「
沈
黙
の
共

謀
」
の
み
で
は
な
く
、
主
原
因
の
複
雑
な
性
質
と
い
っ
た
も
の
に

も
理
由
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
科
学
の
実
践

者
(
医
師
も
含
め
て
)
は
、
「
相
当
の
蓋
然
性
」
と
い
う
言
葉
で
意

見
を
述
べ
る
こ
と
に
乗
り
気
で
は
な
い
、
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の

言
葉
は
本
質
的
に
法
律
の
言
葉
で
あ
り
、
科
学
に
と
っ
て
は
他
所

も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
テ
キ
サ
ス
州
裁
判
所
で

は
、
医
師
の
証
言
は
そ
の
形
よ
り
も
内
容
(
実
質
)
で
判
断
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

(
引
き
目
的
ω

』

g口町田〈・
5
Z
R
お
∞
明
・
邑
苫
∞
ゆ
き
品
(
∞
仲
町
内
町
一
当
。
)

(
本
章
一
一
一
付
掲
載

{
4
】
裁
判
例
は
、
「
医
学
は
正
確
な
科
学
で
は

な
い
」
と
す
る
)
・

し
か
し
、
例
え
ば
、

2
5
2
4
f
d
E
a
ω
S
S
M
-
h
H出回
H
E宅
・
凶
∞
】

(
Z
0
・
n巳・
3
∞
。
)
(
本
章
三
ハ
門
掲
載
【
9
】
裁
判
例
)
は
、
統
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計
的
に
生
存
可
能
性
減
少
の
パ

l
セ
ン
テ
イ
ジ
が
い
え
な
い
と
し

て
も
、
患
者
が
チ
ャ
ン
ス
を
喪
失
し
た
と
い
う
こ
と
を
専
門
家
が

立
証
し
た
場
合
は
、
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
に
対
す
る
権
利
回
復
は
妨

げ
ら
れ
な
い
、
と
し
て
い
る
。

米国における「チャンスの喪失 (LOSSOF CHANCE) J理論(1)

「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
」
理
論
の
発
展

多
数
の
法
域
に
お
け
る
因
果
関
係
の
立
証
基
準
は
、
医
療
過
誤
に
よ
る

患
者
の
死
(
又
は
、
後
遺
障
害
)
を
権
利
侵
害

(
E
G
R同
)
と
捉
え
た
う

え
で
、
原
告
は
、
当
該
権
利
侵
害
は
被
告
の
行
為
に
起
因
す
る
と
い
う
こ

と
を
、
よ
り
確
か
ら
し
い
と
い
う
レ
ベ
ル
で
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
l
)
 

と
す
る
伝
統
的
な
基
準
に
従
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
請
求
原
因
が
チ
ャ
ン

ス
を
喪
失
し
た
と
い
う
場
合
、
多
く
の
裁
判
所
は
、
被
告
の
過
失
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
遅
か
れ
早
か
れ
同
様
の
結
果
を
迎
え
た
で
あ
ろ
う
可
能

(2) 

性
が
高
い
場
合
は
、
被
告
勝
訴
の
判
決
を
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
裁
判

所
が
、
チ
ャ
ン
ス
を
喪
失
し
た
患
者
の
権
利
を
否
定
す
る
の
は
、
明
ら
か

に
、
伝
統
的
で
、
か
つ
長
年
採
用
し
て
き
た
因
果
関
係
の
基
準
を
緩
め
る

(3) 

こ
と
を
畏
れ
る
た
め
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
患
者
が
こ
の
伝
統
的
な
基
準
で
因
果
関
係
を
立
証
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
生
存
率
が
低
く
効
果
的
な
治
療
法
が
未
だ
確
立

し
て
い
な
い
疾
病
を
患
う
者
は
、
い
ず
れ
は
同
様
の
結
末
を
迎
え
て
い
た

で
あ
ろ
う
か
ら
、
常
に
因
果
関
係
の
立
証
に
失
敗
し
、
救
済
を
一
切
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
伝
統
的
な
因
果
関
係
基
準
が
も
た
ら
す
、
こ

の
種
の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
、
「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
」
理
論
が
提

唱
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

ハ
門
理
論
の
起
り

当
理
論
の
起
源
は
初
期
の
イ
ギ
リ
ス
契
約
法
に
あ
り
、
【

UEEZ=〈

呂
町
宮
ロ
ヨ
己

M

国
ハ
・
∞
-
誌
が
嘱
矢
と
な
る
判
例
で
あ
る
。
事
案
の
概
要

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
一
一
年
間
女
優
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
者
を
選
ぶ
美
人

コ
ン
テ
ス
ト
で
、
六
0
0
0
人
の
応
募
者
の
中
か
ら
、
原
告
は
、
五
O
人

の
準
決
勝
出
場
者
に
選
ば
れ
て
、
決
勝
戦
に
進
む
二
一
人
の
う
ち
の
一
人

(4) 

と
な
る
可
能
性
が
与
え
ら
た
。
し
か
し
、
被
告
の
過
失
に
よ
り
、
原
告
へ

の
面
接
日
の
通
知
が
遅
れ
た
た
め
に
、
面
接
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
結

(5) 

果
的
に
、
原
告
は
二
一
人
の
一
人
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
契
約

違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
を
求
め
て
提
訴
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
裁
判

所
は
、
損
害
の
評
価
が
不
可
能
だ
と
い
う
被
告
の
主
張
に
対
し
て
、
損
害

評
価
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
原
告
の
損
害
回
復
の
妨
げ
と
は

(6) 

な
ら
な
い
、
と
判
示
し
て
棄
却
し
た
。
さ
ら
に
、
潜
在
的
利
益
の
損
失
に

対
す
る
賠
償
金
は
支
払
え
な
い
と
い
う
被
告
の
抗
弁
に
対
し
て
、
原
告
の

損
失
は
、
賞
そ
の
も
の
の
喪
失
で
は
な
く
賞
を
獲
得
す
る
機
会
の
喪
失
で

北j去49(6・39)1197 
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あ
る
と
判
示
し
て
、
そ
の
抗
弁
を
退
け
た
。
そ
の
上
で
、
被
告
の
過
失
が

な
け
れ
ば
五
O
分
の
一
二
の
チ
ャ
ン
ス
で
決
勝
戦
に
進
め
た
は
ず
で
あ
る

と
し
て
、
原
告
に
一

0
0
ポ
ン
ド
の
賠
償
を
認
め
た
。

こ
の
判
決
の
意
義
は
、
「
チ
ャ
ン
ス
」
自
体
を
独
立
し
た
価
値
と
し
て

(7) 

認
め
た
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
右
判
決
が
明
示
し
た
と
こ
ろ
の
、
チ
ャ
ン

ス
の
喪
失
は
、
賠
償
を
受
け
る
に
値
す
る
利
益
の
喪
失
で
あ
る
と
い
う
本

来
の
概
念
が
広
く
受
け
継
が
れ
て
い
き
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
は

「
D
g
Zロ
判
決
」
理
-
論
を
採
用
し
て
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
て

い
れ
ば
、
こ
う
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
、
そ
の
蓋
然
性
に
即
し
た

(8) 

損
害
回
復
を
認
め
て
い
っ
た
。

口
理
論
の
展
開
「
立
証
緩
和
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
「
キ
ン
グ
理
論
」

山
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
「

2
8
E
判
決
」
以
来
、
当
理
論
を
、
あ
る

原
因
が
、
他
の
原
因
に
よ
っ
て
既
に
生
じ
て
い
る
損
害
の
評
価
を
変
化
さ

せ
た
場
合
に
、
そ
の
最
終
的
な
損
害
を
両
原
因
の
問
で
分
配
す
る
理
論
と

(
9
)
 

し
て
利
用
し
て
き
た
。

判
決
例
と
し
て
、
豆

--g
〈
・
デ
三
口
∞
室
内
聞
の

g
g
a
巴
R
E
n
の
c・
5
z
-

Z-
主
タ
}
色
〉
・
}
ニ

(-SN)
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
少
年
が
橋
の
梁
か
ら

落
ち
て
、
地
面
に
向
か
っ
て
落
下
す
る
途
中
で
被
告
会
社
の
電
線
に
触
れ
、

そ
の
シ
ョ
ッ
ク
で
少
年
は
橋
の
上
に
投
げ
出
さ
れ
て
感
電
死
し
た
と
い
う

事
案
で
あ
る
。
も
し
、
少
年
が
電
線
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
彼
は
地

面
に
落
ち
て
死
ん
で
い
た
か
、
ま
た
は
重
篤
な
傷
害
を
負
っ
て
い
た
で
あ

〈
叩
)

ろ
う
と
い
う
状
況
の
下
で
、
少
年
の
肉
親
が
電
気
会
社
に
対
し
て
、
電
線

を
絶
縁
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
死
亡
の
原
因
で
あ
る
と
主
張
し
て
提
訴

し
た
も
の
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
被
告
会
社
の
過
失
を
認
め
、
少
年
が
感

電
死
し
た
時
点
で
の
少
年
の
生
命
の
価
値
に
対
す
る
損
害
の
賠
償
を
命
じ

た
。
す
な
わ
ち
、
少
年
が
感
電
死
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
者
と
し

て
で
は
あ
る
が
生
き
延
び
た
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
そ
の
範
囲
内
で
の
生
存

(
日
)

の
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
に
対
す
る
損
害
賠
償
額
を
認
容
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
「
E
-
Z
E
判
決
」
理
論
を
、

不
法
死
亡
訴
訟
に
お
い
て
原
告
が
以
前
か
ら
の
損
害
を
既
に
背
負
っ
て
い

る
か
、
ま
た
は
、
既
存
の
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
の
損
害
賠
償
額
を

(
は
)

制
限
す
る
た
め
の
手
法
と
し
て
利
用
し
た
。
し
か
し
、
「
内

E
Zロ
判
決
」

が
明
示
し
た
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
本
来
の
概
念
は
、
あ
る
種
の
契
約
に
関
す

(口)

る
事
例
や
、
救
助
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
そ
れ
を
怠
っ
た
不
作
為

(

M

)

(

日
)

事
例
に
お
い
て
限
定
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

山
や
は
り
、
ア
メ
リ
カ
で
の
多
数
的
見
解
で
あ
る
正

Z
?
g
E口問
3

ア
プ

ロ
ー
チ
が
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
に
対
す
る
権
利
回
復
の
主
な
障
壁
と
な
っ
て

い
る
。
も
し
損
害
の
発
生
が
確
実
性
を
も
っ
て
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
、
権

北法49(6・40)1198 



米国における「チャンスの喪失 (LOSSOF CHANCE) J理論(1)

(
ぱ
山
)

利
回
復
は
一
切
否
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
確
実
性

(nmEE『
)
」
の

基
準
は
、
「
合
理
的
確
実
性

(
R
g
o
E
F『
R
E
E
d
q
)
」
へ
、
そ
し
て
「
相

当
な
蓋
然
性
(
『
g
8
E
F芯
胃

o
z
z
-
q
)
」
へ
と
徐
々
に
弛
め
ら
れ
て
き

(
げ
)

て
は
い
る
が
、
大
多
数
の
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
な
お
も
、
権
利
回
復

を
認
め
る
た
め
に
は
、
被
告
の
過
失
が
な
け
れ
ば
結
果
は
好
ま
し
い
も
の

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
「
そ
う
で
な
い
場
合
よ
り
も
、
そ
う
で
あ

る
蓋
然
性
が
よ
り
多
い
」
(
ま
た
は
、
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
も
幾
ら
か

(
同
日
)

多
い
)
こ
と
を
以
て
一
不
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

以
下
で
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
チ
ャ
ン
ス
を
喪
失
し
た
患
者
の
救

済
を
め
ぐ
っ
て
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
な
判
断
を
し
て
き
た
か
、
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
判
決
へ
の
学
説
の
対
応
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
検
討
に
先
立
っ

て
、
医
療
過
誤
に
お
け
る
「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
」
理
論
は
、
患
者
救
済
の

手
法
を
め
ぐ
っ
て
次
の
二
つ
に
区
分
で
さ
る
こ
と
を
、
ま
ず
指
摘
し
て
お

く
。
一
つ
は
、
既
に
見
た
因
果
関
係
基
準
の
内
の
最
も
緩
や
か
な
「
実
質

的
な
可
能
性
L

(

出

5
m
S
E
E
-
明》

G
E
E
-々
2
∞
E
g
g
sと
P
2
2
)
基
準
を

採
用
し
な
が
ら
、
包
}lo?ロ
C
E
a
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
患
者
の
救
済
を

は
か
る
理
論
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
因
果
関
係
立
証
に
お
け
る

白

-Z?EHF-括
的
処
理
の
不
合
理
さ
を
指
摘
し
て
、
損
害
評
価
の
側
面
か

ら
患
者
救
済
を
説
く
理
論
で
あ
る
。
便
宜
上
、
以
降
の
「
チ
ャ
ン
ス
の
喪

失
」
理
論
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
前
者
を
「
立
証
緩
和
ア
プ
ロ
ー
チ
」
、

後
者
を
「
キ
ン
グ
理
論
」
と
し
て
、
区
別
し
て
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

十
工
宅
d
J
H
μ

(
1
)
円

usa-E円]ま'

(
2
)
E
-
a
-
3・

(
3
)
〉
ロ
込
町
ア
己
申
∞
M
・

(
4
)
同
庁
・
∞
・
叶
∞
品

(
-
2
3
4
町
民
吋
∞
斗
・

(
5
)
E
-
a
叫
ヨ
'
∞
∞
・

(
6
)
5・
伊
丹
寸
志
・

(
7
)

∞。段目
F
但
片
品
一
N
凶

(
8
)
〉
ロ

ι白
ア
白
押
喝
、
吐
血

白

8岨
Z
0
2
0ロ
〈
・

2
R
m
m
g
-
P
凶
〉
=
問
問

--a吋
合
唱
∞
凶
)
(
腰
骨
骨
折

を
誤
診
さ
れ
た
原
告
に
対
し
て
、
よ
り
良
い
治
療
結
果
を
得
る
実

質
的
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
と
し
て
損
害
賠
償
を
認
め
た
)

u

o
c
E
5
三〕コ

Ba巴
e
M
〉
口
開

-m-ニ
唱

2
3
3
(
原
告
は
、
借
金
を

支
払
う
チ
ャ
ン
ス
を
失
っ
た
こ
と
に
対
す
る
権
利
回
復
が
認
め
ら

れ
た
)

(
9
)
間
半
C出
田
町
『
品
作
穴

3
8
P
2
N
a
凶
出
・

(
叩
)
∞
凶

Z
-
E・ムゑ
Y
]
品
川
叫
〉
-
ニ
A
H

】凶

(
3凶い山)・

(
日
)
尽
・

(

ロ

)

門

U
S∞
デ
回
目

3hv・

(
日
)
〉
邑
目
f

g

S
小
は
、
こ
れ
ら
の
事
案
で
は
、
損
害
は
特
別
の
も

~t法49(6 ・ 41)1199 



研究ノート

の
で
あ
っ
て
、
被
告
が
、
そ
の
よ
う
な
損
害
は
被
告
の
侵
害
行
為

の
結
果
と
し
て
合
理
的
に
予
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
場
合
、

被
告
は
そ
の
損
害
に
対
す
る
責
任
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
す
る
。

開
・
明
よ
垣
島

nEE
〈・

Z邑
。

E-
〉
-
E
P
E
E
B
E
-
E
J
3
0
Z
S
ロ3
・

コa
z
d〈・∞宝
(
3
M
O
)
(
賞
を
獲
得
で
き
る
マ
ガ
ジ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
原
告
の
地
方
で
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
中
止
さ
れ
た
た
め
に
原
告

は
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
原
告
が
失
っ

た
「
競
争
す
る
権
利
」
に
対
す
る
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
た
事
案

で
ふ
め
る
)

U

白
色
-
〈

Z
白
田
包
巳
内
白
白
血
巴

2
6
R叱
片
町
内
C
J
M

品。
Z
〈
・
主
J
F

Z
凶
Z
・開・苫凶

(
-
3
3
(被
告
が
、
ど
ん
な
く
じ
で
あ
れ
、
原
告
に

く
じ
を
引
か
せ
な
か
っ
た
場
合
、
原
告
は
、
く
じ
で
五
0
0
0
ド

ル
の
賞
金
を
受
け
る
機
会
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
原
告

の
権
利
回
復
を
認
め
た
事
例
で
あ
る
)

回目刊

e
z
g加。〈
-CEnospgp-Mヨu
・回
E目
U

閉口一
N

斗
3
0・2・
J

〔】甲山山凶)・

(
M
H
)

山
昇
。
Raロ刊
:
-
Z
E
E
-
E
-片

C55a-zne
凶向。ご仏
M

宏

(
品
同
町
内
町
・
戸
市
w
m
w
M
)
・

(日

)ngg-mw同
志
品
・

(
凶
)
〉
ロ
【
回
目
「
町
民
喧
吋
晶
・

(口
)
E
-

(同

)
E・町民宕斗・

「
立
証
緩
和
ア
プ
ロ
ー
チ
」

本
節
で
は
、
「
立
証
緩
和
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
つ
い
て
裁
判
例
・
学
説
を

通
し
て
考
察
し
検
討
す
る
。
「
立
証
緩
和
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
皮
切
り
は
、

業
務
過
誤
訴
訟
で
あ
る
の

R
E
R
〈・

Z邑
S
F一
回

E
-
T
O
E
S
-
z
n
-
u
s
北法49(6・42)1200

(

会

古

《

U
R
-
-
E
N
)

で
あ
っ
た
(
以
下
、
。
民
含
句
判
決
と
略
称

す
る
)
o

船
員
が
船
上
に
居
た
と
み
ら
れ
る
最
後
の
時
か
ら
約
五
時
間
半

も
の
問
、
そ
の
船
員
を
探
そ
う
と
も
せ
ず
、
船
員
が
い
な
く
な
っ
た
と
い

う
報
告
も
し
な
か
っ
た
船
長
の
不
作
為
が
問
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
第
一

審
は
、
救
助
を
試
み
な
か
っ
た
こ
と
と
、
船
員
の
死
亡
と
の
問
に
因
果
関

(
l
)
 

係
は
な
い
と
し
て
原
告
の
敗
訴
と
し
た
が
、
控
訴
審
は
、
以
下
の
よ
う
に

判
示
し
て
原
審
を
破
棄
し
差
戻
し
た
。
す
な
わ
ち
、

J
由民

g
♀

2
5
5
3

(2) 

(
救
助
の
法
理
)
に
よ
る
と
こ
ろ
の
、
船
外
に
落
ち
た
船
員
の
命
を
救
う

た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
合
理
的
な
手
段
を
講
ず
る
と
い
う
船
長
の
義
務
は
、

救
助
の
合
理
的
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
生
じ
る
。
一
日
寸
救
助
の
合
理
的

可
能
性
の
存
在
が
立
証
さ
れ
る
と
、
そ
の
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
状
況
に
応

じ
て
「
本
事
例
の
よ
う
に
救
助
を
試
み
よ
う
と
す
ら
し
な
か
っ
た
」
、
っ

(
3
)
 

ま
り
、
全
く
当
該
義
務
を
無
視
し
た
場
合
は
責
任
が
生
じ
る
と
し
た
。

裁
判
所
は
、
無
力
な
船
員
よ
り
も
む
し
ろ
、
船
長
に
、
救
助
が
不
可
能

(
4
)
 

で
あ
っ
た
こ
と
の
立
証
責
任
を
負
わ
せ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

明
-
M仏

M
∞
品



米国における「チャンスの喪失 (LOSSOF CHANCE) J 環論(1)

付
ヒ
ッ
ク
ス
理
論

以
下
で
は
、
裁
判
例
の
紹
介
に
あ
た
り
便
宜
上
、
患
者
を

A
、
原
告

を
X
、
被
告
を
Y
と
す
る
。
そ
し
て
、
八
事
実
の
経
過
〉
と
し
て
、
診

療
経
過
等
に
つ
き
そ
の
流
れ
を
①
、
②
を
付
し
て
追
っ
て
い
く
。
さ
ら

に
、
〈
裁
判
所
の
判
断
〉
と
し
て
、

Y
の
過
失
と
、

Y
の
過
失
に
起
因

す
る

A
の
損
害
は
何
か
、
因
果
関
係
立
証
に
つ
き
、
ど
の
よ
う
に
判
断

し
て
い
る
か
を
見
る
。

-

裁

判

例

。
R
E
R
判
決
か
ら
僅
か
四
年
後
、
医
療
過
誤
訴
訟
で
初
め
て
「
救
助

の
法
理
」
を
採
用
し
た
判
決
、
呂
町
宮
〈
・

5
=【白色∞
E
町田凶

g
m
M♀
a
N
a

(
会
町
内
町
・
3
a
E
)
が
出
さ
れ
た
。

〈
事
実
の
経
過
〉
①
午
前
四
時
、

A
が
、
一
時
間
前
よ
り
、
突
然
、
激

し
い
腹
痛
と
恒
吐
に
お
そ
わ
れ
た
た
め
、

X
は、

A
を
診
療
所

(
E
T

司
白
口
田
健
三
に
連
れ
て
き
た
。
衛
生
兵
は
、
今
ま
で
の
経
過
を
簡
単
に
尋

ね
、
血
圧
、
脈
、
体
温
、
呼
吸
を
測
っ
て
か
ら
当
直
医
Y
に
連
絡
し
た
。

②
Y
医
師
は
、

A
に
症
状
を
尋
ね
腹
部
の
触
診
、
聴
診
を
し
て
腹
の
虫
に

よ
る
胃
腸
炎
と
診
断
し
た
。
腹
痛
止
め
の
薬
を
わ
た
し
て
、
八
時
間
以
内

に
再
診
す
る
よ
う
に
伝
え
た
。
約
一

O
分
で
診
察
を
終
え
た
。
③
帰
宅
後
、

A
は
、
再
び
順
吐
し
た
後
、
処
方
さ
れ
た
薬
を
飲
ん
で
横
に
な
っ
た
。
④

同
日
の
昼
近
く
、

A
は
、
水
を
飲
ん
だ
直
後
に
吐
い
て
意
識
を
失
っ
た
。

⑤
す
ぐ
診
療
所
に
運
ば
れ
、
救
命
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
が
三

O
分
後
に
死

亡
し
た
。
死
因
は
、
生
来
の
小
腸
奇
形
の
部
分
に
腸
か
ん
頓
が
お
こ
り
、

そ
の
結
果
腹
膜
穿
孔
を
起
こ
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。

-
X側
証
人
は
、
②
時
点
に
お
け
る

Y
の
一
連
の
行
為
は
、
診
療
基
準
に

達
し
て
い
な
い
杜
撰
な
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

Y
は
A
に
下

痢
を
し
た
か
ど
う
か
を
尋
ね
る
べ
き
で
あ
っ
た
し
、
胃
腸
炎
で
は
な
く
て

腸
閉
塞
を
疑
っ
て
直
腸
診
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
腸
閉
塞
で
あ
る
場
合
に

は
、
即
刻
手
術
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
死
に
至
る
。
適
切
な
診

断
を
し
て
即
刻
手
術
を
し
て
い
れ
ば

A
を
救
え
た
で
あ
ろ
う
と
主
張
し
た
。

〈
裁
判
所
の
判
断
V

裁
判
所
は
、
「
救
助
の
法
理
」
を
採
用
し
て
、
「
被

告
が
、
原
告
の
生
存
の
実
質
的
な
可
能
性
を
奪
っ
た
場
合
、
被
告
に
は
責

(

5

)

(

6

)

 

任
が
生
じ
る
L

と
判
示
し
て
い
る
。
。
R
E
R
判
決
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

「
救
助
し
得
た
相
当
の
可
能
性

(
B
g
gち
ぽ
吉
田
包

Z
与
え
呂
田
町

5)
」
の

基
準
に
よ
っ
て
、
原
告
の
権
利
回
復
を
認
め
、
原
告
が
被
っ
た
損
害
に
つ

(7) 

い
て
審
理
さ
せ
る
た
め
に
原
審
を
破
棄
し
、
差
戻
し
た
。

本
事
案
で
は
、
緊
急
手
術
に
よ
っ
て
A
が
救
命
さ
れ
る
蓋
然
性
は
高
か
っ

た
。
し
か
し
、
後
の
判
決
は
、
生
存
ま
た
は
回
復
が
確
か
で
は
な
い
チ
ャ

ン
ス
の
喪
失
を
め
ぐ
る
事
案
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
、
本
判
決
の
「
被
告

が
、
原
告
の
生
存
の
実
質
的
な
可
能
性
(
目

5
E
E
E
吉田

2
5
5
)
を
奪
っ

た
場
合
は
、
被
告
は
責
任
を
負
う
」
と
い
う
判
旨
を
、
「
チ
ャ
ン
ス
の
喪

北法49(6・43)1201
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失
」
理
論
の
法
源
1

ヒ
ッ
ク
ス
理
論
と
し
て
、
患
者
の
立
証
責
任
緩
和

(8) 

の
論
拠
と
し
て
き
た
。
ヒ
ッ
ク
ス
理
論
は
、
不
法
行
為
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン

(9) 

ト
(
第
二
版
)
四
三
二
条

(
2
)
の
「
実
質
的
な
要
因
」
基
準
に
依
拠
し

な
が
ら
、
「
実
質
的
な
可
能
性
」
ア
プ
ロ
ー
チ
を
適
用
し
て
因
果
関
係
の

証
明
基
準
を
緩
和
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
実
質
的
要
因
基
準
を
組
み
入
れ

て
、
被
告
が
、
実
質
的
に
な
与
2
8
E
Z
Y
)
原
告
の
生
存
の
チ
ャ
ン
ス
を

失
わ
せ
た
か
否
か
を
問
う
も
の
と
い
え
る
。

山
裁
判
例

【

l
】
印
n
E
E
-
2
〈
図
。
『
m
m
F
N
斗
凶
目
印
ロ
沼
こ
M
C
(
初回

0
・司自己ヌヨ)・

〈
事
実
の
経
過
〉
①
二
月
二
七
日
、

A
は
、
初
め
て
の
妊
娠
で

Y
医
師

を
受
診
し
、
そ
の
後
も
継
続
し
て

Y
が
A
を
担
当
し
て
い
た
。
②
八
月
一

三
日
、
陣
痛
が
始
り
、
午
後
五
時
、

Y
の
指
示
に
よ
り
入
院
し
た
。
し
か

し
、
同
日
午
後
八
時
二
七
分
、

A
が
未
熟
児
を
出
産
す
る
直
前
ま
で
、

Y

は
A
を
診
察
し
な
か
っ
た
。
③
八
月
一
回
目
、

A
は
ケ
イ
レ
ン
性
の
下
腹

部
痛
を
訴
え
た
。
翌
日
、
そ
の
痛
み
は
増
強
し
、
体
動
時
に
ひ
ど
く
な
っ

た
。
激
痛
で
時
折
悲
鳴
を
あ
げ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
診
察
を
し
た
レ
ジ

デ
ン
ト
の
丙
は
、
産
樗
期
の
精
神
障
害
と
判
断
し
精
神
安
定
剤
を
処
方
し

た
だ
け
で
あ
っ
た
。
④
Y
は
、
丙
か
ら

A
の
様
子
を
知
ら
さ
れ
た
が
、
何

の
指
示
も
出
さ
な
か
っ
た
。
⑤
午
後
八
時
、

A
は
激
痛
で
歩
く
こ
と
も
で

き
な
か
っ
た
た
め
、

X
(
A
の
夫
)
は

Y
に
連
絡
し
た
。
し
か
し
、

Y
は、

痛
覚
関
値
の
低
下
に
よ
る
正
常
な
産
樗
期
ケ
イ
レ
ン
と
診
断
し
て
、
精
神

安
定
剤
の
投
与
の
外
は
何
ら
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
。
⑥
午
後
一
一
時
半
、

A
は
シ
ョ
ッ
ク
に
陥
り
、
翌

B
の
午
前
三
時
三

O
分
死
亡
し
た
。

S
字
状

結
腸
憩
室
の
破
裂
に
伴
う
腹
膜
炎
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
死
で
あ
っ
た
。

i
専
門
家
ら
は
、
適
正
な
診
断
に
基
づ
い
て
即
刻
手
術
を
し
た
な
ら
ば
、

A
が
生
存
し
た
で
あ
ろ
う
確
実
性
は
ど
の
程
度
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
言

及
し
な
か
っ
た
。

北法49(6・44)1202

八
裁
判
所
の
判
断
〉
ヒ
ツ
ク
ス
理
論
を
採
用
し
て
、

A
の
生
存
の
チ
ャ

ン
ス
喪
失
を
認
め
た
。
原
告
側
の
専
門
家
が
、

A
の
生
存
の
確
実
さ
の
程

度
に
つ
い
て
立
証
で
き
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
単
に
、
そ
れ
を
信

じ
る
に
十
分
な
理
由
が
あ
る
と
い
う
事
実
を
証
言
す
れ
ば
、
因
果
関
係
を

(
印
)

肯
定
す
る
に
足
る
と
し
た
。

{
2
}
者
E
S冊目
ι
〈

者
Z
E
r
q
豆
町
民

55}
図。∞ア

N
S
〈即・コ
m
r
-
a甲

∞
-m-M円四
u
a凶
(
寄
金
山
)
・

〈
事
実
の
経
過
〉
①
一
一
一
月
一
四
日
、

A
は
、
抜
歯
と
扇
挑
腺
摘
出
術
を

受
け
る
た
め
に
、

Y
病
院
に
入
院
し
た
。
②
一
六
日
、
手
術
室
に
運
ば
れ

た
。
麻
酔
看
護
婦
甲
は
、
催
眠
の
た
め
の
静
脈
麻
酔
を
開
始
し
、
同
時
に
、

A
の
口
の
中
に
置
か
れ
た
フ
ッ
ク
を
通
し
て
麻
酔
薬
を
、
鼻
カ
テ

1
テ
ル

を
通
し
て
酸
素
を
供
給
し
た
。
③
ま
も
な
く
A
の
意
識
が
な
く
な
り
、
抜

歯
と
一
扇
挑
腺
摘
出
が
行
わ
れ
た
。
④
手
術
が
殆
ど
終
了
し
た
と
き
、
甲
・
が
、



A
の
閏
同
部
の
拡
張
と
顔
面
蒼
白
に
気
づ
い
た
。

乙
医
師
は
、
胃
に
流
入
し

た
ガ
ス
の
抜
去
を
試
み
た
が
巧
く
い
か
な
か
っ
た
。
回
復
室
へ
運
び
、

A

の
蘇
生
を
試
み
た
が
無
駄
で
あ
っ
た
。
⑤
同
日
午
後
六
時
、

た。

A
は
死
亡
し

米国における「チャンスの喪失 (LOSSOF CHANCE) J理論(1)

ー
専
門
家
は
次
の
よ
う
な
証
言
を
し
た
。

A
は
鼻
カ
テ

i
テ
ル
を
通
し
て

回
同
に
迷
入
し
た
ガ
ス
に
よ
っ
て
胃
が
破
裂
し
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
で
死
亡
し

た
と
推
認
さ
れ
る
。
②
時
点
で
採
用
さ
れ
た
麻
酔
法
に
は
胃
に
ガ
ス
が
迷

入
す
る
と
い
う
周
知
の
リ
ス
ク
が
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め

の
何
ら
の
措
置
も
講
じ
ず
に
行
わ
れ
た
本
件
麻
酔
管
理
手
順
は
、
当
時
の

医
学
的
水
準
か
ら
逸
脱
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
④
時
点
に
お
け
る
措
置
も
、

管
理
基
準
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
。

A
が
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
陥
る
前
に
緊

急
手
術
が
な
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く

A
は
救
命
さ
れ
て
い
た
で
あ

ろ、っ。

〈
裁
判
所
の
判
断
〉
最
高
裁
判
所
は
、

Y
病
院
と
甲
看
護
婦
の
過
失
を

否
定
し
た
が
、
乙
医
師
の
過
失
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
破

棄
し
差
戻
し
た
。
乙
の
術
後
処
置
は
、
そ
の
当
時
の
同
地
域
に
お
け
る
緊

(
日
)

急
外
傷
患
者
の
管
理
基
準
に
照
し
て
不
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

緊
急
手
術
に
よ
っ
て
、
お
そ
ら
く
A
は
救
命
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
す

る
X
の
証
言
を
、

Y
が
、
推
論
に
過
ぎ
な
い
と
反
論
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
。

Y
が
、
自
ら
の
過
失
あ
る
作
為
ま
た
は
不
作
為
に
よ
っ
て
、

A
の

実
質
的
な
救
命
の
チ
ャ
ン
ス
を
奪
っ
て
救
命
を
実
現
不
可
能
な
も
の
と
し

て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
推
論
を
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ

(ロ)

る
か
ら
で
あ
る
。

{
3】

4
u
c
g即
日
〈

-
n
2
8
4
M∞
∞
〉
・
恒
三
唱
(
玄
ι・31
ロ)

八
事
実
の
経
過
〉
①
午
後
一
一
時
頃
、

A
は
自
動
車
に
蝉
怖
か
れ
で
も

病
院
の
救
急
室
に
搬
入
さ
れ
た
。

A
は
意
識
が
あ
り
、
右
腰
部
痛
を
訴
え

て
い
た
。
②
午
後
一
一
時
一
五
分
、
救
急
室
の
甲
看
護
婦
は
、

A
の
パ
イ

タ
ル
サ
イ
ン
を
測
定
し
た
(
血
圧
八

O

/
六
O
、
脈
拍
八
四
/
分
、
呼
吸

二
六
/
分
)
。
③
甲
は
、
当
日
の
当
番
医
む
に
、
①
・
②
の
事
実
を
電
話

で
連
絡
し
た
。
札
口
は
、
鎮
静
剤
を
注
射
し
て
入
院
さ
せ
る
よ
う
指
示
し
た
。

④
一
一
時
二
一
O
分
、
鎮
静
剤
が
注
射
さ
れ
た
。
甲
は
、
脈
拍
数
(
八
四
)

は
正
常
と
判
断
し
、
そ
の
後
は
、
血
圧
に
注
意
し
て
一

O
分
毎
に
測
定
し

た
。
⑤
翌
日
午
前
一
二
時
五
分
、
乙
看
護
婦
が
パ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
を
チ
ェ
ッ

ク
し
た
(
血
圧
七

O

/
五
O
、
脈
拍
二
一

O
、
呼
吸
四
O
)
。
乙
は
、

A

の
痛
み
を
異
常
と
は
捉
え
ず
、
ま
た
、
血
圧
の
低
下
は
④
の
鎮
静
剤
投
与

に
図
る
も
の
と
判
断
し
た
。
乙
は
、
血
圧
七
O
は
チ
ェ
ッ
ク
し
た
が
、

A

の
皮
膚
が
冷
た
く
汗
ば
ん
で
い
る
こ
と
や
、
呼
吸
が
深
く
早
い
こ
と
な
ど

の
兆
候
に
は
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
。
@
午
前
二
時
す
ぎ
、
呼
吸
は
微
弱

で
、
チ
エ
ン
ス
ト

l
ク
式
で
あ
り
、
脈
拍
は
触
れ
な
か
っ
た
。
⑦
午
前
二

時
三
O
分
、
む
が
、
病
院
に
着
き
、

A
の
死
亡
を
告
げ
た
。
死
因
は
、
大

北法49(6・45)1203
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腿
骨
及
び
骨
盤
の
骨
折
に
よ
る
外
傷
性
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。

ー
も
は
、
⑤
の
時
点
で
、

A
は
、
血
圧
が
七
O

/
五
O
で
シ
ョ
ッ
ク
の
兆

候
を
示
し
て
お
り
治
療
が
必
要
な
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
、
看
護
婦
等
は
、

U
に
A
の
パ
イ
タ
ル
を
知
ら
せ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
証
言
し
た
。

〈
裁
判
所
の
判
断
〉
控
訴
裁
判
所
は
、
む
の
過
失
と

A
の
死
亡
と
の
問

ー

(

日

)

の
因
果
関
係
が
立
証
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

Y
ら
の
主
一
張
に
対
し
て
、
ヒ

ツ
ク
ス
理
論
を
引
用
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
百
の
自
白
(
⑤

時
点
の
前

(
A
が
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
陥
る
前
)
に
呼
ば
れ
て
い
れ
ば
、

A

を
救
命
で
き
た
で
あ
ろ
う
し
、
医
師
が
治
療
し
な
か
っ
た
こ
と
が

A
の
死

亡
の
危
険
性
を
増
加
さ
せ
た
と
い
う
主
張
)
は
、

A
の
生
存
の
チ
ャ
ン
ス

は
治
療
に
直
結
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、
シ
ョ
ッ
ク
は
即
刻
、

効
果
的
に
治
療
さ
れ
な
け
れ
ば
、
回
復
不
能
に
な
る
と
い
う
専
門
家
の
証

言
は
、
陪
審
が
、

U
の
検
査
・
診
断
治
療
上
の
過
失
が

A
の
生
存
の
実
質

(
H
H
)
 

的
な
可
能
性
を
奪
っ
た
と
い
う
こ
と
を
認
定
す
る
に
十
分
で
あ
る
。

A
の

死
亡
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
責
任
は
、
む
と
巴
病
院
(
⑤
時
点
の

A
の
パ
イ
タ
ル
・
サ
イ
ン
を
む
に
知
ら
せ
な
か
っ
た
看
護
婦
ら
の
過
失
に

対
す
る
使
用
者
責
任
)
に
あ
る
。

【

4
}
片
田
口
問
凶
〈
・

ζ
E
R
お
∞

mM色
苫
∞
(
∞
円
宮
内
田
『

--20)

〈
事
実
の
経
過
〉
①
八
月
頃
か
ら

A
は
、
喉
の
痛
み
と
腫
れ
を
訴
え
て

い
た
。
②
当
初
は
、
咽
喉
炎
と
診
断
さ
れ
て
、
約
一
か
月
間
ペ
ニ
シ
リ
ン

療
法
を
受
け
た
が
効
果
は
な
か
っ
た
。
③
九
月
一
六
日
、
日
医
師
は
初
め

て
A
を
診
察
し
て
、
咽
頭
膿
蕩
と
診
断
し
抗
生
物
質
を
投
与
し
た
。
④
そ

の
後
も
治
療
の
効
果
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。
⑤
一
一
月
二
日
、

A
は
甲
病

院
に
入
院
し
た
。
翌
日
、
日
は
、
バ
イ
オ
プ
シ
ー
を
し
て

A
の
腫
癌
部
分

か
ら
標
本
を
採
取
し
た
。
検
査
の
結
果
、
悪
性
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

⑥
一
七
日
、
首
は
二
回
目
の
バ
イ
オ
プ
シ

l
を
施
行
し
、
組
織
を
採
取
し

た
。
⑦
翌
日
、
巴
は

X
(
A
の
母
親
)
に
、
組
織
の
ス
ラ
イ
ド
を
癌
専
門

医
に
送
る
こ
と
を
告
げ
、
じ
医
師
に
そ
の
ス
ラ
イ
ド
を
送
る
よ
う
指
示
し

た
。
@
一
一
一
一
日
、

A
は
甲
病
院
を
退
院
し
た
。
喉
の
腫
癒
は
未
だ
残
っ
て

お
り
、
激
し
い
頭
痛
が
持
続
し
、
右
耳
の
聴
力
は
な
か
っ
た
。
喉
と
頚
の

痛
み
が
増
悪
し
、
夜
は
熟
睡
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
口
を
十
分
に
開
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
小
さ
く
砕
い
た
食
物
さ
え
も
飲
み
込
む

の
に
苦
労
し
た
。
⑨
そ
の
後
一
か
月
間
、
ス
ラ
イ
ド
送
付
の
指
示
は
実
践

さ
れ
な
か
っ
た
。

X
は
、
自
ら
働
き
か
け
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
送
ら
せ
た
。

⑮
翌
年
一
月
六
日
、

A
は
、
乙
病
院
を
受
診
し
、
組
織
検
査
の
結
果
、
悪

性
リ
ン
パ
腫
と
診
断
さ
れ
た
。
⑪
乙
病
院
で
二
二
日
か
ら
翌
月
の
一
八
日

ま
で
、

A
は
、
放
射
線
療
法
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
、
腫
癒
は
縮
小
し
て

苦
痛
は
な
く
な
り
、

A
は
左
耳
の
聴
力
を
回
復
し
頭
痛
は
消
え
た
。
同
年

六
月
の
検
査
で
は
、
再
発
は
な
か
っ
た
。
⑫
し
か
し
、
八
月
の
検
査
で
腹

部
と
小
腸
に
癌
が
発
見
さ
れ
、
や
が
て
全
身
に
広
が
り
、
一
年
後
、

A
は

北法49(6・46)1204
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死
亡
し
た
。

l
X
は
、
も
ら
の
過
失
の
た
め
に
癌
の
診
断
が
四
カ
月
遅
れ
た
と
主
張
し
、

専
門
家
は
、
そ
の
診
断
と
治
療
の
遅
れ
が
癌
の
進
行
を
早
め
、

A
の
一
一

パ
ー
セ
ン
ト
の
生
存
可
能
性
を
奪
っ
た
と
証
言
し
た
。

八
裁
判
所
の
判
断
〉
ア

l
カ
ン
ソ

i
州
法
の
下
で
は
、
医
師
は
、
同
様

の
、
ま
た
は
類
似
の
地
域
に
お
け
る
医
師
ま
た
は
専
門
家
等
が
所
有
し
、

実
践
し
て
い
る
程
度
の
技
能
と
知
識
を
駆
使
し
て
診
療
に
当
た
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
に
照
し
て
考
え
る
と
、
も
は
、

X
側
専
門
家
が
求

め
る
期
間
内
(
⑤
時
点
)
に
バ
イ
オ

7
ン

i
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
最
初

の
バ
イ
オ
プ
シ

l
実
施
の
時
機
を
逸
し
た
等
の
過
失
は
な
い
。
し
か
し
、

リ
ン
パ
腫
に
お
け
る
早
期
診
断
、
早
期
治
療
の
重
要
性
に
関
す
る

X
側
専

門
家
の
証
言
か
ら
も
、

-U、む
両
医
師
及
び
申
病
院
に
は
ス
ラ
イ
ド
を
す

ぐ
専
門
機
関
に
送
る
義
務
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
専
門
家
は
次
の
よ
う
に
証

言
し
て
い
る
。

A
の
リ
ン
パ
肉
腫
は
⑬
時
点
で
ス
テ
ー
ジ
二
で
あ
っ
た
。

癌
が
②
1
③
時
点
で
既
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ス
テ
ー
ジ
一
で
、

こ
の
期
間
に
癒
が
ス
テ
ー
ジ
一
か
ら
二
へ
進
行
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の

間
の
治
療
の
遅
れ
が

A
の
回
復
の
可
能
性
を
奪
っ
て
お
り
、
そ
の
遅
れ
は
、

百
医
師
が
標
本
の
送
付
を
確
実
に
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
か
ら
む
医

師
ら
に
は
過
失
が
あ
る
。

A
は
、
む
の
治
療
を
受
け
て
い
る
問
、
激
痛
と
苦
し
み
に
溺
え
て
川
た

こ
と
、
乙
病
院
で
⑪
時
点
に
始
め
ら
れ
た
放
射
線
療
法
に
よ
っ
て
喉
の
腫

れ
と
、
そ
れ
に
よ
る
苦
痛
が
治
っ
た
こ
と
、

A
の
死
因
は
癌
で
あ
る
こ
と
、

早
期
に
治
療
を
受
け
て
い
れ
ば
、

A
は
、
救
命
さ
れ
、
少
な
く
と
も
延
命

さ
れ
、
そ
し
て
、
彼
の
苦
痛
は
よ
り
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
等
を
推

測
し
得
る
記
録
上
の
証
拠
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
巴
ら
の
過
失
が

A
の
死

亡
の
主
因
で
あ
る
こ
と
示
し
て
い
る
。

医
学
の
不
正
確
性
と
、
医
学
的
確
実
性
を
以
て
因
果
関
係
を
立
証
す
る

こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
穫
の
事
案
に
お
い
て

合
理
的
な
疑
い
を
超
え
て
主
原
因
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、

(
日
)

原
告
の
権
利
回
復
は
不
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う

(
E
E
R
〈叶
B
ヨヨ巾戸

M
C
斗
〉
『
r・凶斗
M
-
Z
O
印
a

名
目
白
同
∞
M
凶
(
這
主
)
を
引
用
)
。

X
側
の
証
言
は
、

も
し

A
が
早
期
に
治
療
を
受
け
て
い
た
な
ら
ば
、

A
の
命
は
救
わ
れ
て
い

た
か
、
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
命
を
長
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ

う
こ
と
、

A
の
苦
痛
は
よ
り
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
す
に
十
分

(
ぱ
山
〉

な
証
拠
で
あ
り
、
因
果
関
係
の
判
断
は
陪
審
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
。

本
判
決
は
、
ヒ
ツ
ク
ス
理
論
を
、
主
原
因
の
証
明
に
必
要
な
確
実
性
の

程
度
を
緩
和
さ
せ
る
説
得
的
な
論
拠
と
捉
え
て
い
る
。
結
果
的
に
、
陪
審

は
、
患
者
の
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
生
存
可
能
性
の
減
少
か
ら
主
原
因
を
推

(口)

諭
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

【

5
】
。
£
ロ
g
〈・臼ぢ〈
2
・A
T
S
司
-
M
己
目
。
】
凶
(
∞
円

E
C円・
3
コ)・
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〈
事
実
の
経
過
〉
①
五
月
一

O
目、

A
は
、
歯
痛
を
訴
え
て

Y
医
師
を

受
診
し
た
。

Y
は、

A
の
下
顎
右
第
一
大
臼
歯
を
抜
き
、
歯
槽
膿
漏
と
診

断
し
た
。
②
二
六
日
、
抜
歯
後
の
歯
糟
が
回
復
し
て
い
な
か
っ
た
。
③
六

月
九
日
、
な
お
も
抜
歯
後
の
歯
槽
状
態
が
不
良
で
あ
っ
た
。

A
は
断
続
的

な
出
血
と
、
歯
肉
の
脆
さ
を
訴
え
た
。

Y
は
、
治
癒
の
阻
害
原
因
を
探
る

た
め
に
血
液
検
査
を
し
た
が
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
④
八
月
一
一
一
一
日
ま
で

A
は
定
期
的
に
受
診
し
た
が
、
依
然
、
同
様
の
症
状
が
続
い
た
。
容
易
に

出
血
し
、
断
続
的
な
自
然
出
血
が
あ
っ
た
。

A
は
気
分
不
良
を
訴
え
た
。

こ
の
時
点
で
、
確
実
な
診
断
の
た
め
に
は
組
織
バ
イ
オ
プ
シ
ー
が
必
要
で

あ
っ
た
が
、
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
⑤
Y
は
、
慢
性
骨
髄
炎
と
い
う
診
断

を
し
て
、
抗
生
物
質
を
処
方
し
た
。
⑥
九
月
、

A
は
、
歯
槽
底
か
ら
の
出

血
が
ひ
ど
い
た
め
二
度
Y
の
治
療
を
受
け
た
。
抗
生
物
質
に
よ
る
治
療
が

続
行
さ
れ
た
。
⑦
一
一
六
日
、

Y
は、

A
の
歯
肉
に
癌
性
の
腫
痛
の
よ
う
な

も
の
を
発
見
し
た
。
⑧
一

O
月
四
日
、

A
は
甲
大
学
病
院
に
入
院
し
、
そ

こ
で
、
直
ち
に
悪
性
の
表
皮
癌
と
診
断
さ
れ
た
。
広
範
囲
に
及
ぶ
手
術
、

放
射
線
治
療
等
が
な
さ
れ
た
。
⑨
翌
年
八
月
一
一
一
一
目
、
癌
の
た
め
死
亡
し

た。八
裁
判
所
の
判
断
〉
事
実
審
に
て
、

X
側
専
門
家
は
次
の
よ
う
な
証
言

を
し
た
。

A
の
癌
は
、
当
初
①
時
点
か
ら
、
お
そ
ら
く
存
在
し
た
で
あ
ろ

う
こ
と
、
③
時
点
で
、

Y
は
、
組
織
バ
イ
オ
プ
シ
ー
を
す
べ
き
で
あ
っ
た

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
癌
は
発
見
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、

A
の
癌
が
、

そ
の
時
点
か
、
ま
た
は
実
際
の
時
(
③
)
よ
り
も
早
い
時
期
に
治
療
を
受

け
て
い
た
な
ら
ば
、

A
は
よ
り
長
く
、
そ
し
て
、
よ
り
穏
や
か
に
生
き
ら

れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。

X
側
は
、
こ
れ
ら
を
勘
案
し
て
、
組
織
バ

イ
オ
プ
シ
ー
に
よ
っ
て
痛
を
診
断
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
過
失
で
あ
る

と
し
た
。
し
か
し
、

Y
の
過
失
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
の

A
の
生
存
率
が
減

(
日
)

少
し
た
か
に
つ
い
て
は
明
示
し
て
い
な
い
。

控
訴
裁
判
所
は
、
【

4
】

r
g
g
判
決
に
依
拠
し
な
が
ら
、
専
門
家
の

右
証
言
は
、
事
案
を
陪
審
に
付
し
て
主
原
因
を
決
定
さ
せ
る
に
十
分
で
あ

(
川
口
)

る
と

L~。
さ
ら
に
、

A
が
Y
の
過
失
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
損
害
を
被
っ

た
か
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

A
は
、
癌
が
診
断
さ
れ
な
か
っ

た
②
か
ら
⑧
ま
で
の
四
か
月
あ
ま
り
、
か
な
り
の
苦
痛
と
不
必
要
な
治
療

に
苦
し
ん
だ
こ
と
が
、
証
拠
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

A
は
、
死
を
目
前
に

し
た
そ
の
問
、
激
痛
と
醜
貌
、
自
分
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
、
話
せ
な
い
と

い
っ
た
総
体
的
な
不
快
さ
、
さ
ら
に
精
神
的
苦
痛
を
被
っ
た
。

A
が
よ
り

早
く
治
療
を
受
け
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
苦
痛
は
緩
和
さ
れ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。

Y
の
過
失
が
、
救
命
の
チ
ャ
ン
ス
、
ま
た
は
、
少
な
く

と
も
よ
り
長
く
、
よ
り
快
く
生
き
る
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
を
、
実
質
的
に
減

少
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

本
判
決
は
、
次
の
こ
と
を
認
め
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
種
の
癌
の
生
存

北法49(6・48)1206
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率
は
総
体
的
に
三
O
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
、
及
、
び
、
癌
が
よ
り
早
く

発
見
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
チ
ャ
ン
ス
は
か
な
り
増
え
て
い
た
だ
ろ
う
と
い

う
証
言
は
、
因
果
関
係
を
立
証
す
る
に
十
分
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

A
が
被
っ

た
「
延
命
の
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
、
よ
り
長
く
よ
り
快
適
に
生
き
る
た

(
初
)

め
の
チ
ャ
ン
ス
の
減
少
」
は
、
損
害
賠
償
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
被
告

の
過
失
が
、
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
(
暖
味
で
も
)
の
生
存
の
チ
ャ
ン
ス

を
減
少
さ
せ
た
と
い
う
実
質
的
な
証
拠
が
提
示
さ
れ
、
陪
審
が
そ
れ
を
主

原
因
と
認
定
し
た
場
合
、
被
告
に
は
賠
償
責
任
が
あ
る
と
し
た
こ
と
に
な

ろ、つ。
{
6
}
冨
円
∞
一
コ
己
目
〈
-
C
E
R己的

E
g
h
a
N同U
-

留
は
(
申
円
E
C
こヨ
M
)

〈
事
実
の
概
要
〉
①
一
月
、

A
は
、
胸
下
部
痛
の
原
因
を
調
べ
る
た
め

に
Y
病
院
の
胸
部
病
棟
に
五
日
間
入
院
し
た
。
そ
の
結
果
、
心
臓
病
の
確

定
診
断
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
疑
い
は
残
っ
た

o
A
は
、
数
週
以

内
に
検
査
の
た
め
受
診
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
て
、
退
院
し
た
。
②
二
八
日
、

退
院
し
て
三
日
後
、

A
は
再
び
激
し
い
絢
部
痛
に
襲
わ
れ
た
。
早
朝
、

Y

病
院
の
救
急
室
に
い
っ
た
。
若
い
レ
ジ
デ
ン
ト
甲
が

A
を
診
察
し
た
。
甲

は
前
の
検
査
結
果
を
読
み
、
心
電
図
を
と
っ
た
。
心
電
図
に
は
心
筋
の
筆

縮
を
一
不
す
電
気
的
変
化
が
見
ら
れ
た
。

A
の
痛
み
は
す
ぐ
弱
ま
り
、
検
査

の
聞
に
パ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
も
正
常
に
な
っ
た
。
国
γ
は
胃
腸
疾
患
に
よ
る
痛

み
と
診
断
し
た
が
、
心
疾
患
の
可
能
性
も
疑
っ
て

n
n
c
(心
臓
疾
患
治

療
室
)
へ
の
入
院
を
勧
め
た
が
、

A
は
家
に
帰
る
こ
と
を
希
望
し
た
。
医

師
は
、
痛
み
が
再
発
し
た
ら
す
ぐ
受
診
す
る
こ
と
を
条
件
に
帰
宅
を
許
可

し
た
。
③
し
か
し
、

A
は
、
家
に
着
く
や
、
す
ぐ
死
亡
し
た
。

〈
裁
判
所
の
判
断
〉
医
師
が
患
者
に
対
し
て
負
う
注
意
義
務
の
基
準
は
、

当
該
医
師
の
個
人
的
な
知
識
や
教
育
に
よ
っ
て
変
ら
な
い
。

A
に
は
、
医

療
界
に
お
い
て
通
常
な
さ
れ
て
い
る
程
度
の
治
療
を
期
待
す
る
権
利
が
あ

り、

Y
病
院
に
は
そ
の
基
準
に
見
合
っ
た
知
識
・
技
能
を
有
す
る
医
師
を

配
属
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。
入
院
に
よ
っ
て

A
が
救
命
さ
れ
た
チ
ャ
ン
ス

は、

A
の
病
状
と
、

(und
で
の
治
療
に
よ
る
救
命
率
か
ら
す
る
と
、
少

な
く
と
も
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
医
師
が
治
療
上
の
過

失
に
よ
り
患
者
の
快
方
に
向
か
う
か
な
り
の
(
日
G
E
m
s豆
チ

ャ

ン

ス

を
奪
っ
た
時
は
、
そ
の
治
療
が
病
気
や
死
を
く
い
止
め
た
で
あ
ろ
う
と
い

う
確
実
性
が
な
く
と
も
、
患
者
は
医
師
に
対
し
て
回
復
を
求
め
る
こ
と
が

(
幻
)

で
き
よ
う
。
以
上
か
ら
本
判
決
は
、
被
告
勝
訴
の
原
審
判
決
を
破
棄
し
、

(
勾
)

差
戻
し
た
。

【

7
】
同
己

-g宮
司
加
〈
・
∞
2
z
r門
田
町

-
E
S宮

E-a
〉・
0
・Na
コメヨ叫
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z-Jへ・∞・
M
己凶(〕∞(-喝、下#)・

〈
事
実
の
経
過
〉
①
八
月
一
九
日
、

A
は
、
む
内
科
医
、
む
脳
外
科
医

の
私
的
な
患
者
(
白
宝

g
R
宮
5
E
)
と
し
て
脳
動
脈
癌
の
手
術
の
た
め

に
も
病
院
に
入
院
し
た
。
仏
μ
は、

A
の
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
に
内
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服
治
療
が
必
要
と
判
断
し
、
毎
朝
の
服
薬
を
指
示
し
た
。
こ
の
内
服
は
も

に
よ
っ
て
予
定
さ
れ
て
い
た
手
術
の
前
処
置
と
し
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、

A
に
は
一
度
も
薬
が
投
与
さ
れ
な
か
っ
た
。
②
一
一
一
一
目
、

神
経
学
的
悪
化
を
伴
う
再
出
血
の
兆
候
が
あ
っ
た
。
③
一
一
一
一
一
日
、

A
は
血

圧
が
高
く
重
症
で
、
そ
の
状
態
が
二
五
日
ま
で
続
い
た
。
④
二
六
日
、
血

圧
が
二
四
O
ま
で
上
が
り
、
出
血
を
起
こ
し
て
死
亡
し
た
。

A
は
、
②
時
点
で
の
出
血
の
後
、
七
二
時
間
は
回
復
可
能
で
あ
っ
た
こ

と
が
記
録
上
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
も
は
、

A
は
、
八
月
二
四
日
に
お
い
て

も
末
期
状
態
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、

A
の
死
亡
は
、
薬
を
欽
ま

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
証
言
し
た
。

X
側
専
門
家
は
、

A
に
降
圧
剤
が

投
与
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
②
以
降
の
回
復
を
妨
げ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、

A
が
適
切
な
薬
物
治
療
の
後
、
手
術
を
受
け
て
い
れ
ば
二

O
パ
ー
セ
ン
ト

(
お
)

か
ら
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
生
存
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
、
救
命
の
可
能
性

{
加
)

(3Ez--々
)
が
あ
っ
た
と
証
言
し
た
。

〈
裁
判
所
の
判
断
〉
被
告
等
の
上
訴
に
対
し
て
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に

(
お
)

判
示
し
た
。
も
し

A
に
適
切
な
投
薬
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、

A
の
血
圧
は

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
手
術
が
可
能
と
な
り
、

A
は
回
復
で
き
た
か
も
し

れ
な
い
。
主
原
因
の
問
題
は
、
陪
審
に
よ
っ
て
審
理
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
り
、
陪
審
だ
け
で
争
い
の
あ
る
証
拠
を
審
査
し
、
専
門
家
の
証
言
に
基

づ
い
て
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
判
断
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
判
決
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
、
証
明
基
準
と
し
て
チ
ャ
ン
ス
の
ど
の
程
度
の
減

少
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
そ
の
割
合
に
つ
い
て
定
量
化
し
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
、
医
師
が
、
患
者
の
権
利
侵
害
を
、

そ
の
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
増
加
さ
せ
た
と
い
う
だ
け
の
立
証
に
よ
っ
て

(
お
)

原
告
勝
訴
の
陪
審
評
決
が
出
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

【

8
】

Egg--
〈・印
8
3
e
u
。
〉
ロ
足
。
∞
h
f
凶

3
z・J「
・
臼
・
位
以
。
(
苔
ゴ
)

〈
事
実
の
経
過
〉
①
八
月
、

A
は
、
便
潜
血
、
痔
や
消
化
不
良
な
ど
を

訴
え
て
甲
医
師
を
受
診
し
た
o

甲
は
胆
石
症
状
と
判
断
し
た
。
②

Y
病
院

に
入
院
し
、
甲
に
よ
る
胆
嚢
摘
出
術
を
受
け
た
。
手
術
に
先
立
ち
、
甲
は
、

腸
管
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
は
し
た
が
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
指
示
は
し

な
か
っ
た
。
腸
管
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
に
よ
っ
て
右
肺
中
央
部
分
の
陰
影
が

発
見
さ
れ
た
。
③
翌
年
、

A
は
再
度
、

Y
病
院
に
入
院
し
た
。
こ
の
時
の

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
は
、
そ
の
肺
部
の
病
変
は
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。

④
そ
の
後
、
胸
部
転
移
癌
と
診
断
さ
れ
て
、
そ
の
巨
大
な
病
巣
の
切
除
術

が
な
さ
れ
た
が
、
切
除
不
能
で
あ
っ
た
。
⑤
一
年
後
、

A
は
、
悪
性
の
気

管
支
原
発
癌
の
た
め
死
亡
し
た
。

〈
裁
判
所
の
判
断
〉
患
者
が
掛
か
り
つ
け
の
医
師
を
受
診
し
、
そ
の
医

師
と
患
者
の
関
係
が
、
医
師
が
自
ら
診
療
を
す
る
と
い
っ
た
基
本
的
な
も

の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
当
該
病
院
と
雇
用
等
の
関
係
に
は
な
く
、
患
者
と

北法49(6・50)1208



米同における「チャンスの喪失 (LOSSOF CHANCE) J理諭(1)

の
契
約
関
係
に
あ
る
医
師
が
撮
っ
た

X
線
写
真
が
争
点
で
あ
る
場
合
は
、

当
該
病
院
は
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
う
の
が
結
論
で
あ
る
。

そ
し
て
、
最
高
裁
判
所
は
、
陪
審
が
判
断
す
べ
き
点
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
判
示
し
た
。
陪
審
は
、
故
人
の
生
存
の
チ
ャ
ン
ス
が
ど
ん
な
に
小
さ

な
も
の
で
あ
れ
、
被
告
の
過
誤
が
そ
れ
を
奪
っ
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

だ
け
で
よ
い
と
す
る
【

7
】
穴
住

g
z
a判
決
は
、
原
告
に
と
っ
て
有
利

な
も
の
で
は
な
い
。
最
終
的
に
判
断
す
べ
き
事
項
は
、

A
の
回
復
の
チ
ャ

ン
ス
の
割
合
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
、

A
に
は
、
過
誤
が
な
け
れ
ば
回
復

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
実
質
的
な
可
能
性
が
あ
っ
た
か
否
か
で
あ
る
。
過
畑
一
一
回

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

A
は
死
ん
で
い
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
陪
審
が
、
医
師
の
過
誤
が
直
接
的
か
つ
実
質
的
な
チ
ャ
ン
ス
を

A

(
幻
)

か
ら
奪
っ
た
ど
う
か
を
判
断
し
て
、
解
決
で
き
る
。
そ
の
上
で
被
告
勝
訴

を
支
持
し
た
。

【

9
】

2
5
2〈
-
C
E円
m
a
M
S
Rで
お
凶
問
的
E
漂
弓
∞
]
(
内
包
・
ヨ
∞
C
)
・

八
事
実
の
経
過
〉
①
一
九
七
六
年
二
一
月
、

X
は、

Y
に
よ
る
採
用
前

健
康
診
断
の
際
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
気
管
の
右
側
附
近
に
あ
る
異

常
陰
影
を
発
見
さ
れ
た
。
甲
放
射
線
医
は
、
癌
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、

再
検
査
が
必
要
な
こ
と
等
を
レ
ポ
ー
ト
に
記
載
し
た
。
②
し
か
し
、

Y
の

事
務
的
な
手
違
い
か
ら
、

X
の
胸
部
写
真
と
そ
の
レ
ポ
ー
ト
が
、
採
用
判

定
医
師
に
渡
さ
れ
ず
、

X
に
も
、
何
ら
知
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
X
は
採
用

さ
れ
た
。
③
一
九
七
八
年
一

O
月
頃
か
ら
胸
痛
、
咳
等
の
症
状
が
出
現
し
、

主
治
医
に
よ
る
診
察
の
結
果
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
上
、
右
肺
に
大
き

な
塊
り
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
れ
は
、
気
管
附
近
の
カ
ル
チ
ノ

l

マ
で
、
縦
隔
膜
に
浸
潤
し
て
お
り
手
術
不
能
で
あ
っ
た
。
④
一
一
月
と
一

二
月
、
放
射
線
療
法
を
受
け
た
。
⑤
事
実
審
当
時
、

X
は
放
射
線
療
法
を

受
け
て
腫
蕩
が
小
さ
く
な
り
体
重
も
戻
っ
て
職
場
に
復
帰
し
て
い
た
。

i
xは、
Y
が

X
の
癌
性
腫
蕩
を
見
逃
し
た
た
め
、
五
年
生
存
の
チ
ャ
ン

ス
が
一

O
な
い
し
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
た
と
主
張
し
た
が
、
証
人
は

全
員
、
適
宜
に
発
見
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も

X
の
腫
傷
は
手
術
が
不
可
能

で
あ
っ
た
と
し
た
。

〈
裁
判
所
の
判
断
〉
一
日
一
、
医
療
過
誤
訴
訟
の
原
告
が
被
告
の
過
失
を

証
明
し
た
場
合
、
単
に
憶
測
で
は
な
い
相
当
の
医
学
的
根
拠
で
当
該
権
利

侵
害
と
の
因
果
関
係
を
示
す
証
拠
は
、
主
原
因
を
立
証
す
る
に
十
分
で
あ

る。

Y
の
過
失
に
よ
っ
て

X
は
、
早
期
に
治
療
を
受
け
る
機
会
、
余
命
や

身
体
的
・
精
神
的
快
適
さ
を
実
現
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
奪
わ
れ
た
。
そ
の
チ
ャ

ン
ス
が
ど
ん
な
に
小
さ
く
て
、
そ
の
大
き
さ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
し
て
も
、
誰
も
彼
の
延
命
の
た
め
の
、
ま
た
は
、
苦
痛
を
緩
和
す
る

た
め
の
チ
ャ
ン
ス
を
価
値
の
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

裁
判
所
は
、
損
害
に
つ
い
て
癌
が
見
つ
か
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら

く
適
切
な
治
療
に
よ
っ
て
、
延
命
が
図
ら
れ
、
苦
痛
も
少
な
く
な
っ
て
い

北法49(6・5111209
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(
お
)

た
で
あ
ろ
う
と
し
、
こ
の
範
聞
で
の
損
害
賠
償
を
認
め
た
。
早
期
に
、
よ

り
効
果
的
な
治
療
を
受
け
る
機
会
を
失
っ
た
こ
と
に
対
し
て
三
万
五
千
ド

ル
と
、
そ
れ
ら
に
よ
る
精
神
的
苦
痛
に
二
万
五
千
ド
ル
の
賠
償
を
命
じ
た
。

こ
の
場
合
、
①
か
ら
③
時
点
ま
で
の
聞
は
、

X
は
癒
を
知
ら
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
精
神
的
苦
痛
は
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
の
聞
の
損
害
額
は
差

し
引
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

【

叩

】

沼

田

吋

〈

-
Cロ
回
目
白
色
凶

E
o
p
a
c∞
明
・
印
吾
匂

-
Eぷ
(
0・
nose-喧
∞
凶
)
・

〈
事
実
の
経
過
〉
①
一
九
七
七
年
一
月
、

A
は
、
声
が
で
な
い
こ
と
や
、

気
管
支
炎
様
症
状
を
訴
え
て
Y
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
を
受
診
し
、
胸
部

X
線
写
真
の
結
果
、
左
肺
の
陰
影
が
発
見
さ
れ
た
ο

甲
放
射
線
医
は
、
近

日
中
に
再
検
査
の
必
要
が
あ
る
旨
カ
ル
テ
に
記
載
し
た
が
、

A
に
は
、
そ

れ
ら
は
一
切
説
明
さ
れ
な
か
っ
た
。
②
三
月
、

A
は
、
頚
と
一
一
屑
の
持
続
痛

を
訴
え
て

Y
セ
ン
タ
ー
を
受
診
し
た
。
そ
の
時
、
①
の
異
常
は
取
り
上
げ

ら
れ
な
か
っ
た
。
③
一
九
七
八
年
四
月
、

A
は
、
頑
固
な
疲
労
が
続
い
た

た
め
退
職
し
た
。
④
五
月
、
①
に
お
け
る
写
真
上
の
左
肺
陰
影
は
、
さ
ら

に
増
大
し
て
い
た
。
⑤
六
月
、

A
は、

Y
セ
ン
タ
ー
に
入
院
し
て
左
肺
下

葉
の
切
除
術
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
病
理
解
剖
の
結
果
、
癌
で
あ
っ
た
。

A

は
、
放
射
線
治
療
(
六
月
六
日
か
ら
始
ま
り
、
完
了
は
九
月
八
日
)
を
受

け
て
、
順
調
に
回
復
し
た
。
@
し
か
し
、
そ
の
後
、
下
肢
の
感
覚
喪
失
等

が
生
じ
て
徐
々
に
歩
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
⑦
一
九
七
九
年
一
月
、

Y
セ
ン
タ
ー
に
入
院
し
た
。
当
初
の
診
断
は
放
射
線
治
療
に
よ
る
放
射
線

脊
髄
炎
で
治
療
法
が
な
か
っ
た
。
⑧
そ
の
後
、
放
射
線
に
よ
る
第
四
・
第

五
胸
椎
骨
の
骨
髄
炎
の
た
め
胸
部
中
位
ま
で
麻
揮
が
上
行
し
た
。
回
復
不

能
で
あ
っ
た
。
⑨
一
九
八
O
年
春
か
ら
、
呼
吸
困
難
と
う
つ
血
性
心
臓
発

作
が
出
現
し
た
。
そ
の
後
、
数
回
病
院
を
変
え
、
多
く
の
合
併
症
に
苦
し

み
な
が
ら
治
療
を
継
続
し
た
。
放
射
線
治
療
に
よ
る
重
篤
な
組
織
損
傷
に

対
し
て
は
お
び
た
だ
し
い
外
科
的
療
法
が
施
さ
れ
た
。
⑮
一
九
八
一
年
一

一
一
月
、
癌
は
治
療
不
能
と
判
断
さ
れ
た
。
一
年
後
、

A
は
自
宅
で
死
亡
し

北法49(6・52)1210 

た。〈
裁
判
所
の
判
断
〉
①
な
い
し
②
に
お
い
て
、

Y
が
A
の
診
療
録
を
適

切
に
維
持
管
理
し
な
か
っ
た
こ
と
、

A
に
肺
癌
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
な

か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
適
切
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
ケ
ア
を
実
践
し
な
か
っ

た
こ
と
は
、
看
護
及
び
治
療
上
の
過
失
に
あ
た
る
。
本
件
の
場
合
、
基
準

に
達
し
な
い
ケ
ア
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
権
利
侵
害
は
、

A
の
癌
か

ら
の
回
復
ま
た
は
延
命
の
チ
ャ
ン
ス
を
実
質
的
に
縮
減
さ
せ
た
こ
と
に
な

る
。
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
を
判
示
し
た
多
く
の
判
決

(
E
n
F
r
g
F

窓口

ω
E
p
p
s
g
等
)
は
、
延
命
の
チ
ャ
ン
ス
喪
失
に
対
す
る
賠
償
を
認

め
て
い
る
。

X
は、

Y
の
過
失
に
よ
り
、

A
の
五
年
間
生
存
の
チ
ャ
ン
ス

が
、
四
O
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
た
こ
と
に
よ
っ

(
却
)

て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
。
結
論
と
し
て
本
判
決
は
、



コ
ロ
ラ
ド
州
法
を
適
用
し
て
、

X
に
、
延
命
の
チ
ャ
ン
ス
喪
失
に
基
づ
き
、

(
初
)

五
O
四
三

0
0
ド
ル
を
損
害
賠
償
を
命
じ
た
。
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2

考

察

川
裁
判
所
が
判
決
理
由
の
根
拠
と
し
て
い
る
の
は
、
患
者
側
が
示
す
、
被

告
の
行
為
が
患
者
の
身
体
的
損
害
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
絶
対
的
で
確

実
な
証
拠
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、
被
告
の
行
為
が
、
患
者
の
生
存
ま
た

(
出
)

は
回
復
の
実
質
的
な
チ
ャ
ン
ス
を
奪
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
換
言

す
れ
ば
、
裁
判
所
は
、
不
法
行
為
者
が
被
害
者
か
ら
実
質
的
な
チ
ャ
ン
ス

を
奪
っ
た
場
合
は
、
不
法
行
為
者
は
、
実
質
的
な
可
能
性
ま
た
は
チ
ャ
ン

ス
を
実
現
可
能
の
枠
外
に
お
い
た
者
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
事
後
に
及
ん
で
、

そ
の
結
果
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
反
駁
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

(
泥
)

な
い
、
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
被
告
で
あ
る
医
師
側
か
ら
、
回
復
の
可

能
性
の
な
い
侵
害
が
既
に
起
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
医
師
の
過
失
行
為
や

不
行
為
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
患
者
に
そ
の
よ
う
な
損
害
が
生
じ
て
い

た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
被
告
の
過
失
あ
る
行
為
・
不
行
為
は
主
原
因
で
は
な

(
お
)

い
と
の
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
あ
る
過
失
行
為
が
、
問
題

と
さ
れ
て
い
る
権
利
侵
害
の
主
原
因
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
の
過
失
行
為

が
当
該
権
利
侵
害
の
唯
一
の
原
因
で
あ
る
必
要
は
な
い
」
(
列
喜
美
〈
-

C
5
a
∞
E
n
p
a∞同
U
N
O
S
-
岨
ム
ゴ
(
吋
吾
色
こ
申
告
こ
か
ら
、
右
の
反
論

は
当
た
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
反
論
は
、
生
存
ま
た

は
回
復
の
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
よ
り
も
、
死
亡
や
悪
結
果
に
焦
点
を
あ
て
る

と
い
う
、
大
多
数
の
裁
判
所
が
お
か
し
て
い
る
の
と
同
様
の
間
違
い
か
ら

(
泊
)

生
じ
る
誤
解
で
あ
る
と
の
見
方
も
あ
る
。

同
ヒ
ッ
ク
ス
理
論
を
適
用
し
た
裁
判
例
の
事
案
的
特
徴
を
、
〈
事
実
の

経
過

V
と
八
裁
判
所
の
判
断
〉
か
ら
検
討
す
る
と
、
以
下
の
三
つ
の
特
質

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
一
は
、
患
者
の
病
状
の
経
過
に
従
っ
て
、
そ
の
状
況
下
で
な
さ
れ
る

べ
き
医
師
の
注
意
義
務
内
容
が
、
専
門
家
の
証
言
に
基
づ
い
て
認
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

{
2
】
は
、
事
件
当
時
、
同
地
域
の
医

療
界
で
行
わ
れ
て
い
た
麻
酔
管
理
の
水
準
と
、
外
傷
に
よ
る
緊
急
患
者
に

対
す
る
管
理
基
準
を
設
定
し
た
上
で
、
本
件
医
師
の
医
療
行
為
は
そ
れ
ら

の
基
準
に
照
し
て
妥
当
で
な
か
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。
【

3
】
は
、
緊

急
室
勤
務
に
当
た
る
看
護
婦
が
、
患
者
の
容
態
を
オ
ン
・
コ
ー
ル
医
師
に

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
つ
い
て
当
時
の
看
護
水
準
か
ら
見
て

い
る
。

{
4
】
は
、
州
法
が
求
め
る
医
師
が
医
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
有

す
べ
き
知
識
と
技
能
の
程
度
に
つ
い
て
、
【

5
】
は
、
組
織
バ
イ
オ
プ
シ
ー

を
行
っ
て
癌
を
早
期
に
発
見
す
べ
き
義
務
に
つ
い
て
判
示
す
る
。
さ
ら
に
、

【
6
】
は
、
医
師
が
患
者
に
対
し
て
負
う
注
意
義
務
の
基
準
は
、
個
別
具

体
的
な
医
師
毎
の
事
情
に
応
じ
て
変
化
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度

北法49(6・53)1211 
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ま
で
は
抽
象
的
に
決
め
ら
れ
る
と
す
る
。

第
二
は
、
医
療
側
の
明
ら
か
な
過
失
が
問
わ
れ
て
い
る
事
例
が
多
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
【

3
】
に
お
い
て
、
仏
医
師
は
、
事
件
当
日
の
オ
ン
・

コ
l
ル
医
師
で
あ
り
な
が
ら
、

A
が
苦
し
ん
で
い
た
頃
、
他
の
患
者
を
診

て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
病
院
か
ら
一

O
分
の
自
宅
に
居
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
救
急
室
に
来
な
か
っ
た
。

{
4
】
は
、
標
本
を
送
ら
な
か
っ
た
と
い

う
極
め
て
単
純
な
ミ
ス
で
あ
る
。
【

5
】
で
は
、
治
療
の
効
果
が
な
く
出

血
な
ど
の
症
状
が
悪
化
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
原
因
究
明
の
た
め
当
然
に

組
織
バ
イ
オ
プ
シ
ー
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
実
施
し
な
か
っ
た
。

{
6
】

は
、
心
電
図
を
解
読
す
る
能
力
が
未
だ
備
っ
て
い
な
い
若
い
レ
ジ
デ
ン
ト

を
診
察
医
と
し
て
配
置
し
た
病
院
側
の
過
失
で
あ
る
。
【

7
】
は
、
術
前

措
置
と
し
て
不
可
欠
な
血
圧
降
下
剤
を
投
与
し
な
か
っ
た
。

{
9
}
は、

事
務
的
な
連
絡
上
の
ミ
ス
で
あ
る
。

第
三
に
、
医
師
側
の
過
失
が
明
白
で
あ
る
た
め
か
、
そ
の
過
失
に
よ
る

患
者
の
損
失
を
暖
味
な
程
度
で
認
め
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
程

度
を
次
に
挙
げ
て
み
る
。
【

3
}
は、

A
の
生
存
の
実
質
的
な
可
能
性
、

{
4
}
は
、
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
生
存
可
能
性
、
【

5
}
で
は
、
ど
の
程

度
の
生
存
率
の
減
少
か
立
証
し
て
い
な
い
、
【

6
】
は
、
快
方
に
向
か
う

か
な
り
の
チ
ャ
ン
ス
、
【

7
】
は
、
二

O
か
ら
四
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
救
命

可
能
性
、
【

9
】
は
、
お
そ
ら
く
適
切
な
治
療
に
よ
っ
て
延
命
が
は
か
ら

れ
苦
痛
も
少
な
く
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

実
質
的
な
可
能
性
(
日
与
田

SEE-
吉
田
町
』
立
恵
三
の
程
度
に
つ
い
て
、
そ

の
解
釈
は
幾
っ
か
に
分
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、

q
g百
円
E
z
u
o
官
2
2円

北法49(6・54)1212

n
F
8
8
0『
2
2守
包
(
例
え
ば
、
目
n
E
判
決
)
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、

言。

Z
σ
q
g三
E
口
間
関
門

8
5
S
S
M
-
M
O
R
g円
で
あ
り
、
恐
ら
く
五
パ
ー
セ

ン
ト
よ
り
も
大
き
い
場
合
(
例
え
ば
、
【

4
}
は
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
)
と

す
る
。
【

3
】、【

6
}
は
、
具
体
的
な
数
字
を
示
さ
ず
に
、
実
質
的
な
、

か
な
り
の
、
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
程
度
は
緩

和
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

口
被
害
の
危
険
性
増
加
基
準
と
実
質
的
な
要
因
基
準
の
併
用

因
果
関
係
立
証
の
緩
和
を
志
向
す
る
も
う
一
つ
の
手
法
と
し
て
、
歴
史

的
に
、
被
告
の
救
助
義
務
を
明
示
す
る
も
の
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
、

不
法
行
為
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
(
第
二
版
)
一
一
一
一
一
一
一
一
条

(
a
)

の
適
用
が

(
お
)

あ
る
(
以
下
で
は
、
被
害
の
危
険
性
増
加
基
準
と
略
称
す
る
)
。
三
二
三

条

(a)
は
、
次
の
通
り
規
定
す
る
。

「
無
償
、
有
償
の
区
別
な
く
、
他
人
や
物
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
他
人
に
提
供
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
は
、
業
務

を
遂
行
す
る
に
際
し
て
相
当
な
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
た
他

人
の
身
体
的
損
害
に
対
し
て
、
次
の
場
合
に
は
責
任
を
免
れ
な
い
。

(a)
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そ
の
よ
う
な
注
意
の
不
履
行
が
そ
の
よ
う
な
被
害
の
危
険
性
を
増
大
さ
せ

(
お
)

る
場
合
、

(
b
)
:
・」
0

こ
の
不
法
行
為
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
(
第
二
版
)
一
一
一
二
三
条

(
a
)
の

適
用
は
、
陪
審
に
事
実
審
理
を
委
ね
る
に
必
要
な
「
確
実
さ
の
程
度
」
を

緩
和
さ
せ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
因
果
関
係
に
関
す
る

「
実
質
的
な
要
因
」
基
準
(
不
法
行
為
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
(
第
二
版
)
・

四
三
二
条
(

2

)

)

(

頁
参
照
)
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。

-

裁

判

例

【
日
】
国
自
己
〈
・
回

EME口
町
凶

S
P
N
a
]
M
g
(司
主
主
∞
)
が
、
初
め
て
の

適
用
裁
判
例
で
あ
る
。

〈
事
実
の
経
過
〉
①
X
は
、
真
夜
中
、
激
し
い
胸
痛
を
訴
え
て
い
る
A

を
Y
病
院
に
連
れ
て
い
っ
た
。
②
し
か
し
、
救
急
室
に
当
番
医
が
い
な
か
っ

た
た
め
、
代
っ
て
甲
医
師
が
心
電
図
の
指
示
を
出
し
た
が
、
差
込
み
口
が

こ
わ
れ
て
い
た
の
で
心
電
計
が
動
か
な
か
っ
た
。
他
の
心
電
計
を
探
し
て

い
る
問
に
甲
は
病
院
を
離
れ
た
。
①
X
は、

A
を
他
の
病
院
に
搬
送
し
た

が
、
そ
こ
で
心
電
図
を
と
っ
て
い
る
問
に
心
筋
梗
塞
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
。

〈
裁
判
所
の
判
断
〉
事
実
審
は
、
全
て
の
証
拠
か
ら

X
側
証
人
は
、

Y

の
過
失
が
A
を
死
亡
さ
せ
た
主
原
因
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
医
学
的
確

実
性
の
程
度
を
以
て
立
証
し
て
い
な
い
と
結
論
づ
け
た
。(幻
)

し
か
し
、
最
高
裁
判
所
は
、
ヒ
ッ
ク
ス
理
論
に
賛
同
し
、
被
害
の
危
険

性
増
加
基
準
の
効
果
を
、
他
の
不
法
行
為
訴
訟
で
通
常
要
求
さ
れ
る
確
実

性
の
程
度
を
緩
め
る
こ
と
に
あ
る
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て

(
お
)
い
る
。
一
日
寸

X
が
、
被
害
の
危
険
性
増
加
基
準
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
な

状
況
に
お
い
て
、

Y
の
過
失
が
、
他
人
へ
の
損
害
の
危
険
を
増
大
さ
せ
た

と
い
う
こ
と
を
示
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
さ
ら
に
事
実
認
定
者
(
医
療

の
専
門
家
で
は
な
い
)
が
審
理
し
て
、
そ
の
危
険
性
の
増
加
が
、
損
害
を

引
き
起
こ
す
実
質
的
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
定
す
る
根
拠
に
な
る
。

後
に
続
く
判
決
例
は
、
こ
の
ハ
ミ
ル

(
E
s
t
-
)
判
決
を
、
本
基
準
を

(
ぬ
)

採
用
す
る
と
き
の
論
拠
と
し
て
い
る
。

【ロ】

C
S乱
開
}
〈

-
E
O巴
『

P
S
こ
よ
・
3
少
お
-hpM弘
吉
品
(
-
混
。
)
H
後
遺

障
害
事
案

〈
事
実
の
経
過
〉

①
七
月
、
犯
(
五
才
)
は
、
左
前
腕
を
骨
折
し
た
o

Y
医
師
は
手
術
を
し
て
ギ
ブ
ス
回
定
を
し
た
。
②
一

O
月
末
、
ギ
ブ
ス
は

取
り
外
さ
れ
、

V

ね
は
退
院
し
た
。
③
む
(
母
)
は
、
退
院
時
、
骨
折
部
位

に
塊
り
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
徐
々
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
で
、

む
は
受
診
の
度
に
、

Y
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
撮
っ
て
く
れ
る
よ
う
依
頼

し
た
が
、

Y
は
、
そ
の
塊
を
単
な
る
硬
結
と
判
断
し
て
写
真
を
撮
ら
ず
に

治
療
を
続
け
た
。
④
翌
年
一
一
月
、
ぬ
は
、
甲
整
形
外
科
医
の
診
察
を
受

け
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
の
結
果
、
骨
折
部
位
に
軟
組
織
に
よ
る
浸
潤
が

認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
バ
イ
オ
プ
シ
|
の
結
果
、
線
維
肉
腫
と
診
断
さ
れ
、

北法49(6・55)1213
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そ
の
骨
部
位
を
切
除
し
た
。
⑤
し
か
し
、
一
年
後
、
癌
は
同
部
位
に
再
発

し
、
犯
の
ひ
じ
か
ら
上
の
上
腕
部
が
切
断
さ
れ
た
。

-
L側
は
、

Y
が
、
ぬ
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
撮
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
ぬ

の
腕
切
断
の
原
因
な
の
か
、
ま
た
は
、
そ
の
よ
う
な
過
失
が
な
け
れ
ば
腕

の
切
断
は
回
避
で
き
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
相
当
程
度
の
医
学
的

確
実
性
を
以
て
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

〈
裁
判
所
の
判
断
〉
最
高
裁
判
所
は
、

L
側
専
門
家
の
証
言
に
つ
い
て

(

川

山

)

次
の
よ
う
に
判
示
す
る
。
即
刻
の
バ
イ
オ
ブ
シ
ー
に
よ
っ
て
、
骨
へ
の
浸

潤
が
始
る
前
に
骨
肉
腫
が
発
見
で
き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
適

切
な
診
療
を
し
て
い
れ
ば
、
増
大
し
て
い
る
塊
り
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を

し
、
さ
ら
に
バ
イ
オ
プ
シ

l
検
査
へ
と
進
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し

て
、
骨
肉
腫
が
よ
り
早
く
摘
出
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
上
腕
切
断
の
危
険

性
は
よ
り
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
証
言
は
、
陪
審
が

Y
医
師
の
過

失
が
権
利
侵
害
を
引
き
起
こ
し
た
実
質
的
な
要
因
で
あ
る
と
す
る
に
十
分

で
あ
る
。
立
証
す
べ
き
こ
と
は
、
医
師
が
現
実
に
腕
切
断
を
引
き
起
こ
し

た
と
い
う
事
実
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
医
師
の
過
失
行
為
が
切
断
と
い
う

危
険
を
増
大
さ
せ
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
過
失
が
、

患
者
の
権
利
侵
害
を
引
き
起
こ
し
た
実
質
的
な
要
因
で
あ
る
か
否
か
を
判

断
す
る
の
は
陪
審
の
責
任
で
あ
る
。

【
日
】
回
目
門
出

-8三
門

出

〈

・

。

S
E
-
u
z
g
v】円
F
n
o
c
-
u
q白押芝
m
a
m
w
h
H

司
-
N
a
h
F斗
品

(宅
S
F・
』
ゆ
∞
凶
)
・

〈
事
実
の
経
過
〉
①
A
は
、
胸
痛
と
咳
が
あ
り
、
一
九
七
四
年
初
め
、

Y
病
院
を
受
診
し
た
。
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
に
は
左
肺
野
に
浸
潤
像
が

み
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
右
症
状
が
持
続
し
た
が
、
鎮
咳
剤
の
投
与
だ
け
が

秋
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
②
一
一
一
月
五
日
の
診
療
録
に
は
、
咳
が
問
題
事
項

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
は
い
た
が
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
が
、
時
折
、
撮

ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
③
翌
年
春
、

A
は
、
転
地
に
よ
る
回
復
を
期

待
し
て
南
部
へ
行
っ
た
が
、
改
善
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
④
そ
こ
で
、

A

ら
は
自
ら
の
判
断
で
、
甲
医
師
の
診
察
を
受
け
た
と
こ
ろ
肺
癌
と
診
断
さ

れ
た
。
⑤
同
年
七
月
、
肺
切
除
が
な
さ
れ
た
が
、
放
射
線
療
法
等
は
行
わ

れ
な
い
ま
ま
、
一
九
七
七
年
三
月
、
死
亡
し
た
。

-
X
の
証
人
は
、
②
時
点
ま
で
に
は
肺
癌
の
診
断
が
で
き
た
は
ず
で
あ
り
、

そ
の
時
の

A
の
五
年
間
生
存
率
は
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
確
定

診
断
が
な
さ
れ
た
と
き
の
そ
れ
は
、
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、

(
H
U
)
 

と
主
張
し
た
。
一
方
、

Y
医
師
は
、

A
が
催
思
し
た
肺
癌
に
つ
い
て
、
早

期
診
断
に
よ
っ
て

A
の
生
存
が
可
能
に
な
っ
た
と
は
い
え
ず
、
い
か
に
早

く
診
断
が
な
さ
れ
よ
う
と
も
、
こ
の
種
の
肺
癌
は
数
年
の
内
に
死
を
迎
え

る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
か
ら
、

Y
病
院
の
医
師
等
が
で
き
る
こ
と
は
何
も

(
必
)

な
か
っ
た
と
、
相
当
の
医
学
的
蓋
然
性
を
も
っ
て
証
言
し
た
。

〈
裁
判
所
の
判
断
〉
事
実
審
裁
判
所
は
、
宮
ヤ
向
。
片
テ
ス
ト
と
、

Y
医

北法49(6・56)1214



米国における「チャンスの喪失 (LOSSOF CHANCE) J理論(1)

師
の
行
為
は

A
の
死
亡
の
事
実
上
の
原
因
で
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し

(
必
)

て、

X
敗
訴
と
し
た
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
最
高
裁
は
、
事
実
審
判
決
を
破

棄
し
差
戻
し
た
。
そ
こ
で
の
庁
注
意
見
は
、
ハ
ミ
ル
理
論
(
【
日
】
裁
判

例
)
に
依
拠
し
て
被
害
の
危
険
性
増
加
基
準
に
よ
る
と
、
生
存
率
が
=
一
六

(ω) 

パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
医
師
の
不
適
切
な
疾
病
診
断
が

A
の
死
の
実
質
的
な
原
因
で
あ
っ
た
か
否
か
を
、
陪
審
が
審
査
す
る
に
際

(
M
M
)
 

し
て
の
十
分
な
証
拠
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
医
師

の
過
失
が
い
か
に
重
大
で
あ
れ
、
生
存
の
チ
ャ
ン
ス
が
五
O
パ
ー
セ
ン
ト

よ
り
も
少
な
い
時
は
い
つ
も
、
医
師
や
病
院
の
責
任
を
一
律
に
問
え
な
い

こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
と
す
る
。
そ
の
上
で
、

-g♀
意
見
は
、
損
害
に
つ
い

て
は
、

Y
の
過
失
に
よ
っ
て
死
が
早
め
ら
れ
た
た
め
に
直
接
に
被
っ
た
損

(
必
)

室
口
に
限
ら
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
。

【

U
}
叶
F
O
Bも
目

。

口

〈

切

E=
色
丹
旬
。
c
E
S
Eロ』
q
E
C出立

E
-
z
n
-
S∞
-
M
-
M
R】

S
U
(〉
ロ
己
申
宝
)
H
後
遺
障
害
事
案

八
事
実
の
経
過

V
①
九
月
四
日
夕
方
、

A
(
一
一
一
一
才
)
は
、
交
通
事
故

に
遭
遇
し
Y
病
院
の
救
急
室
に
搬
入
さ
れ
た
。
甲
医
師
は
、
点
滴
を
始
め

輸
血
を
指
示
し
、
乙
整
形
外
科
医
を
呼
び
出
し
た
。
乙
は
手
術
が
必
要
と

判
断
し
、
丙
血
管
外
科
医
に
電
話
で
相
談
し
た
。
②
し
か
し
、
午
後
九
時

半
す
ぎ
、

A
を

B
病
院
に
転
送
す
る
決
定
が
な
さ
れ
た
。
③
A
は

B
病
院

に
転
送
さ
れ
、
翌
日
午
前
一
時
こ
ろ
手
術
が
開
始
さ
れ
た
。
切
断
さ
れ
た

股
動
脈
の
整
復
が
行
わ
れ
、

A
は
、
救
命
さ
れ
た
が
、
左
下
肢
に
後
遺
障

害
を
残
す
に
主
っ
た
。

-
Y
病
院
の
手
術
の
拒
絶
と
転
院
が
、

A
に
障
害
を
与
え
た
と
し
て

X

(
A
の
母
)
が
提
訴
し
た
事
案
で
あ
る
。
甲
は
、

A
の
状
況
が
医
学
的
に

転
送
可
能
と
判
断
し
た
上
で
、
経
済
的
理
由
か
ら
転
送
さ
せ
た
と
述
べ
て

い
る
。

Y
は
、
傷
害
は
非
常
に
重
症
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
た
と
え
X

が
主
張
す
る
よ
う
な
過
失
が
な
く
て
も
、
左
足
に
は
障
害
が
残
っ
た
で
あ

ろ
う
と
反
論
し
た
。

〈
裁
判
所
の
判
断
〉
最
高
裁
判
所
は
、

Y
勝
訴
判
決
を
破
棄
し
て
差
戻

し
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
被
害
の
危
険
性
増
加
基
準
の
適
用
は
、

Y

の
本
来
の
義
務
が
、

A
が
最
終
的
に
被
っ
た
類
型
の
権
利
侵
害
を
防
止
す

る
こ
と
に
あ
り
、
且
つ
、

Y
が
そ
の
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
「
法
が
保
護
し
よ
う
と
す
る
利
益
は
、
チ
ャ
ン
ス
そ
れ
自
体
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
主
た
る
問
題
は
チ
ャ
ン
ス
の
評
価
で
あ
り
、
そ
れ

{
打
)

は
、
特
に
陪
審
の
活
動
範
囲
内
に
あ
る
機
能
の
一
つ
で
あ
る
。
」

本
判
決
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。
本
判
決
が
、
チ
ャ
ン
ス

の
喪
失
自
体
を
補
償
す
べ
き
損
害
で
あ
る
と
認
め
た
点
は
評
価
で
き
る
が
、

(
特
)

真
の
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
ル

l
ル
を
適
用
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
陪
審
に
、

チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
の
価
値
を
確
定
し
て
、
そ
の
価
値
分
だ
け
の
損
害
賠
償

額
を
量
定
す
る
こ
と
を
求
め
ず
に
、
い
く
ら
か
の
回
復
の
チ
ャ
ン
ス
喪
失

北法49(6・57)1215
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(
刊
日
)

を
も
っ
て
、
陪
審
に
因
果
関
係
問
題
を
審
議
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と

す
る
。
結
果
的
に
陪
審
は
、
被
告
の
過
失
が
な
く
て
も
、
権
利
侵
害
が
起
っ

た
で
あ
ろ
う
そ
の
可
能
性
(
チ
ャ
ン
ス
)
を
差
し
引
か
ず
に
損
害
分
担
を

(
日
)

自
由
に
行
っ
た
と
い
え
よ
う
。

【
日
】
玄

n-a-z宮
〈
・
∞
曲
一
三
原
告

n
z
z
g
?
z
nよ
Jζ
】

司
-
N仏

hHa吋
(

。

-mh

一回目-唱∞寸)・

八
事
実
の
経
過
〉
①
七
月
一
一
一
日
午
後
二
時
半
、

A
は
、
両
胸
部
の
放

射
す
る
痛
み
を
訴
え
て
、

Y
病
院
の
救
急
室
に
運
ば
れ
た
。
当
番
医
は
、

胃
炎
と
診
断
し
て
、
午
後
四
時
一
五
分
頃
家
に
帰
し
た
。
②
そ
の
後
、

A

は
心
臓
発
作
を
起
こ
し
て
、
再
び
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
病
院
に
搬
入
さ
れ
た

が
、
午
後
九
時
半
、
死
亡
し
た
。

事
実
審
に
て
、
原
告
の
専
門
家
は
、
被
告
等
の
診
断
上
の
過
失
を
主
張

し
、
入
院
し
て
も
発
作
を
く
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

が、

A
の
生
存
の
チ
ャ
ン
ス
を
か
な
り
玄
関
口

5
2呈
可
)
増
加
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
、
と
証
言
し
た
。

(
日
)

八
裁
判
所
の
判
断
V

最
高
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
す
る
。
原
告

が
、
被
告
の
行
為
が
、
患
者
の
回
復
ま
た
は
生
存
の
チ
ャ
ン
ス
の
実
質
的

な
減
少
を
引
き
起
こ
し
た
と
主
張
す
る
場
合
で
、
そ
の
回
復
ま
た
は
生
存

の
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
が
、
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
も
少
な
い
よ
う
な
医
療

過
誤
事
例
に
お
い
て
は
、
被
害
の
危
険
性
増
加
基
準
が
よ
り
望
ま
し
く
、

最
も
合
理
的
な
理
論
で
あ
り
、
統
計
的
な
証
拠
と
は
関
係
な
く
、
主
原
因

の
問
題
は
陪
審
に
付
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
医
療
従
事
者
等
に
、
彼
等
自
身

の
過
失
あ
る
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
不
確
か
さ
」
が
も
た
ら
す
利
益
を

与
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
件
の
場
合
、
「
疑
い
な
く
、

A

の
チ
ャ
ン
ス
は
、
実
質
的
に
か
な
り
増
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
証

言
は
、
増
加
し
た
生
存
の
チ
ャ
ン
ス
の
量
を
示
し
て
は
い
な
い
が
、
陪
審

(
間
以
)

に
本
件
を
委
ね
る
に
十
分
で
あ
る
。
損
害
の
分
配
に
つ
い
て
、
「
チ
ャ
ン

ス
の
喪
失
」
理
論
が
適
用
さ
れ
る
医
療
過
誤
事
例
に
お
い
て
は
、
損
害
賠

償
は
、
被
告
の
義
務
違
反
に
よ
っ
て
直
接
引
き
起
こ
さ
れ
た
損
害
の
み
に

(
日
)

限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
(
【
日
}
田
町
『
央

2
E
の
判
決
引
用
)
。
そ
し
て
、

損
害
賠
償
額
は
、
キ
ン
グ
教
授
の
価
値
評
価
シ
ス
テ
ム

H
Z
〈白
Z
邑
S

3
2
0
2
論
(
本
章
四
「
キ
ン
グ
理
論
」
参
照
)
を
適
用
し
て
、
不
法
死

亡
訴
訟
で
認
容
さ
れ
る
損
害
賠
償
額
に
チ
ャ
ン
ス
喪
失
の
割
合
(
パ

1
セ

(
U
A
)
 

ン
ト
)
を
乗
じ
て
得
ら
れ
る
額
に
す
べ
き
で
あ
る
。

{
は
山
】

m
a
a〈・
0
0
5ロ
m
R申
Uz--峨
5-kr-M己
申
同
品
。
凶
(
苫
∞
品
)
・

H
生
存

事
案
〈
事
実
の
経
過
〉
①
一
九
七
七
年
三
月
、

X
は
、
右
の
胸
に
痛
み
を
伴

う
非
常
に
小
さ
な

(
5
q
宮
司
)
腫
癌
が
触
れ
た
の
で
、

Y
医
師
に
検
査

を
依
頼
し
た
。

Y
は
、
診
察
の
結
果
、
異
常
が
な
い
と
判
断
し
た
。
②
し

か
し
、
そ
の
後
、
痛
み
が
増
強
し
腫
癌
の
大
き
さ
も
増
し
、
一

O
月
に
は
、

北法49(6・58)1216



米国における「チャンスの喪失 (LOSSOF CHANCE) J理論(1)

当
初
の
四
倍
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
小
さ
な
傷
口
か
ら
出
血
も
し
て

い
た
。
③
そ
の
傷
口
の
膿
の
培
養
結
果
で
は
感
染
は
な
か
っ
た
が
、

X
は、

な
お
も
心
配
で
、
癌
セ
ン
タ
ー
の
乙
医
師
の
診
察
を
受
け
た
。
そ
の
結
呆
、

癌
の
疑
い
が
も
た
れ
た
。
④
一

O
月
三
一
日
、

X
は
当
癌
セ
ン
タ
ー
に
入

院
し
、
右
乳
房
の
浸
潤
性
腺
カ
ル
チ
ノ

l
マ
の
診
断
の
下
、
広
範
囲
の
乳

房
切
除
術
を
受
け
た
。
⑤
事
実
審
(
一
九
八
一
年
五
月
)
の
時
点
で
は
、

X
は
、
順
調
に
経
過
し
て
い
た
。
し
か
し
、
当
裁
判
所
に
控
訴
し
判
決
を

待
っ
て
い
る
聞
に
、
肺
に
癌
が
転
移
し
て
末
期
状
態
に
あ
り
精
神
的
ケ
ア

を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
最
近
手
術
を
受
け
た
。

l
x側
病
理
学
者
は
、

X
の
癌
は
、
適
切
な
診
断
治
療
に
よ
っ
て
も
再
発

(
日
)

の
確
率
は
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
あ
る
と
証
言
し
た
。

〈
裁
判
所
の
判
断
〉
上
訴
部
は
、
事
実
審
判
決
は
、

Y
の
行
為
が
診
療

水
準
か
ら
逸
脱
し
て
い
た
か
否
か
は
陪
審
の
審
理
問
題
と
し
た
が
、

X
の

証
拠
は
、
そ
の
逸
脱
に
よ
っ
て

X
に
ど
の
よ
う
な
損
害
が
生
じ
た
の
か
を

(
日
)

示
し
て
い
な
い
と
し
た
。

(
幻
)

し
か
し
、
最
高
裁
判
所
は
、
破
棄
し
差
戻
し
て
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

精
神
的
な
苦
痛
・
苦
悩
は
医
療
過
誤
の
分
野
に
お
い
て
は
補
償
さ
れ
る
べ

き
損
害
で
あ
り
、

X
の
精
神
的
・
感
情
的
な
苦
痛
は
、

Y
が、

X
の
癌
を

発
見
で
き
ず
、
迅
速
で
適
切
な
治
療
を
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
証
拠
か

ら
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

Y
の
過
失
に
よ
っ
て
手
術
カ
七

カ
月
遅
延
し
た
こ
と
が
、

X
の
癌
の
再
発
、
ま
た
は
転
移
の
危
険
を
増
大

さ
せ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
増
大
し
た
危
険
が
、

X
の
現
在
の
苛
酷
な

状
況
を
生
み
出
し
た
実
質
的
な
要
因
で
あ
る
こ
と
を
提
示
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
医
療
過
誤
事
案
に
は
被
害
の
危
険
性
増
加
基
準
を
適
用
し
得
る
。

2

考

察

刊
以
上
の
判
決
は
、
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
に
対
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
被
害

の
危
険
性
を
増
加
さ
せ
ら
れ
た
原
告
の
救
済
を
図
る
た
め
に
当
基
準
を
採

(
同
四
)

用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
被
害
の
危
険
性
の
増

加
が
認
め
ら
れ
る
と
、
適
切
な
治
療
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
治
癒

ま
た
は
救
命
の
可
能
性
の
程
度
を
問
わ
ず
に
、
陪
審
の
審
理
対
象
に
な
る

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
裁
判
所
は
、
「
実
質
的
な
チ
ャ
ン
ス

の
喪
失
」
と
い
う
基
準
の
下
で
、
そ
の
「
実
質
的
な
す

5
E
E
E
)」
の

(ω) 

定
義
づ
け
を
通
し
て
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
判
決
は
、
原
告
の
因
果
関
係
立
証
責
任
の
緩
和
の
た
め
に
被

(ω) 

害
の
危
険
性
増
加
基
準
を
適
用
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
原
告
が
、
一
日
一
、

被
告
の
過
失
が
権
利
侵
害
の
危
険
性
を
増
大
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
を
立
証

し
た
な
ら
、
そ
の
過
失
が
そ
の
実
質
的
な
要
因
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
は
、

(
日
)

陪
審
に
委
ね
ら
れ
る
と
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
所
は
、
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
の
概
念
を
十
分
に
理

解
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
被
害
の
危
険
性
の
増
加
自
体
を
賠
償
に
値
す

北法49(6・59)1217
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る
権
利
侵
害
と
捉
え
た
が
、
被
害
者
に
正
当
な
権
利
回
復
を
認
め
て
い
る

(
似
)

と
は
い
え
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
事
案
で
は

患
者
は
、
医
師
の
過
失
が
な
け
れ
ば
、
生
存
ま
た
は
回
復
の
チ
ャ
ン
ス
を

喪
失
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
主
張
す
る
だ
け
で
よ
い
と
す
べ
き
だ
、
と

い
、
つ
こ
と
で
あ
ろ
、
っ
。

同
〈
事
実
の
経
過
〉
と
〈
裁
判
所
の
判
断
〉
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
事
案

的
特
徴
が
あ
る
か
を
見
る
。

第
一
は
、
医
療
側
の
過
失
が
明
白
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
過
失
は
、

患
者
の
訴
え
(
主
観
的
・
客
観
的
)
を
放
置
ま
た
は
無
視
し
た
と
い
う
一
評

価
が
可
能
な
も
の
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
【
日
}
で
は
、

A
は
、
救
急
室

で
放
置
さ
れ
た
(
②
時
点
)
、
{
ロ
}
で
は
、

X
が、

A
の
骨
折
部
位
に
異

常
な
塊
り
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
心
配
し
て
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
何
度

も
要
請
し
た
が

Y
は
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
(
③
時
点
)
o
X
は
、
や
む
を

え
ず
④
時
点
で
、
自
ら
転
医
し
て
い
る
。
{
日
】
は
、

A
が
苦
痛
を
訴
え

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

Y
は
、
効
果
の
な
い
従
前
の
治
療
を
続
け
た

(①
1
②)。

A
は
自
ら
転
医
し
て
、
転
医
先
で
肺
癌
を
宣
告
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
(
④
i
⑤
)
0

【
凶
}
は
、
緊
急
手
術
が
必
要
で
あ
る
と
の
診

断
を
下
し
た
(
①
時
点
)
後
で
、
患
者
が
加
入
す
る
医
療
保
険
が
不
適
切

と
い
う
経
済
的
理
由
で
転
医
さ
せ
て
い
る
(
③
時
点
)
0

【
日
}
は
、
入
院

さ
せ
て
経
過
観
察
を
す
る
必
要
が
あ
る
心
臓
病
患
者
を
胃
炎
と
誤
診
し
て

帰
宅
さ
せ
た
。
【
日
】
は
、

X
は
、
日
毎
に
大
き
さ
を
増
す
腫
療
を
心
配

し
て
何
度
も
受
診
し
た
が
、

Y
は
真
撃
に
対
応
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

北法49(6・60)1218

こ
れ
ら
の
判
決
は
、
医
師
の
過
失
の
重
大
き
か
ら
被
害
者
救
済
を
第
一

に
据
え
て
、
被
害
の
危
険
性
増
加
基
準
を
適
用
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
過
失
が
引
き
起
こ
し
た
権
利
侵
害
の
内
容
を
危
険
性
の
増
大
と

い
う
点
に
求
め
て
、
因
果
関
係
の
立
証
を
緩
和
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
医
師
の
過
失
が
、
患
者
の
死
亡
や
後
遺
障
害
を
引
き
起
こ
し

た
主
因
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
立
証
し
て
い
な
い
と
し
た
事
実
審
の
判
断

を
、
最
高
裁
は
、
医
師
の
過
失
が
、
最
終
的
な
結
果
(
死
亡
、
ま
た
は
後

遺
障
害
)
に
至
る
危
険
を
増
大
さ
せ
た
主
因
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
立

証
す
れ
ば
足
り
る
と
し
て
、
破
棄
し
、
差
し
戻
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

(
{
日
}
{
ロ
】
【
日
】
)
。

第
三
と
し
て
、
事
実
審
が
、

Y
の
過
失
に
起
因
す
る
原
告
の
損
害
は
何

か
を
明
確
に
し
て
い
な
い
と
し
た
も
の
を
、
最
高
裁
は
、
チ
ャ
ン
ス
の
喪

失
そ
れ
自
体
が
損
害
で
あ
る
と
明
示
し
た
(
{
凶
}
{
凶
】
)
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
よ
う
。



日
の
ま
と
め

要

ピs
日

米国における「チャンスの喪失 (LOSSOF CHANCE) J斑ti命(1)

ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
が
、
原
告
の
チ
ャ
ン
ス
喪
失
に
対
す
る
権
利
回
復

を
認
め
た
が
ら
な
い
の
は
、
伝
統
的
な
因
果
関
係
基
準
が
壊
れ
る
こ
と
を

畏
れ
、
ま
た
、
「
因
果
関
係
証
明
基
準
の
緩
和
は
、
医
療
過
誤
に
よ
っ
て

不
利
益
を
被
っ
た
可
能
性
(
吉
田
包
押
さ
き
は
証
明
で
き
る
が
、
因
果
関

係
の
蓋
然
性

e
B
E
E
-
-
Q
)
を
証
明
で
き
な
い
原
告
に
対
す
る
不
公
平

を
是
正
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
同
時
に
不
公
正
を
創
出
す
る
で

(ω) 

あ
ろ
う
」
こ
と
を
懸
念
す
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
伝
統
的
基
準
の
適
用
が
も
た
ら
す
患
者
側
の
不
利
益

を
是
正
す
る
た
め
に
、
「
海
事
救
助
の
法
理
」
を
医
療
過
誤
事
例
に
適
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
因
果
関
係
の
立
証
基
準
を
緩
和
さ
せ
、
医
師
側
の
責

任
を
認
め
よ
う
と
す
る
ヒ
ツ
ク
ス
理
論
が
提
唱
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
裁
判

所
は
、
不
法
行
為
者
が
被
害
者
か
ら
実
質
的
な
チ
ャ
ン
ス
を
奪
っ
た
場
合
、

そ
の
不
法
行
為
者
は
、
実
質
的
な
(
救
命
ま
た
は
生
存
の
)
チ
ャ
ン
ス
を

実
現
の
枠
外
に
置
い
た
者
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
事
後
に
及
ん
で
、
当
該
結

果
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
反
駁
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す

る
の
で
あ
る
。
被
告
の
行
為
と
原
告
の
最
終
的
結
果
と
の
因
果
関
係
を
問

う
の
で
は
な
く
、
被
告
の
行
為
が
原
告
患
者
の
生
存
ま
た
は
回
復
の
実
質

的
な
チ
ャ
ン
ス
を
奪
っ
た
か
ど
う
か
を
問
題
に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
被
害
の
危
険
性
増
加
基
準
と
実
質
的
な
要
因
基
準
を
併
用
し

て
、
医
師
の
過
失
が
危
害
一
口
の
危
険
性
を
増
加
さ
せ
た
こ
と
が
認
定
さ
れ
る

と
、
審
理
は
陪
審
に
付
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
因
果
関
係
の
基
準
の
緩
和

と
、
訴
訟
上
の
審
理
対
象
を
判
断
す
る
「
確
実
さ
」
の
程
度
の
緩
和
を
図

る
も
の
と
い
え
よ
う
。

2

問

題

点

川
実
質
的
な
可
能
性
基
準
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。
第

一
は
、
伝
統
的
な
因
果
関
係
基
準
か
ら
生
じ
る
不
公
正
を
是
正
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
他
人
の
過
失
に
よ
っ
て
、
実
質
的
損
害
を
被
っ

た
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
す
る
と
い
う
伝
統
的
不
法
行
為
法
に
影
響
を

(

付

加

)

及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
第
二
は
、
当
基
準
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
た
な
原
告
ら
に
、
裁
判
所
の
門
戸
を
開
く
こ
と
に
な
る
点
は
賞
賛
さ
れ

よ
う
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
事
例
を
正
当
に
評
価
す
る
た
め
の
よ
り
正
確

(
目
山
)

な
方
策
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
ヒ
ツ
ク
ス
理
論
に
よ
る
と
、
一
般
に
、
被
告
の
過
失
に
因
る
損

害
の
割
合
に
比
例
し
た
賠
償
額
を
算
定
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
は
ら
わ
れ

な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
理
論
を
採
用
す
る
裁
判
所
は
、
被
告
が
当
該
損

害
の
全
て
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
競
合
し
て
い
る
他
の
原

(
叫
山
)

因
が
あ
る
こ
と
に
関
心
を
払
お
う
と
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
右
の
問
題
が

生
じ
る
原
因
は
、
死
亡
を
金
銭
賠
償
の
対
象
た
る
権
利
侵
害
と
捉
え
る
こ

北法49(6・61)1219 
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(
肝
)

と
に
あ
る
。
死
亡
を
損
害
賠
償
の
対
象
と
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
因
果

関
係
基
準
は

E
B
O
B
'
E丘
三
宮
口
E
S
H
3

で
あ
る
の
に
、
当
理
論
は
、
チ
ャ

ン
ス
の
喪
失
を
権
利
侵
害
と
認
識
せ
ず
に
、
結
局
は
、
死
亡
や
後
遺
障
害

を
権
利
侵
害
と
捉
え
た
ま
ま
立
証
責
任
を
操
作
し
て
い
る
と
す
る
。

凶
被
害
の
危
険
性
増
加
基
準
に
対
す
る
批
判
的
見
解
を
み
る
。

一
つ
目
は
、
裁
判
所
は
、
一
一
一
二
三
条
(

a

)

を
適
用
し
な
が
ら
、
一
一
一
二

三
条

(
a
)
自
体
の
内
容
に
つ
い
て
正
し
く
捉
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
三
二
三
条

(
a
)
は
、
単
に
、
人
が
他
人
に
サ

l

ヴ
イ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
引
き
受
け
た
場
合
の
、
受
け
取
り
手
に
対
す

る
権
利
侵
害
の
危
険
性
増
大
を
回
避
す
べ
き
義
務
を
規
定
し
た
も
の
で
あ

る
。
す
る
と
、
責
任
は
そ
の
業
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
相
当
の
注
意

を
怠
っ
た
と
き
に
生
じ
る
の
で
あ
り
、
被
害
の
危
険
性
増
加
基
準
の
適
用

に
よ
っ
て
因
果
関
係
要
件
を
緩
め
る
必
要
は
な
い
し
、
不
法
行
為
の
概
念

(ω) 

を
変
更
す
る
必
要
も
な
い
。
一
一
つ
目
と
し
て
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
危

機
の
恵
三
只
中
に
あ
る
医
療
過
誤
訴
訟
を
増
加
さ
せ
る
だ
ろ
う
し
、
さ
ら

に
、
裁
判
所
は
複
雑
な
統
計
的
証
拠
に
今
ま
で
よ
り
も
多
く
頼
る
こ
と
に

(ω) 

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
=
一
つ
目
と
し
て
次
の
よ
う
な
指

摘
が
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
事
例
で
は
、
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
ル

l
ル

の
適
用
、
つ
ま
り
、
原
告
は
生
存
の
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
の
価
値
分
だ
け
の

(
叩
)

損
害
賠
償
を
受
け
る
の
が
よ
り
公
正
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
原
告

は
、
拡
大
し
た
権
利
侵
害
部
分
の
立
証
を
要
求
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
被

告
に
は
、
増
大
し
た
危
険
の
価
値
分
だ
け
の
責
任
が
課
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
損
害
賠
償
と
因
果
関
係
の
問
題
を
別
個
に
判
断
す
る
よ
り
も
、
原
告

が
、
因
果
関
係
の
存
在
に
つ
い
て
、
蓋
然
性
よ
り
も
少
な
い
可
能
性
の
み

を
主
張
し
た
場
合
は
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
損
害
賠
償
額
が
減
額
さ
れ
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
四
つ
自
に
、
裁
判
所
が
、
被
害
の
危
険
性

増
加
基
準
と
、
実
質
的
な
要
因
基
準
を
併
用
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

(
礼
)

次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
も
の
が
あ
る
。
実
質
的
な
要
因
基
準
の
下
で
は
、

患
者
は
、
被
告
の
過
失
が
患
者
の
権
利
侵
害
を
引
き
起
こ
し
た
実
質
的
な

要
因
で
あ
る
こ
と
を
、
さ
ら
に
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
が
、

(ロ)

3
0回
目

白

円

待

相

内

8
8ロ
に
よ
れ
ば
、
実
質
的
な
要
因
(
日
号
忠
告

E
-
p
nぢ
『
)

ル
l
ル
と
は
、
複
数
の
原
因
が
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
損
害
を
引
き

起
こ
し
た
と
い
う
よ
う
な
特
殊
な
事
例
に
お
い
て
、
「
あ
れ
な
け
れ
ば
こ

れ
な
し
」
基
準
を
超
え
て
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
は
、
単
に
、
他
の
原
因
が
結
果
に

寄
与
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
過
失
あ
る
被
告
は
債
務
を
逃
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
責
任
は
、
権
利
侵
害
を
引
き
起
こ
し
た
す
べ
て
の
原

因
に
課
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
ル

l
ル
の

下
で
は
、
被
告
の
過
失
が
な
く
て
も
、
当
該
権
利
侵
害
が
起
っ
た
で
あ
ろ

う
と
い
う
理
由
で
、
被
告
が
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

北法49(6・62)1220



米国における「チャンスの喪失 (LOSSOF CHANCE) J理論(1)

前
掲
、
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
州
の
裁
判
例
(
【
日
】
判
決
、
【
ロ
】
判
決
)
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
多
く
の
裁
判
所
で
、
医
学
的
誤
管
理
を
含
め
た
医
療

過
誤
事
例
に
お
け
る
因
果
関
係
立
証
基
準
と
し
て
、
被
害
の
危
険
性
増
加

(
刀
)

基
準
に
加
え
て
、
こ
の
実
質
的
な
要
因
基
準
の
併
用
が
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
、
つ
な
事
例
へ
の
実
質
的
な
要
因
基
準
の
適
用
に
つ
い
て

詳
細
に
分
析
し
て
み
る
と
、
患
者
が
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
を
権
利
侵
害
と
し

て
訴
え
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
基
準
は
機
能
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
は
、
患
者
の
生
存
の
チ
ャ

ン
ス
喪
失
に
対
し
て
共
同
で
働
き
か
け
る
原
因
が
な
い
、
む
し
ろ
、
医
師

の
過
失
行
為
、
ま
た
は
不
作
為
が
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
喪
失
さ
せ
た
唯
一

の
原
因
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
事
例
で
は
、
チ
ャ

ン
ス
の
喪
失
を
権
利
侵
害
と
捉
え
れ
ば
「
あ
れ
な
け
れ
ば
こ
れ
な
し
」
基

準
を
適
用
で
き
る
か
ら
、
実
質
的
な
要
因
基
準
を
適
用
す
る
必
要
性
は
な

い
と
い
え
よ
う
。

同
「
立
証
緩
和
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
否
定
的
に
解
す
る
裁
判
所
と
、
そ
れ

に
対
す
る
学
説
の
反
応
を
み
て
み
よ
う
。

チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
理
論
を
否
定
す
る
裁
判
所
は
、
「
立
証
緩
和
ア
プ
ロ
ー

チ
」
か
ら
生
じ
る
で
あ
ろ
う
次
の
よ
う
な
結
果
に
つ
い
て
懸
念
を
抱
い
て

(
九
)

き
た
。
一
つ
日
は
、
陪
審
は
、
生
存
の
チ
ャ
ン
ス
の
有
無
を
推
測
で
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
二
つ
日
は
、
医
療
過
誤
に
お
け
る
チ
ャ
ン

ス
の
喪
失
事
案
で
は
、
被
告
は
他
の
過
誤
事
案
の
場
合
よ
り
も
、
因
果
関

係
基
準
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
点
、
三
つ
目
は
、
チ
ャ
ン
ス
の

喪
失
に
対
し
て
権
利
回
復
を
認
め
る
こ
と
は
、
主
原
因
の
要
件
を
排
除
す

る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
陪
審
の
思
惑
や
推
測
を
恐
れ
て
「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
」
理

(
お
)

論
を
否
定
す
る
裁
判
所
の
見
解
に
対
し
て
は
反
論
が
あ
る
。
同
》
町
三
E
m

は

次
の
よ
う
に
説
く
。
合
衆
国
最
高
裁
判
所
判
決
の
「
陪
審
の
評
決
に
思
惑

や
推
測
が
存
在
す
る
と
い
う
見
方
は
正
し
く
な
い
。
事
実
が
論
議
さ
れ
、

公
正
な
精
神
の
持
ち
主
が
、
証
拠
か
ら
異
な
っ
た
結
論
を
引
き
出
す
可
能

性
が
あ
る
よ
う
な
場
合
は
、
常
に
、
思
惑
と
推
測
と
い
う
方
法
(
量
り
)

が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
ら
は
、
何
が
彼
等
に
と
っ
て
最
も
合
理
的
な
推
論

で
あ
る
か
を
選
択
し
て
、
論
争
を
解
決
さ
せ
る
義
務
が
あ
る
者
の
側
に
要

(
花
)

求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
よ
と
い
う
判
旨
が
、
そ
の
よ
う
な
懸
念
を
一
掃

す
る
は
ず
で
あ
る
。
医
療
過
誤
事
例
は
、
因
果
関
係
の
論
点
が
不
明
瞭
で
、

陪
審
が
割
合
的
に
損
害
を
分
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
多
い
た
め
、

お
そ
ら
く
、
こ
の
最
高
裁
判
決
が
最
も
適
切
に
あ
て
は
ま
る
領
域
で
あ
ろ

(
打
)

う
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
右
の
こ
と
か
ら
、
医
療
過
誤
訴
訟
の
被
告
に
、

よ
り
低
い
因
果
関
係
基
準
が
適
用
さ
れ
る
と
は
い
え
な
い
し
、
ま
た
、
チ
ャ

ン
ス
喪
失
の
論
点
を
陪
審
に
付
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
原
因
の
基
準
が
排

(
花
)

除
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
と
す
る
。
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さ
ら
に
、
右
の
よ
う
な
懸
念
は
、
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
事
例
に
お
け
る
請

(
河
)

求
原
因
を
正
し
く
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
る
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
い
う
。
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
が
争
点
で
あ
る
場
合
、
原
告
が
被
っ
た
権

利
侵
害
は
、
ま
だ
実
現
さ
れ
て
い
な
い
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
で
あ
っ
て
、
こ

の
点
か
ら
い
え
ば
、
主
原
因
の
判
断
基
準
は
同
じ
で
、
何
を
権
利
侵
害
と

捉
え
る
か
に
差
異
が
生
じ
る
だ
け
で
あ
る
。
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
訴
訟
で
原

告
が
求
め
る
損
害
賠
償
は
、
究
極
の
状
況
(
最
終
的
な
結
果
)
に
対
す
る

も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
従
っ
て
‘
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
事
例
で
権
利
回
復

を
認
め
る
と
、
主
原
因
に
関
す
る
判
断
基
準
が
複
雑
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
思
惑
か
ら
、
権
利
回
復
を
否
定
し
て
き
た
裁
判
所
は
、
チ
ャ
ン

ス
の
喪
失
に
起
因
す
る
原
告
の
権
利
侵
害
は
何
か
を
、
正
し
く
捉
え
る
べ

(
鈎
)

き
で
あ
る
と
す
る
。

そ
し
て
、
「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
」
理
論
の
評
価
に
際
し
て
は
、
他
の
専

門
家
と
比
べ
て
医
師
等
に
は
、
人
に
既
存
す
る
状
況
を
悪
化
さ
せ
る
機
会

(
剖
)

が
よ
り
多
い
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
く
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
医
療
従
事
者
は
、
他
の
過
誤
事
例
の
被
告
よ
り
も
チ
ャ
ン
ス

の
喪
失
に
よ
る
訴
訟
が
提
起
さ
れ
や
す
い
と
い
え
よ
う
が
、
チ
ャ
ン
ス
の

喪
失
で
問
わ
れ
る
主
原
因
の
判
断
基
準
は
他
の
分
野
と
何
ら
変
り
は
な
い
、

と
す
る
。

ま
た
、
司

F
E
S
S
は
、
医
療
過
誤
訴
訟
に
お
け
る
「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
」

理
論
の
適
用
が
医
療
界
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

(
幻
)

る
。
「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
」
理
論
の
適
用
に
よ
る
因
果
関
係
立
証
基
準
の

緩
和
は
医
療
過
誤
提
訴
の
コ
ス
ト
を
下
げ
る
か
ら
、
結
果
的
に
医
療
過
誤

訴
訟
の
数
を
増
加
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
医
療
過
誤
訴
訟
の
増
加
に
よ
っ
て

必
ず
も
た
ら
さ
れ
る
結
果
は
、
医
療
過
誤
責
任
保
険
の
保
険
料
の
上
昇
と
、

医
療
過
誤
保
険
の
有
効
性
の
低
下
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
医
師
等
は
医
療

(
幻
)

過
誤
訴
訟
の
増
加
に
防
御
的
医
療
(
母
『

g巴
S
B
E
W
E
m
)
に
よ
っ
て
対

抗
し
よ
う
と
す
る
か
ら
、
「
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
」
理
論
の
広
い
適
用
が
、

果
た
し
て
、
医
療
ケ
ア
を
改
善
さ
せ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
た
だ

質
的
向
上
が
な
い
ま
ま
に
コ
ス
ト
の
負
担
が
増
す
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
医
療
過
誤
訴
訟
が
医
師
に
過
誤
を
防
ぐ
た
め
の
抑
制
的
な
効
果
を
与

え
る
と
い
う
証
拠
も
、
医
師
ら
が
医
療
過
誤
訴
訟
を
恐
れ
て
、
よ
り
良
い

医
師
に
な
る
と
い
う
証
拠
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
専
門
家
責
任
機
構

(司円

O
P
E
C
E
こ
S
E
H々
々
器
ヨ
)
が
、
医
療
ケ
ア
組
織
に
莫
大
な
公
的

財
源
を
落
と
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
立
証
さ
れ
て
い
る
。

専
門
家
責
任
保
険
料
、
専
門
家
の
責
任
負
担
の
増
加
に
起
因
す
る
診
療
の

変
化
、
そ
し
て
責
任
保
険
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
請
求
へ
の
支
払
に

よ
っ
て
、
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
の
で
あ
る
。
結
論
と
し
て
、
「
チ
ャ
ン
ス

の
喪
失
」
浬
論
は
、
よ
り
良
い
医
療
の
提
供
と
い
う
結
果
で
は
な
く
て
、

た
だ
単
に
、
よ
り
高
額
な
医
療
を
招
く
と
い
う
結
果
に
つ
な
が
る
だ
け
で
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あ
る
と
賂
尖
ふ
さ
れ
る
。

米国における「チャンスの喪失 (LOSSOF CHANCE) J 理論(1)

3

4

括

川
「
立
証
緩
和
ア
プ
ロ
ー
チ
」
は
、
医
師
の
過
失
の
対
象
を
最
終
的
な

死
や
後
遺
障
害
で
は
な
く
、
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
自
体
と
捉
え
よ
う
と
す
る

も
の
と
い
え
る
。
医
師
の
過
失
と
患
者
の
最
終
的
な
結
果
と
の
因
果
関
係

を
問
題
に
す
る
と
、
そ
の
存
在
を
立
証
す
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ハ
円
で
考
察
し
た
よ
う
に
【

1
】
か
ら
{
凶
}
ま
で
の
事
案
に
お

け
る
被
告
医
師
の
過
失
の
態
様
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
診
療
に
当
た
る
医

師
と
し
て
当
然
な
す
べ
き
注
意
義
務
を
慨
怠
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
過
失
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
っ
た
患
者
を
救
済
す
る
た
め
の
一
方

法
が
「
立
証
緩
和
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
立
証
緩
和
ア
プ
ロ
ー
チ
」
は
、
次
の
よ
う
な
矛
盾

を
字
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
は
、
右
2
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
自
体
と
医
師
の
過
失
と
の
因
果
関
係
を

問
題
に
し
て
い
な
が
ら
、
因
果
関
係
が
肯
定
さ
れ
る
と
、
損
害
賠
償
は
、

色
る
?
き
号
1
5凹
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
死
亡
(
又
は
後
遺
障
害
)
に
起
因

す
る
全
損
害
を
認
め
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
二
は
、
救
命
率
や
治
癒

率
は
、
死
亡
や
後
遺
障
害
と
い
う
結
果
に
至
ら
せ
な
い
確
率
で
あ
る
か
ら
、

チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
そ
れ
自
体
は
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
死
亡
や
後
遺
障
害

が
生
じ
て
初
め
て
損
害
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
損
害
は
何
ら
生

じ
て
い
な
い
と
も
い
え
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
最
終
的
な
死
や
後
遺
障
害

を
回
避
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
が
、
ま
ず
問
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
チ
ャ
ン
ス
の
程
度
を
考
慮
せ
ず
に
「
立
証
緩
和
ア

プ
ロ
ー
チ
」
を
適
用
し
た
上
で
、
同
--'O『，

g
Eロ
問
で
死
亡
や
後
遺
障
害
に

よ
る
全
損
害
の
賠
償
を
医
師
に
課
し
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

学
説
も
、
チ
ャ
ン
ス
を
喪
失
し
た
原
告
を
救
済
す
る
た
め
の
公
正
な
ア

(
例
)

ブ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
し
て
(
内
3
豆
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

ま
ず
、
裁
判
所
は
、
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
を
患
者
が
被
っ
た
真
の
権
利
侵
害

と
し
て
対
処
し
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
の
価
値
を
相
当
に
評
価
す
べ
き
で
あ
る

(お
)

(

M

m

)

(〉

Em-、
F
E
S
)
と
す
る
。
さ
ら
に
、
陪
審
は
、
発
生
し
た
損
害
の

(
釘
)

価
値
を
評
価
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
(
印

g
g
Z諸
問
『
)
と
説

い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
見
解
に
は
、
色

-2EE圭
認
に
よ
る

右
の
よ
う
な
処
理
の
不
合
理
さ
を
突
い
て
、
そ
れ
に
代
る
手
法
を
明
確
に

提
唱
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。

凶
こ
れ
ら
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
「
立
証

緩
和
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
な
事
案
は
、
医
師
の
過
失
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
死
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
が
多

く
、
死
を
契
機
と
す
る
財
産
的
損
失
を
損
害
と
捉
え
る
限
り
、
医
師
の
過

失
と
患
者
の
損
害
と
の
因
果
関
係
は
存
在
し
な
い
と
い
え
る
。
こ
の
種
の
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事
案
に
損
害
賠
償
の
側
面
か
ら
対
処
す
る
た
め
に
は
、
最
終
的
な
死
一
L
白川

を
損
害
賠
償
の
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、
死
の
時
点
か
ら
死
に
至
る

過
程
に
そ
の
対
象
を
移
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
患
者
が

死
に
至
る
過
程
で
被
っ
た
、
ま
た
は
現
に
被
っ
て
い
る
身
体
的
・
精
神
的

苦
痛
官
民

E
E
E
R
S昂
自
体
に
着
目
す
る
の
で
あ
る
。

学
説
に
は
、
宮
百
自
己
富
町
内
向
コ
ロ
開
自
体
を
損
害
の
対
象
と
捉
え
て
、
そ

こ
か
ら
生
じ
る
損
害
を
賠
償
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
は
未
だ
な
い
よ

(∞∞) 

う
で
あ
る
が
、
判
決
例
で
は
、
死
や
後
遺
障
害
を
回
避
す
る
チ
ャ
ン
ス
が

低
い
事
案
に
お
い
て
、
結
果
に
至
る
過
程
で
患
者
が
実
際
に
被
っ
た
吉
田
口

同
邑

g
pユ
ロ
加
を
損
害
の
対
象
と
し
て
捉
え
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
例
え

ば
、
【

4
】

rgmm
で
は
、

A
は
、
日
の
治
療
を
受
け
て
い
る
問
、
激
痛

と
苦
し
み
に
耐
え
て
い
た
こ
と
、
早
期
に
治
療
を
受
け
て
い
れ
ば

A
の
苦

痛
は
よ
り
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
等
を
、
も
の
診
断
の
遅
れ
が
、

A

の
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
生
存
の
可
能
性
を
奪
っ
た
主
因
で
あ
る
と
す
る
証

(
約
)

拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
【

5
】
0
・
∞
丘
町
ロ
の
場
合
、

A
は、

Y
に
歯
槽

膿
漏
と
診
断
さ
れ
て
抜
歯
を
し
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
後
、
五
か
月
も
の

問
、
歯
肉
部
分
が
回
復
せ
ず
断
続
的
な
出
血
が
続
い
て
い
た
。
判
決
は
、

原
因
究
明
も
さ
れ
ず
に
過
ご
し
た
そ
の
間
の

A
の
苦
痛
や
不
安
、
苦
悩
に

着
目
し
て
、

A
が
被
っ
た
「
延
命
の
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
、
よ
り
長
く

よ
り
快
適
に
生
き
る
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
の
減
少
」
を
、
損
害
賠
償
の
対
象

(ω) 

と
し
て
い
る

o
{
6
】
玄
円
切

E
O
で
は
、

A
は
、
胸
部
痛
に
苦
し
み
確
定
制

診
断
が
下
さ
れ
な
い
ま
ま
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
死
亡
し
た
。
裁
判
所
は
、
川
W
F
n
u
 

A
に
は
医
療
水
準
に
適
合
し
た
治
療
を
期
待
す
る
権
利
が
あ
り
、

Y
病

院

何
od 

に
は
そ
の
基
準
に
見
合
っ
た
知
識
・
技
能
を
有
す
る
医
師
を
配
属
す
る
義
嗣'VM
 

務
が
あ
る
と
し
た
。
医
師
が
適
切
な
治
療
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
患
者

1

(
引
)

が
苦
悩
し
な
が
ら
死
に
至
っ
た
こ
と
を
損
害
と
捉
え
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

そ
う
で
は
あ
る
が
、
右
の
事
案
で
は
、
同
呂
田

B
b
z窓
口
認
が
最
終
的

に
、
損
害
と
し
て
ど
の
程
度
に
換
算
評
価
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
金
額
を
判

決
文
か
ら
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
患
者
本
人
が
訴
訟
を
提
起
し
て
い
る
事
案
(
生
存
事
案
)
で

は
、
何
が
損
害
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。
患
者
が
生
存
し
て
い
て

患
者
本
人
が
提
訴
し
て
い
る
も
の
は
【

9
一
{
ロ
一
【

μ
一
【
凶
】
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
後
遺
障
害
を
訴
え
る
も
の
が
【
ロ
}
と
【
凶
}
で
あ
る
。

【Q
U
]

』
同
月
刊
聞
で
は
、

Y
の
過
失
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
も
の
は
、
早
期

の
適
切
な
治
療
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
は
ず
の
身
体
的
・
精
神
的
苦
痛
の
緩

和
と
、
長
ら
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
生
命
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
を
損
害

と
捉
え
た
上
で
、
そ
の
額
を
正
確
に
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
賠

償
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
損
害
額
を
計
上
し
て
い
る
。

Y
の
過
失
に
よ
っ
て
、
よ
り
早
期
に
、
よ
り
効
果
的
な
治
療
を
受
け
る
機

会

(
O
唱。

E
包
き
を
失
っ
た
た
め
に
被
っ
た
損
害
額
は
三
万
五
千
ド
ル
、
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さ
ら
に
、
精
神
的
損
害
に
対
す
る
合
理
的
な
補
償
額
は
二
万
五
千
ド
ル
で

(
幻
)

あ
る
。【は
山
】
開

5
a
で
は
、

X
は
、
最
近
手
術
を
受
け
、
現
在
、
癌
末
期
状

態
に
あ
り
精
神
的
ケ
ア
を
受
け
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
さ
ら
に
将

来
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
身
体
的
苦
痛
と
精
神
的
苦
痛
が
継
続
す
る
で

あ
ろ
う
と
い
、
つ
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
裁
判
所
は
、
精

神
的
苦
痛
は
医
療
過
誤
の
分
野
に
お
い
て
は
補
償
に
値
す
る
損
害
で
あ
り
、

Y
の
過
失
に
よ
っ
て
原
告
の
精
神
的
・
感
情
的
苦
痛
が
生
じ
た
と
い
う

証
拠
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

右
の
二
つ
の
事
案
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
被
害
者
本
人
が
生
存
し
、

実
際
に
癌
と
闘
っ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
に
伴
う
精
神
的
苦
痛
は
損
害
と
し

て
認
め
ら
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
【
凶
】
は
、
今
、
ま
さ
に
そ

う
で
あ
り
、

{
9】
は
、

X
の
癌
は
、
あ
ま
り
遠
く
な
い
将
来
に
再
燃
す

る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
と
す
る
)
。
と
こ
ろ
が
、
【

9
】
は
、
癌
に
よ

る
症
状
が
な
く
、
そ
の
存
在
も
知
ら
な
か
っ
た
問
は
精
神
的
苦
痛
は
な
い

と
判
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
精
神
的
苦
痛
は
、
身
体
的
苦
痛
に

付
随
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
、
患
者
が
、
受
傷
し
て
死
亡
す
る
ま
で
に
被
っ
た
宮
町
二

E

E
5
5
m
は
、
宅
『
。
ロ
m
E
ι
白血門古田
S
E
B
及
び
日

EH45一日
E
E再
開
の
損
害
項

(
幻
)

目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
医
師
の
決
し
て
軽
微
と
は
い
え
な
い
過
失
に

よ
っ
て
、
患
者
が
死
ま
た
は
後
遺
障
害
を
避
け
る
チ
ャ
ン
ス
を
奪
わ
れ
た

場
合
で
、
し
か
も
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
の
程
度
を
明
絡
な
数
字
を
も
っ
て
提

示
で
き
会
い
、
ま
た
は
暖
昧
に
し
か
表
示
で
き
な
い
場
合
は
、
官
仲
間
同
曲
ロ
仏

国

E
B江
口
伺
自
体
を
損
害
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
医
師
の

過
失
の
態
様
・
程
度
を
勘
案
し
て
官
同
ロ
包
己

g
F
E開
の
内
容
に
応
じ
た

損
害
額
を
認
容
す
る
こ
と
が
、
最
も
事
案
に
適
合
し
た
解
決
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

十
十
ム

(I)
凶
-
o
m
N
a
M∞h
f
m
w

門
M∞凶・

(
2
)
切

8
4
n
o耳
目
印
〈
・
回
目
w-zso『何回口
m
E
-
R
Eロ
m
Y
E
n
-
M∞斗戸」

ω・凶ヨ

(-3N)一
国
民
江
田
〈
・
唱
。
ロ
ロ
‘
間
三
〈

S
E
m
-
回
目
咽
岩
間
り
・
包
∞
ま
(
念
宮

内問・-申凶】)・

(3)
「
船
員
を
助
け
る
こ
と
自
体
は
義
務
と
は
い
え
な
い
が
、
救
助
を

誠
実
に
試
み
る
こ
と
が
義
務
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ

こ
で
い
う
義
務
と
は
、
そ
の
義
務
の
僻
怠
が
船
員
の
死
を
招
来
す

る
一
因
と
な
り
え
た
と
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
義
務
は
、

救
助
の
合
理
的
な
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
発
生
す
る
。
主
原
因
に

つ
い
て
も
同
様
の
基
準
で
は
か
ら
れ
、
も
し
船
長
の
不
作
為
が
救

助
の
合
理
的
な
可
能
性
を
奪
う
も
の
で
あ
る
な
ら
、
因
果
関
係
は

北法49(6・67)1225
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証
明
さ
れ
、
こ
こ
で
の
義
務
悌
怠
が
主
原
因
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
一
日
つ
証
拠
に
よ
っ
て
救
助
の
合
理
的
な
可
能
性
が

主
張
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
可
能
性
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、
状

況
に
応
じ
て
、
義
務
を
全
く
無
視
し
、
救
助
を
試
み
よ
う
と
さ
え

し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
は
責
任
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
船
長
の
過
失
は
、
当
該
義
務
が
履
行
さ
れ
て
い
た
場
合
、
そ

の
捜
索
が
成
功
し
て
い
た
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
の
全
て
の
手

段
を
消
滅
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
だ
け
で
も
、
同
様
の
状
況
に

お
い
て
、
不
法
行
為
者
に
責
任
を
課
す
十
分
な
根
拠
で
あ
る
」

(
凶

-
c
m
M色
M
∞h
f
h
w
円一
M∞斗
)

0

(
4
)
同
様
の
状
況
、
つ
ま
り
、
被
告
に
過
失
が
あ
り
、
そ
し
て
被
告

側
が
、
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
原
告
よ
り
も
、
そ
の
権
利
侵
害
に
関

す
る
証
拠
に
近
づ
き
ゃ
す
い
場
合
、
裁
判
所
は
、
被
告
側
に
事
実

上
の
原
因
に
つ
い
て
の
証
明
責
任
を
課
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

開
・
加
・
印
ロ
ヨ
ヨ
四
円
回
〈
・
叶
Fnp
凶一
w
n
E
}
M
仏∞
C
岨】宮崎山司
-
N
a

】(}唱品開山)

(
二
人
の
被
告
の
ど
ち
ら
が
、
過
失
に
よ
っ
て
狩
猟
銃
で
原
告
の

顔
を
撃
っ
た
か
が
分
か
ら
な
い
と
き
、
罪
の
な
い
原
告
で
は
な
く

て
、
二
人
の
被
告
に
、
原
告
を
撃
っ
た
弾
丸
は
も
う
一
方
の
被
告

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
責
任
を
負
わ
せ
た
)

U

白

色

戸

F
O
回
開
句
包
呂
田
。
同
開
f

凶
内
包
・
凶
門
田
J
3
h
y
品吋∞同
Y
M
弘
会
凶
一
戸
唱
}
の
と

-m向洋
『

豆
U
2
2
3
(父
と
五
才
の
息
子
が
、
被
告
の
プ

l
ル
で
溺
れ
た
事

案
で
あ
る
。
被
告
が
救
命
具
を
具
備
す
る
か
、
ま
た
は
、
救
命
具

の
備
え
が
な
い
と
い
う
警
告
を
す
る
と
い
う
法
的
義
務
を
尽
く
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
は
立
証
責
任
を
被
告
に
課
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
過
失
が
、
当
該
原
告
か
ら
、
溺
死

に
結
び
つ
く
事
実
関
係
を
確
認
す
る
た
め
の
手
立
て
を
奪
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
証
明
責
任
の
転
換
は
:
¥
被
告
の
過
失

が
事
故
の
原
因
で
あ
る
と
い
う
実
質
的
な
蓋
然
性
が
あ
る
場
合
、

そ
し
て
、
こ
の
過
失
が
、
実
際
的
な
問
題
と
し
て
、
原
告
の
決
定

的
な
近
因
関
係
立
証
を
不
可
能
に
し
て
い
る
場
合
、
も
し
被
告
が

自
分
の
過
失
が
当
該
権
利
侵
害
の
原
因
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
で

き
な
け
れ
ば
、
罪
の
な
い
原
告
の
権
利
回
復
を
否
定
す
る
よ
り
も
、

被
告
の
責
任
を
認
め
る
ほ
う
が
よ
り
正
当
で
あ
る
と
い
う
、
政
策

的
な
判
断
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
え
る
」
と
す
る
)

(
5
)
凶

5
m
M仏
M
∞h
f
知

HM
当・

(
6
)
凶内出回
U
N
S
白円。出・

〉
ロ
色
切
戸
担
問
唱
∞
少
口
。
ぉ
出
は
、
被
告
が
生
存
の
チ
ャ
ン
ス
を
奪
っ

た
場
合
の
被
告
の
責
任
に
つ
い
て
言
及
す
る
ヒ
ッ
ク
ス
判
決
の
判

己
目
は
、
門
Uz--EE
〈
-marp-
内陸}・〉甘同}凶
a
N
0
・∞』門川島一

-m司円円・凶∞ケ

凶
∞
岱
(
目
。
$
)
に
も
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
被
告
医
師
が
、
原
告

の
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
診
断
・
治
療
に
遅
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
た

と
え
そ
の
時
点
で
、
治
癒
し
た
か
ど
う
か
明
確
で
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
原
告
が
、
よ
り
早
く
治
療
が
な
さ
れ
た
場
合
、
原
告
の
癌

が
治
癒
し
た
か
、
ま
た
は
、
進
行
が
止
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ

と
を
証
明
す
る
た
め
の
手
段
を
奪
っ
た
こ
と
に
な
る
、
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

北法49(6・68)1226
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開

問

唱

者

E
m
m
-
a
戸
当
E
g
r
q
冨
O
B
O
E
-
z
o目
℃
よ

M-C
〈
三
戸

広
唱
臼
・
開
-
M
弘
法
凶

(
3
S
)
(ヒ
ッ
ク
ス
理
論
に
従
っ
て
、
原
告
が
、

過
失
を
お
か
し
た
被
告
に
不
法
死
亡
に
対
す
る
権
利
回
復
を
求
め

る
場
合
に
、
被
告
の
過
失
行
為
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
患
者
は
生

き
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
実
に
一
不
す
必
要
は
な
い
)
・
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が
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に
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た
っ
て
弾
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が
貫

通
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
た
た
め
に
、
多
量
の
内
出
血
を
招
き
、

そ
れ
が
原
因
で

A
が
死
亡
し
た
と
い
う
事
例
に
お
い
て
、
判
決
は
、

手
術
に
よ
っ
て

A
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
と
い
う

蓋
然
性
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
諮
問
診
が
手
術
を
妨
げ
た
こ
と
を
理
由

に
、
誤
診
も
ま
た
彼
の
死
亡
の
主
原
因
で
あ
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と
し
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)
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い
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牢
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、
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亡
し
た
事
例
で
あ
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。
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判
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あ

り
う
る
原
因
を
排
除
す
る
必
要
は
な
い
が
、
そ
こ
か
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告
の
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あ
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と
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当
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・
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四
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∞
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Y

凶∞吋・
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区
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唱
。
・
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リ

i
ラ
ン
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州
控
訴
裁
判
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、
当
2
5
2
〈・

z
m
s
n岨

凶
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唱
玄
ロ
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品
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A
S
M
(
】
唱
∞
吋
)
に
て
、
不
法
死
亡
法
に
よ

り
、
実
質
的
な
チ
ャ
ン
ス
喪
失
の
事
案
に
お
け
る
被
告
の
過
失
は
、

証
拠
の
優
越
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
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日
)
品
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同
民
活
∞
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巳
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品
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玉
∞
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そ
の
他
の
ヒ
ッ
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ス
理
論
採
用
事
例
と
し
て
、
次
に
よ
う
な
も

の
が
あ
る
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g
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目
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四
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司
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足
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甲
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円
以
己
主
叶
)
(
事
実
認
定
者
は
、
生
存
の
チ
ャ
ン
ス
と
、
被
告
が
そ

れ
を
ど
の
程
度
減
少
さ
せ
た
か
そ
の
範
囲
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
)
山
叶
2
8
〈
・
印
日
円
F
3
∞
∞
・
史
民
・
3
2
2
p
-
S
S
(
治

療
の
遅
れ
が
、
癌
が
究
極
的
に
死
を
引
き
起
こ
す
そ
の
チ
ャ
ン
ス

を
増
加
さ
せ
た
、
又
は
、
そ
の
痛
を
悪
化
さ
せ
た
と
い
う
証
拠
は
、

因
果
関
係
を
証
明
す
る
に
十
分
で
あ
る
)
一
0
0
3
〈
-
E号
F
E
∞

∞
・
2
M
門
広
ヨ
2
2
0
〉
3
・
3
∞
。
)
(
患
者
の
生
存
の
チ
ャ
ン
ス
が

減
少
し
た
か
、
ま
た
は
、
生
存
期
間
が
短
縮
さ
れ
た
か
ど
う
か
は

事
実
上
の
争
点
で
あ
る
)
川
河
S
2
8
=
〈
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向
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巴
虫
色
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-
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凶
凶

p
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】
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少
器
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-
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】
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(
】
遺
品
)
(
因
果
関
係
の
問
題
は
、
証
拠

に
よ
っ
て
、
患
者
に
は
適
切
な
治
療
が
与
え
ら
れ
た
な
ら
ば
生
存

の
か
な
り
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
る
場
合

は
、
陪
審
の
問
題
と
な
る
)
・
そ
の
他
に
、
E
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-
n
U
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・
8
5
g
n
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。
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こ
の
よ
う
な
理
論
は
、
過
失
行
為
が
行
わ
れ
る
前
に
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胎
児
に

障
害
が
既
に
生
じ
て
い
た
場
合
の
不
法
出
生
事
例
(
君
。
晶
E

Z
喜
n
g
目
)
に
お
い
て
、
被
告
医
師
が
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い
る
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両
親
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院
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し
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、
両
親
に
胎
児
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先
天
性
異
常
の
危
険
性
に
つ
い

て
の
情
報
を
提
供
し
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
う
す
れ
ば
母
親
は
人
工

妊
娠
中
絶
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
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あ
ろ
う
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張
し
て
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・
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・
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す
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米国における「チャンスの喪失 (LOSSOF CHANCE) j理論(1)
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凶
)
(
被
告
の
義
務
違
反
が
な
け
れ
ば
当
該

権
利
侵
害
は
起
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
事
実
上
の
原
因
を
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
)
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0
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∞
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∞
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∞
)
(
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療
過
誤
事
例
で
は
、
事
実
上
の
原
因
は
専
門
家
の
証

言
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
証
言
の

証
明
基
準
は
蓋
然
性
を
も
っ
て
す
る
)
・

(
叫
)
裁
判
所
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告
の
チ
ャ
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ス
の
三
九
%
か
ら
二
五
%
へ
の
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に
つ
い
て
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当
該
故
人
の
延
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チ
ャ
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%
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る
。
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チ
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チ
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自
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危
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性
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基
準
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効
果
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要
求
さ
れ
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確
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程
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を
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い
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裁
判
所
が
、
も
し
原
告
の
不
法
死
亡
に
対

す
る
金
銭
賠
償
に
つ
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
正
当
な
額
に
し
よ
う

と
し
た
り
、
減
額
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
必
要
は
な
い
、
と
す
る
。
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)
(
患
者
の
心
臓
の
状
態
を
診
断
で
き

な
か
っ
た
被
告
の
過
失
が
、
患
者
の
心
臓
発
作
を
引
き
起
こ
し
た

と
し
て
提
訴
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
陪
審
が
、
増
加

し
た
被
害
の
危
険
性
が
患
者
の
損
害
を
生
ん
だ
実
質
的
な
要
因
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
を
許
す
べ
き
で
あ
る
と
判
示

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
明
確
に
の
C
8
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判
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を
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は
恋
意
的
な
パ
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セ
ン
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イ
ジ
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設
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生
存
ま
た
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ャ
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な
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事
例
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、
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失
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行
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抑
制
さ
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穴
m
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テ
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メ
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第
二
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)
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条
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一
九
六
五
)

は
、
特
殊
な
事
例
に
お
い
て
、
こ
の
理
論
類
型
を
採
用
し
て
い
る
。

右
四
三
二
条
に
よ
る
と
、
た
と
え
も
し
、
当
該
行
為
者
に
過
失
が

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
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権
利
侵
害
が
起
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う

と
い
う
場
合
は
、
そ
の
行
為
者
の
過
失
は
他
人
に
生
じ
た
権
利
侵

害
の
実
質
的
な
要
因
で
は
な
い
(
四
三
二
条
(

1

)

)

と
す
る
一
般

的
ル

l
ル
の
例
外
は
、
二
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
二

つ
の
起
因
力
が
有
効
に
働
き
か
け
て
い
る
と
き
、
一
つ
は
、
そ
の

行
為
者
の
過
失
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
は
彼
の
過
失

行
為
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
場
合
、
か
っ
、
そ
の
二
つ
が
そ
れ
ぞ

れ
、
他
人
に
損
害
を
与
え
る
に
十
分
な
も
の
で
あ
る
場
合
、
そ
の

行
為
者
の
過
失
は
、
他
人
へ
の
損
害
を
引
き
起
こ
す
実
質
的
な
要

因
と
み
な
さ
れ
得
る
」
(
四
三
二
条

(
2
)
。
条
文
は
註

(
9
)
参

照
)
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
損
害
が
二
つ
以
上
の

原
因
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
き
、
そ
し
て
、
「
あ
れ
な
け
れ

ば
こ
れ
な
し
」
基
準
が
使
え
な
い
場
合
、
原
告
は
、
被
告
の
過
失

が
そ
の
よ
う
な
損
害
を
引
き
起
こ
す
「
実
質
的
な
要
因
」
で
あ
る

こ
と
を
示
す
だ
け
で
よ
い
の
で
あ
る
。

(η)mon-
伺

-
m
-
g
-
5
m
n
g
〈
・
印
壱
m
p
a
h
#
Z
-
d弓
・
邑
吋
泣
(
を
2
・3
唱
。
)

(
双
子
を
出
産
し
た
が
、
僅
か
三
二
週
の
在
胎
期
間
で
生
ま
れ
た

た
め
に
、
一
人
は
痘
撃
性
の
四
肢
麻
棒
、
も
う
一
人
は
一
言
語
障
害

を
伴
っ
た
重
度
の
聴
覚
損
失
の
障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
。
そ
こ

で
、
両
親
は
、
二
人
の
障
害
は
、
被
告
医
師
の
双
子
妊
娠
を
診
断

し
な
か
っ
た
こ
と
、
未
熟
児
出
産
、
多
児
出
産
の
通
常
考
え
ら
れ
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米国における「チャンスの喪失 (LOSSOF CHANCE) J理論(1)

る
併
発
症
を
防
ぐ
た
め
の
方
法
を
と
ら
な
か
っ
た
過
失
の
結
果
で

あ
る
、
と
し
て
提
訴
し
た
。
最
高
裁
判
所
は
、
ウ
イ
ン
ス
コ
ン
シ

ン
州
に
て
因
果
関
係
を
立
証
す
る
た
め
に
は
、
原
告
は
、
被
告
の

過
失
が
、
原
告
の
障
害
を
引
き
起
こ
す
「
実
質
的
な
要
因
」
で
あ
っ

た
、
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
責
任
を
負
う
、
と
判
示
し
て
い
る
)

(
日
)
司
自
尽
巴
タ
出
品
十
品
凶
・

(

勾

)

臼

84m-開
よ

E
8・
a
Z
3
u
p
o
g
Z円滑
F

虫
色
-

(
叩
山

)
E
5
E
R〈
-
P戸
出
コ
』
・
印
:
ま
凶

eS凶
(
志
怠
)
・
当
事
案
の
概
要

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
鉄
道
の
従
業
員
が
鉄
道
敷
地
内
で
頭
蓋
骨

を
骨
折
し
て
死
ん
で
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
事
故
の
目
撃

者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
が
、
原
告
側
は
郵
便
自
動
車
の
突
き
出
た

カ
ギ
が
従
業
員
の
頭
に
当
た
っ
た
と
主
張
し
、
被
告
側
は
放
浪
者

に
殺
さ
れ
た
と
反
論
し
た
。
ミ
ズ

i
リ
l
州
最
高
裁
判
所
は
、
主

原
因
の
証
明
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
巡
回
裁
判
所
の
原

告
勝
訴
判
決
を
破
棄
し
た
。
し
か
し
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、

た
と
え
、
郵
便
自
動
車
の
カ
ギ
が
従
業
員
に
突
き
当
た
る
こ
と
が

物
理
的
に
も
数
学
的
に
も
不
可
能
で
あ
っ
た
、
こ
と
を
示
す
よ
う

な
証
拠
が
あ
っ
た
と
し
て
も
原
告
勝
訴
で
あ
る
、
と
し
て
巡
回
裁

判
所
の
判
決
を
支
持
し
た
。

(
竹
)
可
町
三
巴
白
ゆ
良
品
一
戸

(花

)
E・
包
品
凶
ム
a・

(乃

)
E
-
R
念
・
さ
ら
に
、
目
白
明
暗
mw
円
己
訟
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
裁
判
所
は
、
喪
失
し
た
チ
ャ
ン
ス
自
体
を
補
償
す
べ

き
損
害
(
戸
C
日
開
〉
と
捉
え
る
こ
と
な
く
、
喪
失
し
た
利
益
の
本
質

を
誤
っ
て
理
解
し
て
き
た
。
そ
の
か
わ
り
、
裁
判
所
は
、
(
伝
統
的

な
証
明
基
準
の
下
で
)
不
法
行
為
的
に
減
少
さ
せ
ら
れ
た
損
害
回

避
の
可
能
性
(
ロ
宮
-500
弘
)
が
五

O
パ
ー
セ
ン
ト

(
2
2
)
よ
り

も
多
い
か
否
か
に
よ
っ
て
、
損
害
回
避
の
チ
ャ
ン
ス
を
扱
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。

(剖

)
P
E
E
n
-白
押

ha・

(
山
山

)
E
-
裁
判
例
と
し
て
は
、
盟
問
勺
〈
相
内
宮
町
『
同
HOE口【
H
Z
2
5
2
8
0『

内。
-0
・J
コ()同
V
-
M
a
-
-
u
凶(【
Uc-0・内四二〉
2
y
}
唱∞凶
)
-
z
cコ
E
白『口、『円=鬼門
U0
・

ぞ

-
F
O
E
-∞
〉
・
老
町
宮
田
玄
n
s
-
E
0
6・
L
S
ロ
-
-
〉
召
出
会
戸
主
凶

Z-mM仏
ψ

岱
(
-
混
血
)
な
ど
が
あ
る
。

(
む
)
吋

Z
5
8
・釦ニ
-vz-

(
お
)
可
。
『
g
n
z
n
T
同
ヨ
巳

F
g
a
門
。
-
江
戸
回
目
以
は
、

.
6
m
p
z
a
d
a
g
?

円E
n
』
=
四
三
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
内
同
伺
『
2
2
5
5
0
a

仏
国
巳
口
町
と
は
、
医
師
が
、
責
任
を
避
け
る
た
め
に
、
不
必
要
な
検

査
、
治
療
処
置
、
入
院
、
入
院
の
延
期
を
処
方
す
る
も
の
で
あ
り
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
る
。
よ
り
詳
細
な
患
者
の
診
療
記
録

や
紹
介
記
録
を
備
え
る
こ
と
、
診
断
の
た
め
に
附
加
的
な
テ
ス
ト

を
す
る
、
患
者
の
た
め
に
よ
り
長
い
時
間
を
費
や
す
、
ま
た
附
加

的
に
治
療
処
置
を
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
己
町
内
吉
田
』

s

s
a
E
S
は
、
公
的
な
医
療
コ
ス
ト
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と

す
る
議
会
の
努
力
と
は
全
く
あ
い
入
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
一
九
八

0
年
代
の
初
期
、
議
会
は

Y
A
a
5
5
プ
ロ
グ
ラ
ム
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に
よ
る
コ
ス
ト
上
昇
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
立
法
を
は
か
っ

た
。
こ
の
新
し
い
法
律
の
下
で
は
、
病
院
側
は
、
患
者
に
行
っ
た

検
査
の
数
や
入
院
期
間
の
長
さ
と
は
無
関
係
に
、
一
群
の
診
断
名

に
基
づ
い
た
現
行
率
だ
け
の
払
い
戻
し
し
か
受
け
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。
医
療
側
は
、
今
、
コ
ス
ト
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う

非
常
な
圧
力
下
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
「
チ
ャ

ン
ス
の
喪
失
」
理
論
の
適
用
は
、
医
師
等
を
、
政
府
の
コ
ス
ト
抑

制
の
中
で
苦
境
に
立
た
せ
る
こ
と
に
な
る
。
コ
ス
ト
削
減
の
政
策

に
忠
実
に
従
う
医
師
等
が
、
患
者
に
コ
ス
ト
の
高
い
テ
ス
ト
や
処

置
を
指
示
し
な
か
っ
た
、
入
院
を
勧
め
な
か
っ
た
、
入
院
を
延
ば

さ
な
か
っ
た
た
め
に
、
患
者
は
生
存
の
可
能
性
を
失
っ
た
と
い
う

場
合
に
は
、
そ
の
医
師
は
医
療
過
誤
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
結
局
、
医
師
等
は
、
合
理
的
な
代
替
手
段
を
持
た
な
い

ま
ま
、
経
済
的
決
定
に
従
っ
た
が
た
め
の
医
療
の
結
果
に
対
し
て

法
的
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

な
お
、

ζaHnmg
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
六
五
才
以
上
の
老
人
お
よ
び

障
害
者
に
対
し
て
、
医
療
費
お
よ
び
入
院
費
を
給
付
す
る
政
府
管

掌
の
包
括
的
な
医
療
健
康
保
険
の
制
度
で
あ
り
、

F
白色

E
Eは、

医
療
扶
助
で
、
連
邦
、
州
お
よ
び
地
方
の
財
源
で
一
定
限
度
内
の

収
入
し
か
な
い
全
て
の
人
に
入
院
加
療
と
医
療
保
険
を
与
え
る
制

度
で
あ
る
。
部
分
的
に
防
御
的
医
療
に
答
え
る
た
め
に
講
じ
ら
れ

た
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
ケ
ア
の
質
を
下
げ
る
、
ば
か
り
で
は
な
く
、

医
師
の
自
主
性
を
奪
う
コ
ス
ト
引
き
下
げ
の
方
法
を
採
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。

(
剖
)
内

B
E
-
R
-
3
B
M
O
O
-
N
O凶・

(
部
)
〉
=
色
町
一
湖
町
民
這
J

可
申
∞
-

(

部

)

同

VR円H
Z
P
白
押

aMB小
品

(釘

)
g
o
g
Z円
m
p担問∞
M

∞
M-

(ω
∞
)
戸
巳

S'弓
・
は
次
の
よ
う
に
説
き
、
そ
れ
は
補
償
を
受
け
る
べ

き
侵
害
で
あ
る
と
す
る
。
ど
ん
な
場
合
で
も
患
者
が
死
ぬ
前
に
、

も
っ
と
早
く
診
断
と
治
療
を
受
け
て
い
た
な
ら
ば
治
癒
し
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
知
っ
た
と
き
患
者
は
、
精
神
的
な
苦
痛
を

被
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
チ
ャ
ン
ス
の
喪
失
で

あ
っ
て
も
患
者
の
尊
厳
を
侵
害
し
う
る
の
で
あ
る
。

(
卸
)

A

M
∞
m
u
a
u唱
∞
・
虫
色
宏
・
・

5
・担問。

8
・

(
卯
)
主
凶
句
・
包
邑
}
デ
釦
こ
。
】
∞
・

4E-
担問

5
3・

(
引
)
品
。
一
N

句
-
M乱
吐
い
山
ぜ
島
問

J
ζ
J
-
E
-
M
W同

3
・

(
幻
)
ム
忠
明
-
M
右目
yumw}
ゆ
包

u
s

(
的
)
原
告
の
損
害
額
は
、
次
の
二
つ
の
州
法
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
。

一
つ
は
、
書
O
E
m
E
号
善
的
E
E
O
(
不
法
死
亡
法
H
(
生
存
近
親

者
)
訴
権
賦
与
法
)
で
あ
り
、
近
親
者
を
失
っ
た
こ
と
に
対
し
、

そ
の
死
亡
に
よ
っ
て
生
存
近
親
者
が
受
け
た
損
害
の
賠
償
を
求
め

る
権
利
を
賦
与
す
る
法
律
で
あ
る
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
金
銭
的

損
害
・
非
金
銭
的
損
害
、
填
補
さ
れ
な
い
医
療
費
と
葬
儀
費
用
の

賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
う
一
つ
は
、

2
2
2色
町
宮
室
町

(
訴
権
存
続
法
)
で
あ
り
、
受
傷
し
て
死
亡
す
る
ま
で
の
間
に
、
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